


Ｌａｐｉｚ はスペイン語で鉛筆の意味。（ラピス ）

地球上には、一本の鉛筆すら手にすることができ

ない子どもが大勢いる。

貧困、紛争や戦乱、迫害などによって学ぶ機会

を奪われた子どもたち。鉛筆を持てば、宝物のよ

うに大事にし、字を覚え、絵をかくだろう。

世界中の子ど たちに笑顔を。も

Ｌａｐｉｚにはそんな思いが込められている。

銃を持つ少女

Lapizとは
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編集長 井上脩身Lapiz

袴田事件
の再審請求
について東
京高裁は６
月１１日、
請求を棄却
する決定を
しました。
静岡地裁の
再審開始決
定を取り消
し、袴田さ

んの死刑確定判決を維持するものです。私はこの決定に
対し、強い憤りをおぼえます。袴田事件の証拠をつぶさ
に検討すれば、冤罪であることが明らかだからです。再
審の根本精神は 無辜の救済 東京高裁の裁判官は 罪「 」。 「
なき人を罰してはならない」という司法の余りにも当然
の基本をかなぐり捨て、いったん決めた裁判をなにがな
んでも守るという頑迷な態度に凝り固まっているようで
す。

袴田事件は袴田巌さんを死刑囚に仕立て上げた、典型
的な司法犯罪です。

１９６６年６月３０日未明、静岡市清水区（事件当時
清水市）のみそ製造会社の専務宅から出火、焼け跡から
専務（当時４２歳 、妻（３９歳 、次女（１７歳 、長） ） ）
男（１４歳）が他殺体で見つかりました。死体に刃物に
よる傷があったことなどから、警察は何者かが４人を殺
した後に放火したとみて捜査、会社の住み込み従業員で
元プロボクサーの袴田さんの部屋から微量の血痕がつい
たパジャマを押収、同８月１８日、強盗殺人、放火、窃
盗容疑で逮捕しました。１９日から９月６日まで連日１
０時間を超える取り調べを行った結果、頑強に否認して

、 。いた袴田さんが自白 静岡地検が起訴に持ち込みました

袴田さんの自白は「血がついたパジャマで犯行に及ん
だ」というものです。しかし４人も刃物で殺したなら大
量の返り血を浴びたはずです。６６年１１月に初公判が
行われると、袴田さんは否認に転じました。検察側はそ
れでも冒頭陳述でパジャマを着て犯罪を行った、としま
した。
ところが、翌６７年８月３１日、みそ工場のタンク内

から作業ズボンやシャツ、ステテコなどの血染めの着衣
５点が入った麻袋が見つかりました。
袴田さんはいったん自白しています。５点の着衣姿で

袴田事件の現場付近（静岡市清水区）

巻頭言 編集長 井上脩身
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あったこと、この
着衣をタンクに投
げ捨てたことをも
はや隠す理由はま

。ったくありません
にもかかわらずこ
の供述をしなかっ
たのは、知らなか
ったからにほかな
りません。

私はこの報道か
ら、着衣は真犯人
が投げ捨てたもの
で、袴田さんがシ
ロである証拠と考

えました。当然、検察は起訴を取り下げ、袴田さんを釈
放すべきです。ところが検察は冒頭陳述を変更し、この
血染めの着衣で犯行に及んだことにしました。
６８年９月、静岡地裁は死刑判決をくだしました。判

決文のなかで、最初の自白を考慮したのか、血染めの着
衣で４人を殺し、パジャマに着替えて放火したことにし
ました。

専務宅とみそ工場の間は東海道線で隔てられていま
す。袴田さんは４人の殺害のあと線路を渡ってみそ工場
に行き、タンクに血染めの着衣を脱ぎ捨てた後パジャマ
に着替え、また線路を渡って専務宅を放火したというの
でしょうか。このような大事件を行う単独犯がなぜこん

。 、な面倒なことをするのでしょう 余りにも不自然ですが

裁判官はそうした常識的な疑問をもつ人ではなかったの
です。

７６年５月、東京高裁は控訴を棄却、８０年１１月、
、 。最高裁は上告を棄却し 袴田さんの死刑が確定しました

８１年４月、弁護側が再審請求。２００８年、この第一
次再審請求は最高裁で棄却されて終了。同年、第二次再
審請求が行われ、１１月、この請求審で５点の着衣の再
鑑定を行うことが決定。ＤＮＡ鑑定によって着衣の血痕
は「袴田さん以外の第三者のもの」とされ、袴田さんの
着衣でないことが判明しました。この鑑定結果を受けて
１４年３月２７日、静岡地裁の村山浩昭裁判長は「 有（
罪の決め手となった証拠は）ねつ造された疑いがある」
と踏み込んで再審開始を決定するとともに、拘置の執行
を停止、袴田さんは４７年７カ月ぶりに自由の身になり
ました。

問題は５点の着衣です。すでに述べたように、当初、
これは真犯人が投げ捨てたもので袴田さんのシロの証拠
だと考えました。検察がそう思っていたら公訴を取り下
げたはずです。そうしなかったのはなぜか。私には不思
議でならなかったのですが、そのナゾは簡単なことでし
。 、 、た 証拠をでっちあげるという信じがたいことを 警察

検察がぐるになって行っていたのです。一審裁判官も気
づいていたふしがあります。少なくとも証拠に正面から
当たっていたら気づいたはずです。あるいは気づかなか
ったふりをしたのかもしれません。
５点の着衣を袴田さんが着ていて、それを投げ捨てた

というのは余りにムリがある。こんな当たり前のことを
まかり通した裁判だったのです。

味噌タンクから出てきた血染めのシャツ

巻頭言 編集長 井上脩身
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静岡地裁の村山裁判長がよ
うやくこの非を認めました。
これを東京高裁がもう一度ひ
っくり返したのです。どうい
うことでしょう。

報道によりますと、東京高
裁の大島隆明裁判長は、地裁
が採用した弁護側推薦の本田
克也・筑波大教授の鑑定につ
いて 「一般的に確立した科、
学手法と認められない」と判
示 「警察がねつ造した疑い。
がある」としたタンク内につ
いても「再現実験のみその色
が異なる」として、そのねつ
造性を否定しました。

高裁決定はひとことで言え
ば、検察側の主張をそのまま
踏襲したものです。袴田さん
を犯人にしたいという立場に
たてば、それなりに論理的に

筋が通っているようにみえます。しかし、重要なのは論
理の話でなく正義が貫かれているか、です。仮に検察の
いう通り５点の着衣がでっち上げでないなら、真犯人が
投げ捨てたのもで、袴田さんは無実になります。シロの
証拠をクロにした誤りを正すのが裁判官の最低限の務め
でしょう。その基本にたてば、切って捨てるような結論
にならないはずです。

袴田さんは８２歳になります。浜松市内で姉の秀子さ
んの世話をうけながら暮らしていますが、雪冤の道は険
しいものがあります。袴田さんのように再審請求をし続
け、出獄を許されて自由の身になりながら、まだ再審開
始に届いていない冤罪被害者に狭山事件の石川一雄さん
がいます。

本号の「編集長が行く」で狭山事件を取り上げ、司法
の犯罪の底の深さを考えてみました。

若いころの袴田巌さん

巻頭言 編集長 井上脩身
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片山通夫

ボクにと
って、とて
も記憶に残
った話の一
つがこのス
プーンにま

。つわる話だ

ユジノサ
ハリンスク

で一人の女性に出会った。彼女はボクにこう言った。
「大叔父の遺骨を韓国の国際墓地に移送したいのです」

その折に彼女の話を時間をかけて聞いた。彼女の大叔
父は朝鮮からこの島にやってきた。どうしてやってきた
のか、なぜこの島なのか、そしてなぜ帰らなかったのか
は、一切彼女は聞いていなかった。
ただ彼はまだ小さかった彼女に一本のスプーンを与え

た。

「 、 」わしにはお前にあげられるのは このスプーンだけだ

その大叔父は今から 年以上前に亡くなった。彼女15
は大叔父の住まいの共同墓地に埋葬した。折に触れて彼
女はスプーンを取り出しては見つめていた。たった一つ
の彼の遺品だ。
もちろん、樺太と呼ばれていた時代にこのスプーンを携
えてこの島にやってきたということだ。

ボクは知り合いの韓国の知り合いに相談した。そこか
らは早かった。

韓国には在外同胞が 万人いるという。彼らも望郷600
の思いを胸に外国で亡くなるケースがほとんどだ。面倒
なことに遺言のように「故郷の国で」と言い残す。
そんな話がそこここにあるのだろう。海外同胞の熱意

と韓国政府の努力で 天安市に国立の 望、 「韓国・忠清南道
郷の丘」という巨大な墓地ができた。 年のことで1976

cover Story 一本のスプーン片山通夫

4



ある。知り合いは、必要な手続きをしてくれて今彼女の
大叔父は望郷の丘に眠っている。

そして彼女の手元には写真のスプーンが残った。

余談だがこの望郷の丘には 年 月 日にサハリ1983 9 1
ン沖で起こった大韓航空機撃墜事件の犠牲者の慰霊塔も
ある。

より望郷の丘案内図 http://www.nmhc.go.kr/japan/

cover Story 一本のスプーン片山通夫
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憲法「改正」は日本をどこへ導くか。

松岡正喜（年金生活者）

憲法を変えようとする人たちの運動が進められてい
る。国会でも、巷でも。
国会では自民党は党是だからといい、公明党は与党勢

力の一員という立場で加憲的「改正」を唱え、それに賛
同する維新は学費無償化などを書き込むという。
自民党の党是だからいうのは、今さら何を言うのかと

いう感を免れない。なぜなら、党是というならこれまで
も何度も変えるチャンスがあったはずだからである。そ
れをしないで、あるいはできないでつい数年前までやっ
て来た。別の言い方をすれば、 数年間現行憲法でや60
って今の日本を作って来て、とりわけ問題もなかったと
いうことである。

もっとも、市民・国民の中には漠然と変えてもいいん
じゃないかという人もいるし、自衛隊があれだけ活躍し
ているのだから憲法に書き込み 「決着」を付けるべき、
だという考えの人もいる。前者は一般に経年的に物事は
古くなり、傷んでくるから取り替えたらいいという考え
を背景にしている。後者はやや設計主義的に変えようと
いう意図があるんだろうと思う。でも、今回の憲法「改
正」はどちらの態度をもってしても十分で必要な根拠に
はならないと思う。

今回の憲法「改正」の論議は、以前からないことはな
かったが、市民・国民の中からやむにやまれず出てきた
ものではない。第 次安倍政権で教育基本法に手を付け1

「改悪」に成功した経験があり、その成功体験が「党是
の実現」はこの時期を措いてはないと思わせたことは、
想像に難くない。自民党は 年に「憲法改正草案」2012
を発表した。目を通してみた。いろいろと違和感を感じ
た。一言で言うならば、古色蒼然とした戦前復帰の印象
をぬぐえなかった。まず最初前文の「政府の行為によっ
て再び戦争の惨禍が起こることのないやうにすることを
決意し・・・」が「わが国は、先の大戦による荒廃や幾
多の大災害を乗り越えて発展し ・・・」として、戦争、
の「惨禍」を「荒廃」に置き換え 「決意」という文言、
をなくしてしまった 「荒廃」とはまるで自然現象のよ。
うである。戦争は自然現象ではない。人為の意図的行為
である。要は、現憲法の前文にある戦争へ突入した反省
と、もう 度と戦争はしないという決意を取り除き、基2
本的人権の尊重の前に国と郷土の誇りを持ってきて、そ
れを守ることを強調するものになっている。
他にも取り上げてみたい箇所がいくつもある。すべて

にふれることはできないかもしれないが、これから可能
な限り皆さんとともに考えてみたいと思う。

今が「改正」のチャンス

この憲法を「改正」しようという安倍政権の衝動は、ど
こから始まったか。私なりに見ておきたいと思う。もち
ろん党是だから自民党は「改正」の意向をずっと持ち続
けていた。それが決定的になって、具体化の道に着手し
たのはごく最近の話だ。
安倍首相は 年の 月には国家機密法を成立させ13 12

た。これは戦前の軍機保護法のようなもので、軍の情報

松岡正喜の憲法夜話
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・施設・設備をはじめ、軍事に関するあらゆることを軍
の独占的管理の下に置くというものであった。明治の終
わりに作られ、 年( ）年に大改訂された。日中1937 S,12
戦争が全面的に始まった年である。

今回の国家機密法は、要するに戦前の軍機保護法の現
代版ともいえる。国民の目から軍事を秘匿し、関与させ
ない法的措置をとったということだ。こういう枠をはめ
て、 年 月に集団的自衛権の行使容認を閣議決定2014 7
した。その「成果」を持って、 年 月自衛隊幹部が15 4
アメリカへ行き「日米防衛協力のための指針 （＝日米」
ガイドライン）の「改定」に合意した（ 年ぶりの改18
訂 。そして、その場で合意の線に基づいて国内法の整）
備を夏までに仕上げると伝えた。アメリカとの約束はで

9きた。さあ、次は国内だということになり、その年の
月の「安全保障の法的整備法 （＝戦争法）の強行採決」
へと向かうことになる。市民・国民の多くが疑問や反対
を表明したことを恐れ、昨年は共謀罪法を強行し、人の
心まで取り締まることを決めてしまった。野党共闘が進
み、国民輿論が後押しするのを事前に摘み取ってしまう
現代版「治安維持法」ともいえる。現在が戦前のアジア
・太平洋戦争に突入していった直前の 年代の状況1930
によく似ていると言われている。どういう状況であった
かについては、すでにご承知のことだから詳しくは取り
上げない。ただ世界の政治・経済・外交の面でも、また
国内の政治・経済の面でも軍部の台頭も含めて不安定要
素を増していたことは間違いない。ワシントン軍縮会議
からロンドン軍縮会議、世界恐慌と緊縮財政、軍部の不
満と統帥権干犯問題、満州国の成立と対外膨張主義、北
一輝の影響を受けた青年将校らのクーデター（ 事2.26

件 、犬養毅首相暗殺事件、仏教界など宗教の国家神道）
への一体化がこの時代に顕在化している。この時代の状
況をつかむ上でキーワードになるだろう。
さて、アメリカとの「約束」もできた。日米同盟の固

い「絆」も確認できた。北朝鮮の核開発とその実験・挑
発の脅威は最大限利用できた。中国の軍事的脅威もしか
りだ。憲法を兵糧攻めにし、憲法を孤立化させ、いつで
も「改正」作業に入るところまできたと安倍首相や政権
与党に思わせる状況になって来た。
ところが、まだ憲法「改定」には入れてはいない。それ
はなぜか。私は憲法が生きているからだと思う。憲法そ
のものが持っている人類普遍の原理や哲学が大本にあ
、 。り それが国民の生活の中に浸透しているからだと思う

たとえ十分ではないにしても。
ここで憲法の主だった条文に戻って考えていきたいと

思う。

戦後ずっとやってきたというか、続けてきたものは数
多くある。憲法もそうである。日米安保体制も別の意味
で同様であり、むしろ冷戦以降は軍事同盟化され、安倍
首相の言う「信頼関係」の根本にあって継続・強化され
てきた。いわゆる「北方領土問題」も 年を つの1956 1
画期として、事実上放置したままの状態を続けてきた。
自民党保守政権にとっては好ましいから続けて来たんだ
ろうし、あるいは容易には枠組みが変えられないから事
実上放置して、その状態が続けられてきたと言える。
ところが、である。憲法は「改正」の衝動が止まらな

い。戦後の日本がスタートする時期に憲法は内外の意見
や考えを周到に考察して、 によって準備され与えGHQ
られた。

松岡正喜の憲法夜話
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これについては膨大な研究があり、機会があれば別途ふ
れたいと思う。

歴史を学ばない自民党の憲法観

自民党の改憲草案を見てみると、自己の政党の私的思惑
に基づく権力体系をいかに作るかという構想に貫かれて
いる 「内外の意見や考えを周到に考察」した形跡が見。
られない。平和・人権・国民主権を謳った現憲法から大
きく外れ、後退している。自己閉鎖的で世界に開かれて
古色蒼然としたものだ。
なぜなのか。大きくは、それは 年以上も前のアジ70

70ア・太平洋戦争をなかったものにしたい、もう戦後
年以上も過ぎたのだからもういい。しかも、現憲法は

に押し付けられたもので 「自分たちの憲法ではなGHQ 、
い」という捉え方から抜けきれないからだと思う。歴史
の事実に向き合えないのだ。あの大戦で敗北を喫したこ
との総括からいまだに目を背け続けている。現憲法はア
ジア・太平洋戦争で敗北し、ポツダム宣言を受け入れ、
その主旨を盛り込んだものが土台にある。数年前、国会
で「ポツダム宣言」を読んだことがあるかと、野党議員
に聞かれた安倍首相は「つまびらかには読んでいない」
と答弁して、内外の失笑を買ったことがあった。彼は本
当は読んでいると思うが、中身を読み取れなかった・読
み取ろうとはしなかったという意味であれば 「読んで、
いなかった」と言える。

現憲法は占領時に押し付けられたものだから 「独立、
国」となった日本には「自主憲法」が必要だと自民党は

言う 「独立国」ということが何をもってそう言えるの。
か問題だし、

天皇を再び元首にするという復古調も問題だ。
憲法「改正」について主だった条文に戻って考えてい

きたいと先に書いたが、果たせていない。憲法「改正」
がここ数年の情勢の大きな変化に乗じ、自民党政権によ
ってやられようとしている。ここでは現憲法が誕生した

年あまり前の敗戦時のころに関わって触れてみた。70
一言でいえば、自民党が出した 年の「憲法改正草2012
案」は古い時代の憲法に戻ろうとすることを特徴として
いる。今はアメリカとの「不動の同盟関係」をどう進め
るか、自衛隊を憲法に書き込むことを中心に「改正」論
議が進められている。いずれも市民・国民の平和・安全
・自由がどう担保されるのか、されないのか注視してい
かなければならない。森友・加計問題、それに伴う文書
改竄、スーダン・イラク日報問題、セクハラ問題などで
安倍首相をはじめ、自民党や官僚の「指導者」としての
退廃・劣化が激しいがゆえに、なおさらそうである。
ここでは現憲法と自民党の「憲法改正草案」を比べな

がら、国民主権・平和主義・基本的人権などの現憲法に
特徴的な命題をキーワードに、どちらが私たちにとって
優れているか見ていきたい。現憲法の前文の書き出しは
次のようになっている。少し長くなるがお付き合いいた
だきたい。

「日本国民は、正当に選挙された国会における代表者を
通じて行動し、われらとわれらの子孫のために、諸国民
との協和による成果と、わが国全土にわたって自由のも
たらす恵沢を確保し、政府の行為によって再び戦争の惨
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禍が起こることのないやうにすることを決意し、ここに
、 」主権が国民に存することを宣言し この憲法を確定する

としている。この部分は、この憲法を制定する目的が書
かれている 「日本国民は～」がこの文章の主体であっ。
て、その主体が～するで結ばれている。その間に、誰が
・誰に・何のために・何をして・どうするかに触れ、そ
の担い手まで記述して触いる 「日本国民は～」が文の。
最初に置かれていることに注目したい。

大国意識と天皇の元首化

自民党案はそうなっていない。自民党案は「日本国は、
長い歴史と固有の文化を持ち、国民統合の象徴である天
皇を戴く国家であって、国民主権の下、立法、行政及び
司法の三権分立に基づいて統治される」としており、ま
ず最初に 日本国は ～ で始まっている 現憲法の 日「 、 」 。 「
本国民は、～」の文言がドロップしている。つまり国民
の定義の基本＝国民主権をはずし、日本国＝国家の規定
から始めている。いかにも自民党らしい。国家が先にあ
って、国民はその下にあると言っているようなものだ。
この発想は象徴天皇制の規定にも顕れている。現天皇制
はその地位を「主権の存する日本国民の総意に基く」と
いう言葉で規定している。しかし、ここではこの部分を
そっくり削除している。まだ前文の一部にしか触れてい
ないが、すでにこの段階で自民党の「憲法改正草案」に
は全体を規定する特徴がでている。いかにも権力を握っ
ている者が、その下に国民を 睥睨するかの睥睨へいげい( )

へいげい

ような上から目線のポーズだ。天皇制の規定は現憲法も
1自民党の 改正草案 以下 自民党案 とする も第「 」（ 、「 」 ）

章で書いてあるのは同じだが、発想が立憲主義（＝憲法

による権力の乱用の防止）の対局側の発想であったり、
立憲主義を認知しているようで他の言葉との矛盾を含ん
でいたりしている。
例えば、第 章で「天皇は、日本国の元首であり、日1

本国及び日本国民統合の象徴であって、その地位は、主
権の存する日本国民の総意に基づく （ 自民党案 ）と」「 」
書かれている。

真っ先に「元首」である。これは明治憲法の規定と変わ
らない。またぞろ明治時代作られた天皇制に戻りたいの
かと、思わざるを得ない 「神聖にして、不可侵」とい。
う文言はさすがに入っていないが、いかにも古色蒼然と
した発想を根底において、再び天皇の政治利用を企んで
いるのではないかと思ってしまう。元首とは、古くはロ
ーマ時代を引き合いに出すまでもないが、国家を代表す
る人物のことを指す まさか天皇が国家の代表として 大。 「
権」をかざして政治・外交を行うことを目指しているの
ではないだろうが、自民党はとにかく天皇を引っ張り出
したがる。

ある本に「天皇に忠誠をつくし、ひれ伏すことを説く者
ほど天皇を利用し悪用する」という主旨の記述があった
が、誠にその通りだと思う。先般、天皇の代替わりにつ
いて有識者会議が開かれていた。現天皇の意思と国民輿
論におされて生前退位が行われることになったが、様々
な議論があったようだ。その中の一つに「天皇はただ静

」 「 」かにお祈りをしておればいい存在だ と述べた 有識者
がいたそうだ。まるで飾り物扱いだ。これがすべてだと
は言わないが こういう人も含めて安倍政権は現憲法 改、 「
正」を熱心に説いている。天皇の人格をそれとして尊重

松岡正喜の憲法夜話

10



する姿勢がまるで見えない。しかし 「自民党案」には、
元首と書いてある。元首として位置づけ、元首の役割を
果たしてほしいと思うがゆえにそう書いたのだろうが、
戦前のように国体そのものとしての元首なのか、飾り物
としての元首なのかよくわからない。そのあとで「自民
党案」は「日本国及び日本国民統合の象徴であって～」
と続く。そもそも国民統合の象徴と元首は相入れ合うの
だろうか 「自民党案」にある元首の記述は、現憲法に。
はない表現であることから見ると、戦前の体制の中核に
あった地位を取り戻したいと考えているとしか思えな
い。そうでないならば、敢えて書き込む必要はないはず
だ。天皇の元首扱いについてはこれからも議論が起こっ
てくるだろうが、そう単純に「元首復活」が実現すると
は思われない。なぜなら、国民の間に定着した現天皇の
在り方と、元首扱いにする「自民党案」の間にギャップ
がありすぎ、元首と言われても、国民の間にリアリテイ
をもって受け止められる状況にはないからだ。

マッカーサー・ の先見性と天皇GHQ

なぜそう言い得るのか、少し振り返ってみたい。戦後
間もない時期に昭和天皇がマッカーサーに会いに行っ
た。 年 月 日の第一回会見のことである。よく1945 9 27
写真で見る天皇が直立不動、マッカーサーがリラックス
した姿で写っているときの会見である。以後天皇はマッ
カーサーが退任するまで 回にわたって会っている。11
この会見で天皇が言ったが近年行われてきた。天皇は元
首の座は降ろされたが、憲法で与えられた地位を超えて
役割を担った。いわゆる天皇外交である。昭和天皇は自

身をとりまく国際情勢に極めて敏感ことについて従来
「マッカーサー回想録」をもとに語られてきたが、その
中身を覆す研究であった。敗戦までの最高の政治的・軍
事的・道徳的指導者は天皇であった。その天皇がポツダ
ム宣言を受け入れ、敗戦を認めたあと真っ先に危惧した

、 、 。のは 戦争責任を追及され 訴追を受けることであった
そして天皇制が消滅することであった 「マッカーサー。
回想録」が言うように 「わが身はどうなってもいい。、
自分の指示や命令に従った者の責任は追及しないでほし
い」は、後付けの天皇擁護論だと言える。もうじゅうぶ
ん天皇を使って占領時からアメリカの支配の構造とその
直後の冷戦構造に対応できるシステムを作り上げた成功
物語のなかに、内外から疑問をもたれないように天皇を
取り込む必要があった。
しかし、事実はマッカーサーが言うようなものではな

かった。

「マッカーサー回想録」の中で述べられたことがどうも
そうではない、つまり昭和天皇の「わが身はどうなって
もいい。自分の指示や命令に従った者には責任はない」
発言は、マッカーサーを最高権力者とする と日GHQ
本の旧体制側に与する政治家や官僚によって作り上げら
れた物語にすぎないという疑念は払拭できない。
話が横道にそれるが、アメリカはアジア・太平洋戦争

が開始された当初は日本に劣勢を強いられていた。日本
海軍の奇襲と機動作戦に圧倒されていた。しかし、すぐ
さま攻勢に転じた。と同時に日本の敗戦を予想し、戦後
の統治のあり方をめぐって研究をスタートさせていた。
その一つが明治憲法を廃止して、新しい憲法を作ること
であった。また、その憲法で他の問題も含めて天皇をど
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う位置付けるかが大きな課題であった。そのために、国
防省・国務省の下に軍人は言うまでもなく、官僚・大学
教授・研究者・日本通の人物を糾合して研究に当たらせ
た。明治憲法が施行されたのが 年（明治 年 。1890 23 ）
この時までに いくつとも、また一説には ほどと50 100
も言われた民間憲法草案が出されていた。議会設立と憲
法制定を要求する自由民権運動の高まりがその背景にあ
った。アメリカは明治初期の日本の近代化の中で、民間
によって模索されていた憲法草案も研究の対象にしてい
た。植木枝盛の「東洋大日本国国憲案」の国民主権を求
める内容や、民衆の側からの抵抗権・革命権も認めてい
たことに注目していた。 年あまり前に発見され、現50
在の憲法にも通底する優れた私擬憲法案である「五日市
憲法草案」はペンタゴンや国務省の目には触れなかった
が、この時期に起草されている。アメリカは戦争中のこ
れらの研究を通して、確実に日本人の民衆の中に民主主
義を求めた歴史があったことを把握していた。

「歴史は音もなくめくられた」ではないが、敗戦を受
け入れ戦争を終結する天皇の「玉音放送」を聞いた時、
天皇に対して表立って責任追及に及ぶ者はいなかった。
その周りにいた人に対しても抗議の行動に出る人もいな
かった。人々は長きにわたった戦争の終結に安堵感を抱
きこそすれ、何をどうすればいいのか見通しが持てなか
った。アメリカはこの様子をよく観察していた 「音も。
なくめくられていく歴史」の瞬間に立ち会い、実質的支
配者としてその後の戦略を練っていた。そして日本には
昨日まで戦争を進めていた軍人・政治家・官僚が多く生
き残り、依然としてその地位に就いていた。枢軸国の一
員であったドイツとは様子が異なっていた。ドイツでは

頂点に立っていた人物が自ら命を絶ち、組織体としての
国家は消滅していた。ポツダム宣言を受け入れ戦争を終
結するまでも、それ以前においても「国体」の維持をい
かに確保できるのか、戦争指導者の議論は前線の兵士や
国民大衆の運命は眼中になかったといえる。歴史の大転
換を迎えても、旧体制の中心にいた指導者は旧体制を維
持することにしか関心はなかった。

「作られた」天皇像

年 月 日の第 回目の天皇会見の中身は、マ1945 9 27 1
ッカーサー「回想記」にいうようなものではなかった。
それは「回想記」が出された 年（ ． ）当時、1964 S 39
文芸春秋が米軍の公式戦闘記録と「回想記」を比較し批
判的な検討を発表していた。要は、マッカーサーの誤認
や誇張・自慢話がちりばめられていて、歴史の真実を明
らかにしたものではないということであった。当日マッ
カーサーと天皇の通訳を務めた外務省の奥村勝蔵氏の
手記 が 年に公表され 研究者の豊下楢彦氏 関「 」 、 （1975

西学院大学教授）によって分析された。その分析によっ
て 年の外務省・宮内省が「ご会見録」で外してい2002
た部分に、新たな光が当たったと言える。この箇所こそ
が「回想記」がいう天皇発言とは異なる部分だった。

年の敗戦当時、最初の内閣は東久邇宮内閣だっ1945
、 、たが 月 日に外国人記者との会見インタビューで9 17

宣戦の詔書の署名問題などについてまともに答えられな
かった。この時期、外国では天皇の戦争責任を追及する
声が日増しに高まっていた。とりわけ、真珠湾を奇襲さ
れたアメリカでは天皇の責任を問う声が厳しかった。イ
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。 、ギリスやロシアでも同様であった 天皇の側近をはじめ
国務大臣で元首相の近衛文麿、本郷茂徳元外務大臣、木
戸幸一内大臣等が「東条が絶えず天皇に戦争の開始を迫
っていた」と外国の記者に漏らし、天皇に責任がないこ
とをアピールしていた。天皇の戦争責任について極めて
緊張した情勢が推移していたこの時期に、天皇が短時間
であるがニューヨークタイムズの記者・クルックホーン
との単独インタビューに応じた。 年 月 日のこ1945 9 25
とである。マッカーサー会見の 日前だった。そのイン2
タビューの内容は側近が「練り上げたもの」で、インタ
ビューの回答はすぐさまアメリカ本国へ知らされるはず
だから、アメリカ人への天皇のメッセージという性格も
帯びていた。このインタビューの回答も戦前の戦争遂行
者の手で作られていた。この時期に同じ体制側に位置し
ていた重光葵外務大臣が天皇の戦争責任について、他の
側近と異なる見解を述べて 月 には更迭され、マッ9 17
カーサーと通じることができると評価されていた吉田茂
が外務大臣に就任した。重光は後にも政府の要職につい
て戦後の政治をけん引していくが、この時は敗戦の責任
を東条大将以下の軍部に押し付け 「自己弁明」をする、
天皇の側近を厳しく批判していた。重光は国体擁護論者
なので、天皇制をなくせという議論を張ったわけではな
い。むしろ、天皇制・国体擁護の立場から天皇に一部の
責任もないとするのは、かえって国体を内部から崩壊さ
せてしまうのではないかと危惧したからに他ならない。

つまり当時の日本側の指導者は、いかにすれば天皇訴
追の事態に陥らないかについて集まり、知恵を巡らして
いたと言える。近衛等は「真珠湾攻撃は東条の独断であ
って、陛下は知らなかった」としてクルックホーンにア

メリカに知らしめるように考えていた。果たして、ニュ
ーヨークタイムズの記事に「ヒロヒト、インタビューで
奇襲の責任を東条におしつける」と載った。 月 日9 25
のことだった。載ることは載ったで側近たちは驚いてし
まった。そのように伝えられるよう策略を巡らせていた
にも関わらず、である。

戦後の天皇とその側近のことを細かく書いてきたが、
実はこの時期の天皇及びその側近、すなわち戦前の戦争
指導者たちの発言と行動がその後の日本の方向を決めて
いくことになる。翌年 年の元日に天皇自身による1946
いわゆる「人間宣言 （これは天皇が述べた詔書の一部」
を切り取ったマスコミの解釈で、天皇自らが「神ではな
く、人間であること」を言ったわけではない 、 月に） 3
は現憲法が の主導のもと決められ、女性参政権がGHQ
認められた総選挙（ 月 、続いて東京裁判（ 月）も始4 5）
まろうとしていた。時期を同じくして天皇のいわゆる行
幸のキャンペーンがスタートすることになる。天皇が行
幸を始めたのには、周囲のおぜん立てとそこに込められ
た思惑もさることながら、何よりも天皇自身に東京裁判
の訴追を免れる「自信」があったに違いない。

天皇ももう堂々としたものである。敗戦直後は天皇制
が廃止されるのではないか、と最も危惧していたことが
回避できる可能性が見えてきたわけである。天皇はこの
後、天皇外交といわれる交渉に踏み出していくことにな
る。
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天皇制護持しかなかった体制派の政治
家・官僚・宮中派

では、天皇が戦争責任を追及されずに済んだ背景には
何があったのか、再びクルックホーンの会見やマッカー
サーとの会見の話に戻って考えてみたい。クルックホー
ンがアメリカへ送った会見記事が、数日後に日本の新聞
に掲載される段になって、内務省がそれを差し止めよう
と横やりを入れた。おかしな話である。天皇の戦争責任
が問われないように、側近たちが東条を中心に軍の枢要
な人物に責任を取らせようと画策して、 月 日の回9 25
答となって天皇自らが答えた。それが海の向こうでは記
事になった。マッカーサーも天皇ももちろん承知してい
た。それが日本で報道されると、困ると言うのである。
理由は「天皇が東条を非難したかのような印象を国民に
与える」ということであった。事実非難していながらで
ある。要は、天皇がクルックホーンとの会見で回答した
内容とは異なって「かならずしも東条を非難したわけで
はない。天皇は軍の戦略の細かなことについては預かり
知らない立場だし、宣戦の詔書にしても交戦前に布告す
るのが御意思だった。個人を非難することは従来してこ
なかった」と再回答してすり替えてしまった。何かこう
書いていて、最近の財務省の公文書改竄を連想してしま
った。権力を維持するためには外向きの回答と内向きの
回答を別々に作って 「騒動」が起きないようにする。、
内務省は二枚舌を使い都合のいいように状況を取り繕っ
ていた 最高権力者である ＝アメリカ には 天。 （ ） 「GHQ
皇制維持」のため有利な言い訳をし、国内向けには「東
条批判」をしたということによって反発を食らうことを

避けていた。実際前回にふれた重光葵は「東条のみに責
任をかぶせることは、軍部の徹底抗戦派にとって受け入
れがたいことだ。彼らは心穏やかならざることだと思っ
ている」と述べていた。軍部を中心に東条を支持する人
々がいたということだ。こういう状況の中で天皇とマッ
カーサーの会が行われることになった。まだ明治帝国憲
法は廃止されていなかった。天皇の元首としての行動は
続けられていたということになる。たとえ、主導権をマ
ッカーサーを代表とする に握られていたとしてGHQ
も、である。

ニュヨークタイムズ記者・クルックホーンへの回答
は、 日後に迫った天皇・マッカーサー会見の予行でも2
あった。 月 日の第 回目の会談はアメリカ大使館9 27 1
で行われた。ここで何が話されたのか。天皇は何を言っ
たのか、またマッカーサーはそれに対してどう返答した
のか。通訳官一人を交えての会談が、その後の日本の国
の姿・あり方＝「国体」をどうフレームアップすること
につながったのか。その根本を規定する憲法に、またそ
の憲法体制と、もう一方の権力構造と言っても良い日米
安保体制にどうつながっていくのか マッカーサーの 回。 「
想記」が言うように、天皇は「わが身はどうなってもい
。 、い 我が臣下の軍人・役人は自ら任命した者であるから

彼らには戦争への責任はない」ということを本当に述べ
たのか。この会見に関わっていた人々考えやその行動、
あるいは会見後の事態の展開はどのようになったのか、
見ていきたいと思う。

月 日の内容は内務省を通じて発表された。その9 27
内容は次のようなものであった。天皇曰く「連合国（＝
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アメリカ）の進駐による占領が何の問題も起こさなかっ
た。また、だれが戦争に責任を持つか、マッカーサー元
帥は何もふれなかった。そのことに感動を覚えた」と。
それに対してマッカーサーが「いかなる流血も招かなか
ったのは、天皇のリーダーシップのおかげである。もし
米軍の本土侵攻が行われていたならば、双方に多大な損
害と破壊がもたらされただろう」と述べ、両者の見解が
一致していた。そしてマッカーサーが天皇の戦争責任に
ついて何も追及する姿勢を見せなかったことを好とし
て、天皇は「最終的な判断は後世の歴史家に委ねざるを
得ないであろう」と述べていた。この文言は今でも自民
党の領袖や組織のトップにしばしば使われる謂いであ
る。このフレーズの淵源は天皇のこの謂いにあったのか
と思ってしまうほどである。さて、マッカーサーが天皇
の戦争責任についてあえて触れなかったのには、前にも
指摘したようにそうした方が得策であるというさまざま

。 、な判断が働いていた 日本の敗戦が確実視される頃から
アメリカ国務省の中国課あたりから「天皇は戦後の日本
を統治する上で重要な存在である。なくすよりは、むし
ろ重用すべきである」という考えを聞いていたと思われ
る。なぜなら、マッカーサーの下には本国から参謀本部
はもとより、各省・各部門から多くの優秀なスタッフが
送くられ、働いていたからである。また開戦前に日本で
任務に就いていた大使館勤務員やジャーナリストも概ね
天皇の廃止は考えになかった。こういう人の意見や考え
もマッカーサーにすでに届いていたと考えるのが自然
だ。

日本の旧体制派に属する「指導者」は、いかにして天
皇の戦争責任を回避できるか、そのためには東条一人に

責任を転嫁できる「理屈」を考えることが仕事になって
いた。マッカーサーがこういう日本側の事情を掌握して
いた上で、日本統治の独自の戦略を練っていた。それと
同時に、彼には憲法策定の課題も含め日本統治を自分の
イニシアティブで進めなければならないという別の理由
があった。実はマッカーサーの地位はまだ盤石のもので
はなかったのだ。ワシントンとの対立もあった。

マッカーサーの権力と世界情勢

日本の敗戦処理を取り仕切る機関は、言うまでもなく
連合国最高司令官総司令部（ であったと一般にはGHQ
受け止められているが、実はそうではなかった。確かに

が実質的に最高権力機関として君臨していた。GHQ

しかし、国際的に見ると日本の戦後処理・統治につい
。 、ては を凌ぐ上級機関があった 戦後すぐに作られGHQ

当初は極東諮問委員会と言われていたが、曲折を経てモ
スクワ外相会議で確認された極東委員会である。本部が
ワシントンに置かれていた。すでに翌年の 年 月1946 2

日に第 回目の会議が開かれることが決められてい26 1
た。歴史の事実に“もし”はないが、仮にこの極東委員
会が機能していたら日本の戦後の運命は変わっていたに
違いない。そもそも極東諮問委員会はアメリカの提唱で
設立されたが、当時のソ連などの反対にあいその名称で
は日の目を見なかった。それが極東委員会へと名称を変
え、発足したものである。この極東委員会は米・英・ソ
を中心に組織され、後に全体で カ国が参加した委員13
会であった。
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ただマッカーサーには急がなければならない事情があ
った。この極東委員会開催前に憲法を制定し、占領・統
治のイニシアチブをとることであった。これらが前回ふ
れた「マッカーサーの地位はまだ盤石のものではなかっ
た」ことと関連している。マッカーサーは 年末ま1945
でに、トルーマン大統領から 回本国への召還の命令を2
受けている。問題の発端は戦争が終結した直後から始ま
っていた。一つはマッカーサーの声明である。 のGHQ

。本部を第 生命ビルに置いた日に 月 日に出された1 9 17
曰く「膨大な費用と人的負担を予想していた軍政がスム
ーズに行われた。近い将来、いまの負担をほぼ半減させ
ることができるだろう」と。当時 万人近い人的負担40
の半分が要らなくなるのだからワシントンは喜ぶべきで
あったと思われるが、そうでもなかった。マッカーサー
の考えには、連合国を構成するアメリカ以外の国に軍事
的・経済的・人的負担をしてもらうという構想が前提に
あった。折しもワシントンでは、各国の軍の構成や規模
などをめぐって議論が錯綜しまとまっていなかった。マ
ッカーサーは占領軍による統治の困難さを理由に「今す
ぐには帰れないと」と、第 回目の本国への召還には応1
じなかった。また 「占領軍の存在はアメリカの政策を、
実行する手立てであって、政策の決定者ではない」とす
るワシントンに対して、マッカーサーは「日本の占領政
策を決めるのは、ワシントンではなく東京である」とし
て 度目の帰国命令にも従わなかった。マッカーサーの2
地位が「盤石なものではない」ことが、本国との関係で
も現れ始めていた。これと並行してマッカーサーの地位
を脅かすヨーロッパ・東欧に対する占領体制と日本のそ
れとの違いも明らかになって来た。

マッカーサーは日本の占領統治に自らのイニシアチブ
で関わっていく考えに固執していた。それは天皇に対し
て戦争責任を問わず、むしろ何等かの形で天皇・天皇制
を温存して自らの占領統治に利用することが有利である
判断していたからである。日本の旧体制側の
支配者もその一点を保守するために動いていた。マッカ
ーサーと日本の旧体制側の利害は一致していた。
マッカーサーにしてみれば現地の状況を熟知している

のは自分であり、ワシントンではないという「自負」が
あったに違いない。さらにマッカーサーがそのように確
信を持つにいたるには 彼の側近であったフェラーズ 日、 （
本通で知られていた軍人。天皇の戦争責任を回避するた
めに奔走した）であったり、アチソン（マッカーサーの
政治顧問。天皇制には批判的だったと言われている 、）
ひいては東京裁判の首席検察官を努めたキーナンらの
「働き」も大きかった。彼らの側面からの援護で天皇制
を温存しながら、憲法を策定し東京裁判へと導くロード
マップが描かれていた。彼らは東京裁判へ天皇を出廷さ
せることは、即ち天皇の戦争責任を問い糾すことになる
と考えていた。なぜなら、東京裁判は戦争政策を進めた
政治的・軍事的責任を追及する国際的な裁判であったか
らだ。天皇を裁判に出してしまえば、この裁判は成立し
なくなるとまで考えていた。だから何としても戦争責任
は天皇になかった、ということを事前に世界に知らしめ
ておかなければならなかった。それ故に、天皇の戦争責
任回避のための「日米合作の作戦」が、一方は占領軍の

・他方は敗戦でポツダム宣言受諾国という関係でGHQ
ありながら、昨日までの敵同士の間で同時並行的に進め

45られていた。キーナンの例などはその典型であった。
年の 月に来日してマッカーサーと会い、 月の天皇12 9
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会談の内容を聞いていた。それを元陸軍少将の田中隆吉
に漏らし「天皇の戦争責任回避」が証明されるように裁
判の中で協力してほしい、と要望した。内大臣の木戸幸
一が戦犯容疑で逮捕された後、彼の秘書官を務めていた
松平康晶（松平春嶽の孫。宮中派の一員）もキーナンと
繋がっており天皇の戦争責任回避に向け人脈を通じて奔
走していた。

このように見てくると、マッカーサーの地位と権力は
「盤石」のように見えてくるが、それはマッカーサーと
日本の支配層、ある面では国民との間に限られていたと
言える。日本と軍事同盟を結んでいた枢軸国のイタリア
は 年に降服していた。王家がムッソリーニに協力1943
して戦争を進めたが、クーデターを起こし政権は崩壊し
ていた。このイタリアを軍事占領したのはアメリカであ
る。軍事占領が日本と明確に異なっていた。イタリアの
場合は、ドイツや東欧のルーマニアなどの場合と同様で
あった。つまり、占領管理体制が整えられていた。降服
ないしは敗戦を喫したのち、当該国をどう戦後処理・統
治していくか英・米・露で事前に協定されていた。イタ
リアの戦争はムッソリーニが起こした戦争であって、サ
ヴォイア王家が起こしたものではなかった。この辺りも
日本とは事情が違っていた。

日本の場合は天皇の戦争であった。天皇の判断・裁可
がなければ戦争はできなかった。東条自身が東京裁判の
中で明確に述べており、天皇は名実ともにその権限を保
持していた。それは明治憲法に謳われた最高位の地位と
権力を保証する法的な論拠を背景にしていた。何人も天
皇の裁可がなければ、今でいう自由な意思表明も行動も

数多あまた( )できなかった。またそのもとで異を唱えた
数多の人が弾圧され、獄中に留め置かれ命を落とし、戦
あ ま た

争に狩り出されていた。
戦争末期には、すでにふれたように戦後の国際秩序の

在り方をめぐり連合国側で議論が始められていた。第一
次世界大戦で多くの犠牲者を出した惨禍から、欧米諸国
を中心に教訓を引き出し、二度と戦争に訴えることなく
国際間の問題を解決するための枠組みが模索されてい
。 。 、た いわゆるベルサイユ・ワシントン体制である 他方

それとは異なって列強間で戦後世界の指導者の地位をど
こが握るのか、体制間の軋轢をも含みながら思惑がうご

。 、めき始めていた こういう情況が戦後の日本のみならず
ヨーロッパ・東欧の戦後処理・統治の在り方に大きな影
響を与えることになった。

マッカーサーの攻勢

さて、マッカーサーの地位と権力の「盤石」さの問題
に戻って話を進めてみたいと思う。
マッカーサーにはワシントンとの対立があったことは前
にも述べた。さらに彼が連合国との間にも急がなければ
ならない懸案がある点についても触れた。要するにマッ
カーサー自身のイニシアチブでいかに日本の占領統治を
排他的に進めるかが、彼および の喫緊の課題になGHQ
っていた。
従って、彼は敗戦の年に矢継ぎ早に指令・指示を連発し
ている。一言でいえば、日本の政治・社会は新しく変わ
り民主主義化していることを内外にアッピールすること
を急いでいた。 月に出された「神道解体令 、それに12 」
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先んじる政治犯解放令、東久邇宮内閣に代わった幣原喜
重郎内閣に対する新憲法制定の指示などがそれである。
この先頭に立って協力的である天皇の姿を演出し、東京
裁判への訴追を免れるための下準備に余念がなかった。
それと並行して翌年の東京裁判開始へ向けて誰の戦争責
任を追及するか、そのリストアップが進められていた。
これらは先にも述べたように翌年のいわゆる天皇の「人

46間宣言 につなげられていくことになる 付言すれば」 。 、
年の 月 日マッカーサーによる憲法制定の三原則が幣2 3
原内閣に出され、同月の 日には憲法草案の日本政府13
への手交という展開になる。そして第 回目の極東委員1
（ ） 。会 年 月 日 への備えを固めていくことになる46 2 26

こういう一連のマッカーサーの「民主化」への数々の指
令・指示は、イギリスやソ連・オーストラリアなどの少
なくない国の天皇の戦争責任を追及する声が止まなかっ
たことに対して「そうではない」ことを示すことにあっ
た。さらには の上級機関である極東委員会が機能GHQ
すれば、その構成員である国によって必ずや批判が起こ
り、マッカーサーの意思通りに日本の占領・統治が進ま
なくなる懸念があった。ワシントンはアメリカだけが連
合国ではないことを意識し、この時点ではまだ 彼のや.
り方に疑念を挟んでいた。

ここまで天皇に戦争責任はない、ということをフレー
ムアップし東京裁判に天皇を出廷させないために、マッ
カーサーと共に旧体制派の政治家・官僚・宮中派の人物
がいろいろ画策してきたことについて述べてきた。また
何ゆえにそうしてきたのか、についてもふれてきた。こ
こで天皇には「戦争責任ない」というフレームアップが
なぜ可能になったのか、いま一度まとめておきたいと思

う。

日米合作の政治的仕掛け

先ず第 に、天皇自身がアジア・太平洋戦争を通じてこ1
の戦争が「 皇祖 皇宗 （＝皇祖は皇祖こうそ 皇宗こうそう( ) ( ) 」

こ う そ こうそう

天照大神のことで、神話の世界における日本の開祖。ま
た、皇宗はその下の歴代の天皇を表す）に対しては責任
を抱くが、それ以外の配下の人々に対して責任をとる考
えはなかった。従って、敗戦色が強まりポツダム宣言受
諾の可否を検討する頃は、どうすれば「国体護持」が可
能か、これが彼の焦眉の課題であった。

第 に、明治の「王政復古」以来、権力の中枢にいて2
天皇の権威・権力を築くうえで、枢要な役割を果たして
きた「穏健派」と言われた人々が「国体護持」で固まっ
ていたこと。宮内大臣・内大臣・侍従長をはじめその部
下を含めた一連の宮中派人物が、英米の高官と緊密な関
係にあり、敗戦後も連絡を取り合っていたことを見逃し
てはいけない。つまり 「国体護持」を守るためには海、
外からの、とりわけ敵対国であったアメリカから同調の
声が大きな後押しになった。また折々の内閣を構成した
政治家も軍人出身が多かったが 「国体擁護」では一致、
していた。もし、天皇の戦争責任が問われるようなこと
になれば、それは「国体」の崩壊につながり、共和体制
を認めることに陥ってしまうからである。彼らにとって
は許されざることであった。

第 に、マッカーサーが天皇との会見以来、自分のイ3
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ニシアチブの下で日本の占領統治を天皇を利用しながら
完成したいという気持ちを抱いたこと。そのためには天
皇を平和主義者に仕立て上げることが必須の大前提であ
った。それと関連して、天皇を平和主義者にするために
は、戦争に訴えた東条英機以下の軍人に責任を転嫁する
ことが必要であった 「戦争」の主導者と「平和」の担。
い手を目に見える構図で、日本人はもとより、世界の人
々にも見せる必要があった。

第 に、国際情勢からしても天皇の戦争責任を不問に4
しなければならない理由があった。前にも述べたが、世
界の声は天皇の戦争責任を問う声の方が強かった。枢軸
国の一員として日本だけが責任者の過誤が問われないの
は、どう見ても論理的にも事実としても無理があった。
それを避けるためには日本は平和国家の道を歩み始め、
その中心に天皇が存在しており、日本は 度と戦争する2
国にはならないという証文を内外に示す必要があった。

年の秋ごろからの日本の民主化へ向けた数々の指1945
令・指示はそれを示している。翌年のマッカーサーによ
る憲法草案の手交も、これら一連の「計画」を実行する
大きな課題であった。 には極東委員会という上級GHQ
機関があった。これが正式にスタートすれば と日GHQ
本の「指導者」との「共同作戦」は水泡に帰すかもしれ
なかった。是が非でも天皇の戦争責任は不問にしなけれ
ばならない、という彼らにとっての必然性があった。
このようにして 年、敗戦直後の第 回目のマッカ1945 1
ーサー・天皇会見から半年余りの間に、天皇を東京裁判
に出廷させないための偽装が間断なく行われた。この短
期間でマッカーサーと日本の旧体制派は、戦争のシンボ
ルから民主化のシンボルへと天皇の立ち位置の 度の180

転換をなしえたのである。マッカーサーはワシントンと
の軋轢を残していたものの、次第に米ソの対立が深まる
につれて、排他的な日本占領と統治の枠組みを自分の専
管事項とし、主導権を確立していった。ワシントンもそ
れを次第に認めざるを得なくなっていた。それはヨーロ
ッパ大陸での事情が反映していた。ヨーロッパではイタ
リアの占領はアメリカがにぎっていた。ドイツは連合国
が合同で占領管理した。東欧はソ連が排他的占領を主張
し押し通そうとしたが、アメリカやイギリスが異を唱え
て思惑通りにいっていなかった。しかし、東欧の占領は

。 、ソ連が離さなかった 第 次世界大戦でドイツが敗北し1
その支配から独立を求める民族解放運動が組織され、次
々と独立国が生まれていた。それに対してソ連が大きな
影響力を与えていた。

、 。話がそれるが 第 次大戦中ロシア革命が起こされた1
その戦争でドイツに加担するオットマン帝国の背後をつ
いて攪乱すれば、戦後アラブ人の独立国家建設をイギリ
スが認めるとした「フサイン・マクマフォン宣言 、後」
に「バルフォア宣言 。またフランス・ロシアも加わっ」
た「サイコス・ピコ協定」で、アラブ人の民族独立・ユ
ダヤ人のナショナルホーム建設の願望に乗じて民族分断
・植民地争奪戦が繰り広げられつつあった。ロシアは中
途で離脱したが、それはロシア革命が起こされた結果で
ある。レーニンが提唱した「民族自決権」の方針が適用
され、新植民地主義による民族分断政策から手を引いた
からだ。そういう経過もあり、この地域に隣接する東欧
からソ連は引くことができなかった。それゆえこの地域
での主導権はさまざま制限がつけられたが、ソ連がにぎ
る代わりに、東京での日本占領と統治機能の排他的優先
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権が事実上アメリカ＝マッカーサーの手に握られるよう
になっていった。マッカーサーが日本における主導権を
確立した背景には、第 次世界大戦後の大国間のこうし2
た国際政治における勢力図の確定の思惑も関わっていた
と言える。

極東国際軍事裁判＝東京裁判に至る過程で天皇の戦争
責任は問われることなく済まされることになった。これ
はマッカーサーにとっても、日本の体制派の政治家にと
っても、また天皇にとっても画期的なことであった。天
皇制護持のレジュームが残されたのも同然であった。日
本の支配者にとっては何にも代えがたいビッグニュース
であった。後の首相の吉田茂が国会で「天皇制は何も変
わっていない」旨の発言をしている。極論すれば、天皇
制が護持されれば、マッカーサー・ のいうことはGHQ
何でも受け入れるという情況であった。マッカーサーと

は日本に二度と軍事力を与えてはいけないと考えGHQ
ていた。天皇が平和主義者で民主日本を作る先頭に立っ
ているという権威と、その権威を利用しながら実質的な
権力が行使できる最高司令官としてマッカーサーは立ち
つつあった。 天皇はそういうマッカーサーを頼りにし

。 「 」 「 」 。始めていた 昨日の 敵 は今日の 友と いうべきか

戦後政治の捻じれの始まり

上記のテーマでしばらく書き続けてきたが、今回をも
って第 弾の締めくくりとしたい。初回に自民党憲法草1
案の前文と現憲法のそれとを、一部比較して憲法の基本

。 、理念が根本的に異なることを批判的に取り上げた また

自民党案が天皇を「元首」にすると書いていることで何
、 。を企図しようとしているか 時代錯誤だと問題提起した

憲法を支える基本精神が異なれば、それを具体化する個
々の条文にその精神が反映する。その一つである天皇の
「元首」化は、これまで見てきたように敗戦後の日本占
領と統治に関わって 「ポツダム宣言」をどう受け入れ、
ていくか、実行に誰がどうかかわっていくか、その政治
日程の中で、天皇および体制派が果たした「実績」を蘇
らせ、その構造を取り戻したいという思いがあるのだろ
うと思う。つまり天皇に戦争責任がないということを確
定し、天皇制が護持できたということを。例え象徴天皇
制であったとしても。なぜなら、敗戦直後のヒロヒト天
皇はまだ明治憲法下の地位が保証され、統帥権の総攬者
（＝元首）として自他ともその認識の下に行動していた
からだ。前にも触れたが、天皇はマッカーサーに 回11
会っている。天皇外交と言われるものだが、象徴天皇の
地位ならば国政には関与できない。しかし、ヒロヒト天
皇はマッカーサーに会見をし、後の日本の運命を決めた

、 。アメリカ軍の継続的駐留を要請し 政治に関与していた
それが今日まで続き自民党によってそのレジュームが守
られ、強化さえされて今日に至っている。いわゆる日米
安保体制である。

安部首相が言う「戦後レジューム」は占領期の数年だ
と限定し、占領が「終了」するサンフランコ条約の前と
後を切り離しているが、誠に陳腐な議論である。ポツダ
ム宣言には占領が終了すれば、占領軍は直ちに日本から
引き上げると書かれている。しかし、占領軍は引き上げ
なかった。サンフランシスコ条約を締結して「日本は独
立した」と言うが、ではなぜポツダム宣言が守られてい
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ないのか、なぜアメリカ軍は撤退しないのか、という問
いは自民党の歴代の政権からも安倍政権からも聞こえて

。 。こない これこそ改めるべき戦後レジュームではないか
自民党や安倍政権が取り上げ、同時に否定する「戦後レ
ジューム」が確定した真っただ中で、連合国を代表した
アメリカ軍は、天皇の戦争に対する無罪化を日本の体制
派と画策し成功した。戦後レジュームは、安倍首相やそ
の支持者が主張する特定の時代やある事柄についてだけ
の問題ではない。憲法だけの問題ではないのだ。日米安
保条約も戦後レジュームの大きな柱ではないか。戦後が
どうして戦後となったのか、あの戦争は何だったのか。
アジア・太平洋戦争（ 年戦争）について日本のみ15

ならず、アジアと世界に対して反省を欠いた自己都合の
議論をする勢力には、理解できないのかもしれないし、
理解したくないのかもしれない。歴史の事実を学ばない
からだ。歴代自民党や右翼的保守勢力にとって 「戦後、
レジューム を見直すということがストレートに憲法 改」 「
正」に結びつき、現憲法が「押し付け憲法」であると反
発し「自主憲法」をと、言う。立憲主義を放棄し、国民
の上に国家を置き、人々を 睥睨し、睥睨へいげい( )

へ い げ い

数多の苦闘と努力が集約された現憲法の普遍数多あまた( )
あ ま た

的な価値を忘れた、それこそ「押し付け憲法」になる可
能性が濃厚だ。迷惑である。断じて“否”と告げたい。

松岡正喜の憲法夜話
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（年金生活者）一之瀬 明

劣化してきているという見方が最近になってよく聞く
ようになった。もともとご本体の首相が嘘と不誠実の塊
のような御仁だから、その周りに集まる連中も、推して
知るべしというところか。

それにつけても、霞が関の（優秀だったはずの）官僚
たちまで、腐ってきていると思うのだが。
その昔、中国には（だけではなかったとも・・・）宦

官（かんがん）が存在した。少し長くなるがウイキペデ
ィアから宦官の項を引用したい （イタリック体・傍線。
筆者）

中国諸王朝において官僚は特権階級であったが、貴族
（没落貴族も含む）ではない庶民階級の者が文武問わず
正規の官僚として高位へ登る道は、隋以降に導入された

極端に競争の激しい科挙（進士採用試験）を除くと事実
上ないに等しく、自宮者は後を絶たなかったという。自
宮宦官の例として、土木の変を引き起こした王振、皇帝
を凌ぐほどの権勢を誇った魏忠賢等が知られている。五
代十国のひとつ南漢国は、特に宦官を重用したことで知
られ、科挙の成績優秀者は、まず性器切断してから登用

958 - 971したほどであった。最後の皇帝劉鋹（在位 年
年）の時代には、総人口 万人に対し宦官が 万人も100 2
おり、この国の男性 人に 人は完全去勢していたこ25 1
とになる。統一王朝の場合でも、宦官は普通は多くても
数千人ほどで、おもに後宮に配置された。しかし、明代
には爆発的に増え、約 万人に膨れ上がった。 「皇明10
実録」によると、 年（明の天啓元年）に政府が、1612
宦官の補欠 人を募集したところ、応募者が 万人3000 2
に達したため、急遽募集人数を 人に増やしたとい4500
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う記録が残されている。庶民階級にとって、宦官となる
ことは、富と権力を得る手段であったものの、宦官の社
会はヒエラルキーに基づく階級社会であり、その頂点に
位置する、国家を動かすほど大きな権力を持った宦官と
なるものは当然ごく一握りにすぎず、大多数の宦官は下
の地位のままで一生を終えた。そして、下級宦官は、日
々の生活において、上級宦官の不満のはけ口となり、い
じめられることは日常茶飯事であった。そして、下級宦
官は高齢になって激務に耐えられなくなったりすると、
使い物にならないとみなされ、解雇された。そして、そ
の多くは乞食としての生活を強いられ、餓死することを

このような境遇に陥らないためにはひ余儀なくされた。
たすら上の階級に出世するしかなく、下級宦官は上級宦
官に対して、媚びへつらい、機嫌を伺うことに力を尽く
した。そのため、宦官の出世欲・権力欲はどんどんエス
カレートしていった。

さてその ご本人のことはモリトモ問嘘と不誠実の塊の
題を筆頭に、対北朝鮮圧力一辺倒対応、対ロシア北方領
土返還交渉とん挫問題、対米国貢対応（兵器の異常な価
格と低性能買取）問題、ロシア・ザギトワ選手に秋田犬
贈呈にみられる良いとこどり、オリンピック選手への祝
福電話はすれども、ノーベル平和賞を受けた日本人も関
わっているＩＣＡＮに対しては完全無視。結局は小心者
なのだ・・・ （恥だ！）。
極めつけはもう以前のことだとは言え、選挙妨害で、

反社会的集団とのかかわり・・・・。

こうして頭が腐ってゆくと、その周りの連中も同じよ
うに腐るといういい見本だ。つまり「安倍もどき」が氾

濫している。
加計理事長、杉田議員、日大理事長、アマボクシング

前理事長などなど…。もうバカバカしくていちいちあげ
ることすら、嫌になる。

ところで 月には自民党総裁選がある。ぜひ争点にし9
日米地てもらいたいのは、故翁長知事の悲願でもあった

。またここで日米地位協定の問題点を位協定の改定問題
説明したい。
例によってインターネットから引用（イタリック体）す
る。

裁判権
第 条 ( )により、日本で裁判を受けるべき被疑者で17 5 C
あっても、アメリカが先にその身柄を拘束した場合は、
身柄が引き渡されるのは、検察庁により起訴がなされた
後である。このため、起訴までの間に充分な捜査ができ
ない。更には重罪にも拘らず、身内の行為として不当に
寛大な処分がされる恐れさえある（→軍法会議 軍法会#
議の問題点 。）

年 月 日の日米合同委員会では、職場で飲酒し1956 3 28
た後の帰宅途中に事件事故を起こしても「公務中」とみ
なす取り決めが、同年 月 日の委員会裁判権分科委10 28
員会刑事部会会合では、第一次裁判権さえ放棄し『実質
的に重要であると認める事件についてのみ権利行使』と
する密約が結ばれていた事が後年に判明している。
これが如実に現れたのが、 年の「伊江島住民狙撃1974
事件」である。当初、在沖米軍は容疑者の“公務外”を
認め、日本に一次裁判権を譲ったが、直後に国務省・国
防総省の強い反発と突き上げを受け、事件の概要を改変
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、 、してまで急遽公務証明を発給し 日本外務省の抗議の中
一次裁判権を強引に移管させた。国務長官緊急電の『国
務省・国防総省共同メッセージ』はその理由を「米国内
の事情」と「もし裁判権を行使し損なったら、その影響
は米国が他の国々と結んでいる一連の地位協定にまで及
び、……米軍要員の士気にも及ぶ」ためであるとしてい
る。

一般に我々国民はこの日米地位協定の内容を理解得て
いない。だから基地の島オキナワの苦悩を他人事のよう

。 。に無関心だ その無関心に安倍と安倍もどきはつけ込む

もうこんな政権を野放しにしておく
のは、終わりにしたいものだ。

opinion 一ノ瀬明
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《ほんとうのダイヤ》

ＪＮＲ（日本国有鉄道）は平和であった、
それとも苦労していた？

Part 3

草津線、草津６：１０分発（列車番号７４２）柘植、亀山経由、普通列車和歌山行

この列車、草津発車時は「ＳＬで引っ張っている」と言う情報のもと実際全行程を乗車するととんでもない
事実が明らかになった。それは途中牽引機関車の交換回数５回。すなわちひとつの列車番号のダイヤでの機関
車の総使用台数、何と６台なのである。この事に関し当時のＪＮＲにどのような事情があったのか今は知る由
もないが鉄道フアンの一人としてこの超レア？な列車に全行程を１回で乗車し、なおかつこの事実を知る人は
かぎりなく少ないであろうとする変な自負はいまだ健在である。

乗車の結果、確認できた事柄をまとめてみると、

１、非牽引車両数 客車数 ５
１、乗車目的の確認（発車、停車、走行時の総合的な乗り心地）

１） ２）ディーゼル ３）電気SL
１、機関車交換駅 柘植 亀山 多紀 新宮 紀伊田辺
１、機関車種 ＳＬ（２種） ディーゼル ５１、 ５０DD DD

１、機関車交換時間（１回） ５～８ 分
１、同担当人数（１回） ４～ 人5
１、逆方向ダイヤ（上り） 和歌山市→草津 なし

列車番号７４２、 まぼろしの記憶、永遠に････！

中川眞須良のとりとめのない話
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中務敦行元読売新聞写真部

この夏は災害が多かった。６月には大阪北部地震があ
った。この地震で高槻市で小学生の女の子がブロック塀
の下でなくなった。この朝、共稼ぎの娘の家で孫の登校
を見送った。通学路にはブロック塀がある。マンション
の６階から一年生が通学するのを見た。その１０秒ほど
後に地震があり、大きく揺れた。学校に入るまでは見と
どけたが、教室まで行って、普段のように子供たちがた
くさんいたので、ホッとして帰宅した。我が家までは私
鉄で一駅だが、電車は動いていなかった。歩いて帰って
いると電車が踏切で止まっている。大きく迂回しようと
したところに電話 「学校が休校になったので迎えに行、
ってほしい 。すぐに ターンした。」 U

地震はいつどこで起きるか分からない。２３年前、阪
神大震災が起きた時私は新聞社で写真部のデスクをして
いた。１月１７日の未明、奈良市内の自宅で激しい揺れ
に目を覚ました。冬休みの半ばだったが、とこの中で、
「大仏殿は大丈夫だろうか、法隆寺の五重塔はまっすぐ
立ってるだろうか」そんなことが頭をよぎった。揺れが

収まってテレビをつけると「神戸方面が大きな地震に見
舞われた」とのこと。飛び起きて食事をとった。いつ食
べられるかわからない。あるものを食べられるだけ詰め
込んだ。
バス停まで走り、駅まで行き、止まっている電車に飛

び乗った。大阪に着いたら地下鉄は運休、タクシーもつ
かまらない。ヒッチハイクと都会ハイクで本社に着いた
のは８時少し前、まだ出勤してきた部員は片手に満たな
い。

、 。９時過ぎ 東京本社から応援のヘリが大阪空港に着く
燃料補給のあと、上空からの取材に飛び立つ。応援のカ
メラマンはデスクの指示で、阪急伊丹駅に向かう。
写真を送るのは車やオートバイが中心で、少し前に開

発されたスチルビデオカメラで無線電送するくらいでデ
ジタルカメラの一眼レフはこの年６月にやっと売り出さ
れた。
散乱した職場を片付けた後は、災害の現場から送られ

てきたフィルムを現像、プリントし夕刊を作り上げた。
ところが、神戸から写真があまり来なかった。取材す

中務敦行の徒然の章
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る人はいるが、神戸総局で送られてきたフィルムが山積
みになっているという。大阪を出たカメラマンたちはま
だ西宮あたりまでしか行けていない、という 「じゃあ。
私が行こう」午後にヘリで神戸に入り、３日間文字通り
不眠不休で写真とにらめっこした。
その日の午後、いつまでも写真部員が神戸総局に着か

ないので、私がヘリで神戸の総局近くの海岸で降りて走
った。自動現像機（当時はデジカメはなくネガカラーが
中心だった）コードいっぱいまでは走って、現像液と定
着液が混じって現像不能だった。水が出ないので、ペッ
トボトルの水を５本使って薬品を交換した。
それから３泊４日、夜は床に毛布を敷いて仮眠、余震

のたびにビクビクしながらの生活だった。今回の地震の
取材もはやっぱりスムーズにはいかなかったようだ、経
験者も減って部員が入れ替わってることもあるが、地震

、 、はいつ起きるかわからず その都度事情が変わるのだが
それにうまく対応できる人はまれだ。災害は忘れたころ
にやってくるというが、その通りだ。

７月の西日本豪雨、これは昨年の九州を襲った大雨に
匹敵するものだ。私の在職中も大前は毎年のようにあっ
たが、スケールが違う。私の記憶のなかでも台風以外で
１００人を超える死者が出たのは記憶にない。雨の量や
浸水の程度も桁はずれだ。倉敷市の真備地区は過去にも

、 、被害を受けているが もう当時のことは誰も記憶になく
対応も初めての人のそれと変わらない。
私には１９７２年、南紀、熊野などを襲った集中豪雨

の記憶がある。夕方大阪を出発、白浜までは （当時JR
は国鉄）で行ったが、そこから先は運休。駅前で乗った
タクシーは「新宮まで」と言うと嫌な顔、でも拝み倒し

て乗せてもらう。大雨のなか、冠水した国道も何とか通
り抜けた。社の車で出た記者とカメラマンはどのあたり
にいるのか全く分からない。無線も届かないようだ。日
付が変わるころ、やっと新宮について現地の記者と合流
した。三重県の熊野市の被害が大きいという。熊野市の
中心部から北へ、山間部に入る。夜間の子で周りの様子
もよく分からない。雨は降り続いている。
引き返すことにした。泊まるところもないので、警察

署の前で車の中で仮眠した 翌朝雨は収まってきた 昨。 。「
夜のところに出かけよう 、車を走らせた。いくらも走」
らないうちに道路に大きな岩がゴロゴロ、その付近の家
屋にも土砂が流れ込んでいる 「昨日もう少し帰るのが。
遅くなっていたら・・・。街に帰れないか、土石流に飲
まれたか、唖然とした。

それでも今回の被災地の雨量や被害とは比較にならな
い。温暖化という言葉を聞いたのは 年くらい前だろ10
うか。その道の科学者によると「短い間には暖かくなる
時もあるが、地球の歴史から考えると地球は間違いなく
氷河期に向かっている」というのは正しいのだろうか。

火山の動きも気になる。この項を執筆している最中に
鹿児島県の口永良部の火山情報が急を告げている。この
ほかにも桜島、新燃岳、御岳山、阿蘇山など記憶にある
だけでもご本の指では足りない。特に火山と地震は予報
がまだ頼りない。かつて天気予報があてにならないもの
のだいめしであったように、早く信頼できるようになっ
てもらいたいと、痛切に思う。
心ある人々の努力によってよみがえった自然も多い。
、 。今年 私がうれしく記録した 枚の写真をご覧ください2

中務敦行の徒然の章
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地元の人たちの献身的な努力で、見事な花を咲かせた又兵衛ザクラ（奈良県宇陀市で）

中務敦行の徒然の章
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夜空を乱舞するホタル（ 三重県名張市で）2018.6

中務敦行の徒然の章
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狭山事件の現場周辺を歩く

―５５年前を覆い消す新興住宅地―

文・写真 編集長 井上脩身Lapiz

、 。今年５月１８日 新聞の全面を使って意見広告がだされた
「決めての証拠ねつ造が明らかに 、と大きな見出しが躍り、」
「東京高裁に鑑定人尋問を求めます」との要望が大きな活字
で書かれている。狭山事件の再審を求める意見広告だ。この
ページの左隅に「獄友」と書かれたパンフレット写真が載っ
ていて、その横に「映画『獄友』の自主上映を」の小さな見
出しがついている。獄友というのは狭山事件の犯人とされた
石川一雄さんら５人の冤罪被害者のことだ。私は６月初め、
横浜の映画館で『獄友』を見た 「無罪を勝ちとるまで死ねな。
い」とジョギングで体力をつける石川さんが印象的だった。
この２週間後、狭山事件の現場周辺を歩いた。

編集長が行く　狭山事件の現場周辺を歩く　編集長 井上脩身
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意見広告に思いのたけ
狭山事件の意見広告の概要は以下の通りである。
狭山事件は１９６３年５月１日に埼玉県狭山市で起き

た女子高校生殺人事件、と前置きし、身代金をとりに来
た犯人を取り逃がした警察は、被差別部落に見込み捜査
を集中、無実の石川一雄さん（当時２４歳）を別件逮捕
し、拷問的な取り調べでウソの自白をさせた、と権力犯
罪であることを指摘。一審・死刑、二審・無期懲役判決
を受けた石川さんは３１年７カ月の獄中生活の後、仮釈
放され、５５年たった今なお無実を訴え東京高裁に再審
を求めている、と報告している。

無実の根拠として①万年筆はニセモノ②筆跡は９９・
９％別人――の二つを挙げる。①については、有罪判決
では石川さん宅から発見された被害者のものとされる万
年筆が重要な証拠とされたが、成分分析の世界的な権威

、 、である下山進博士がこの万年筆のインキを分析 鑑定し
。 、被害者のものでないことを科学的に証明した 捜査官が

被害者のものでない偽物の万年筆を石川さん宅に置いて
証拠をねつ造したことが明らかになった、とした。②に
ついては、犯人が被害者宅に届けた脅迫状と、石川さん
が逮捕当日に書いた上申書の写真を添えて、裁判所は似
ても似つかないこれらの筆跡を「同一」とする科学警察
研究所の鑑定を「信用できる」として有罪の根拠にした
が、東海大学の福江潔也教授がコンピューターで筆跡の
比較鑑定を行った結果、真犯人と石川さんは「９９・９
％別人」だった、としている。

このうえに立って 「狭山事件では有罪判決以来、４、
４年間一度も証拠調べが行われていない 『石川犯人』。新聞に全面に掲載された狭山事件の再審を求める意見広告

編集長が行く　狭山事件の現場周辺を歩く　編集長 井上脩身
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ありきの恣意的な判断はこれ以上許されない。東京高裁
は、ただちに下山、福江両鑑定人を法廷に呼び、真実を
究明すべきだ」と訴えている。

この意見広告に異彩を放っているのは、石川さんが昨
年の大みそかに詠んだ短歌とともに、天を仰ぎ見る石川
さんの写真が添えられていることだ。

除夜の音に心に秘めて誓いたて
５５年の今時に懸け

この短歌の脇に「これが最後の闘いとの決意で臨んで
参りますので、皆さん方も最大限のご協力を下さいます
ようお願い申し上げます」という石川さんの支援を求め
る言葉が掲げられている。

意見広告の呼びかけ人として３０人の名が紙面の下段
に連ねられている。このなかの大口昭彦弁護士の名に私
の目が留まった。

大口弁護士は１９６６年１月、学費値上げ反対運動に
端を発した早稲田大学紛争で、全学共闘会議の議長とし
て学生運動をリードした経歴の持ち主だ。紛争は泥沼化
し、学生側はバリケードで封鎖してたてこもった。これ
に対し大学側は機動隊を導入させてピケ学生を強硬排除
して半年間つづいた紛争を終わらせた。大口氏は除籍処
分を受け、京都大の経済学部に入り直し、法学部に移っ
て司法試験に合格した。

私はピケ要員として学内で徹夜し、早朝機動隊に囲ま
れながらデモをした一人だ 「我々は最後まで闘うぞ」。
と拳を高く突きあげた大口議長の精悍な顔を頭に浮かべ
。 。た 彼はいま弁護士として石川さんを支援しているのだ

いささかの感慨をおぼえた。

請求中の第三次再審

事件発生からこれまでの裁判経過をまず押さえておこ
う。意見広告にある通り、事件が起きたのは１８６３年
５月１日。狭山市の高校１年生、中田善枝さんが行方不
明になり、同日、中田さん方に脅迫状が届く。３日午前
零時、脅迫状指定の場所に犯人が現れたが、張り込んだ
警察官がとり逃がす。同４日、善枝さんが死体となって
発見され、２３日、石川さんを別件で逮捕。２５日、善
枝さんが所持していた教科書、ノート類が発見され、６
月２１日、善枝さんのかばんを発見。同２６日、石川さ
ん宅の３回目の家宅捜索で警察は「善枝さんの万年筆を
発見した」とし、石川さんの単独犯行の方針に切り替え
る。７月２日、同市内で腕時計が発見され、捜査本部は
「善枝さんのもの」と発表。９日、埼玉地検は石川さん
を起訴した。

、 、 、同９月４日 一審初公判が開かれ ６４年３月１１日
浦和地裁は死刑を言い渡した。同９月１０日、東京高裁
で二審が始まり、８１回の公判のすえ、７４年１０月３
１日、無期懲役の判決。７７年８月９日、最高裁は上告
棄却し、これに対する弁護側の異議申し立ても却下して
判決は確定した。

編集長が行く　狭山事件の現場周辺を歩く　編集長 井上脩身
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石川さんは８月３０
日、第一次の再審を東
京高裁に請求。８０年
２月７日、同高裁は再
審請求を棄却。弁護側
の特別抗告に対し、最
高裁は８５年５月２８
日、特別抗告を棄却し
た。続く第二次再審請
求に対しても９９年７

月７日、同高裁は棄却を決定、２００５年、最高裁は高
裁決定を支持した。０６年５月２３日、第三次再審請求
が行われ、現在係属中だ。

この間、二審の裁判中の１９７３年１０月、石川さん
の無実を訴える映画「狭山の黒い雨 （脚本・土方鉄、」
制作・狭山差別事件映画制作実行委員会など）が上映さ
れた。７４年９月２６日には東京・日比谷公園で総評、
社会党などによる「９・２６狭山闘争完全勝利。石川青
年完全無罪判決要求中央総決起集会」が開かれ、末川博
氏らによるアピールが発表された。７６年５月には一審
判決の不当を訴える映画「造花の判決」が製作された。
石川さんは１９９４年１２月２１日、千葉刑務所から

仮出獄している。

私は新聞社の奈良支局にいた１９７６～７７年に被差
別部落の担当になった。上告審中の狭山事件は、警察・
司法担当だけの業務にとどまらず、差別問題の観点で私
もかかわることになった。

私の担務でいえば、７６年１月に大阪と奈良で実施さ
れた１万人の小・中学生の「狭山同盟休校」が５月２２
日には全国１５００校１０万人に広がるなど、部落解放
同盟などによる「狭山差別裁判糾弾」の動きは大きなう
ねりとなっていた。７７年１月、日高六郎、佐木隆三、
佐々木哲蔵、青木英五郎、野間宏の各氏らが呼びかけ人
となって「狭山事件の公正裁判を求める会」が発足し、
法律家だけでなく作家らも「部落差別による冤罪でない
か」と懐疑しはじめていた。

私は狭山裁判に関する書物を手当たり次第に読みだし
た。そのなかで、最も印象に残ったのは作家、野間宏の
『狭山裁判 （集英社、１９７７年１２月刊）だった。』
野間は同書の前がきに相当する「狭山裁判と私」のなか
で「 二審、東京高裁の寺尾正二裁判長による）この判（
決文を手にとる、普通の読者、またかなりの読書力をそ
なえた人にしろ、三分の一のところで投げだすならば、
石川一雄被告は犯人であると、この判決文によって信じ
込まされて、そして、そのまま終わることになるのであ
る。これを放置することは出来ないという考えが私のう
ちに動きはじめる」と、本にまとめる動機を書き「この
狭山裁判における部落差別の問題を、公判調書のなかに
さぐり、じつに多くの差別捜査、差別取調べが行われて
いるのを明らかにすることが出来た」と、この裁判の差
別性を強調している。

野間宏の著書『狭山裁判』㊤㊦

編集長が行く　狭山事件の現場周辺を歩く　編集長 井上脩身
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でっち上げの決定的証拠

『狭山裁判』は上
下各４００ページ
に及ぶ大著だ。細
かく紹介すること
はできない 「意。
見広告」で取り上
げた万年筆と筆跡
について、原審段
階の証拠を野間が
どのようにとらえ
たかをみてみた
い。

この裁判では腕
時計、かばん、万
年筆を石川さんの
犯行と裏付ける
「三大物証」とさ
れた。

まず腕時計。捜
査のための公開資料として書き込まれた時計の品触れの
側番号が、発見された時計のそれと異なっている点につ
いて、証人として出廷した警察官は「品触に書いてある
側番号はその時借りてきた類似の側番号で、誤って入れ
てしまった」と証言。ところが別の証人は、善枝さんの
時計の保証書を領置したことを認めており、誤って書き
いれたのでないことが判明。野間は「証拠物とされた時

計は善枝さんの時計でない」と看破した。そして「石川
被告の自白がいつわりの自白であることを示す」と断定
した。

次いでかばん。茶色の学生用革かばんは麦畑のそばの
溝の中から見つかったとされた。捜査資料ではかばんの
下に牛乳瓶、ハンカチ、白色三角巾があった。石川さん
の自白には牛乳瓶、ハンカチは出てこない。野間は「か
ばんもまた警察官によって埋められた」とみる。
最後に万年筆。石川さん宅の家宅捜索は５月２３日、

６月１８日、同２６日の３回行われ、この３回目で発見
されたことはすでにふれた。

１回目は午後４時４５分から７時過ぎまで１２人で行
。 、 、われた この時 天井裏から床下までくまなく調べられ

もちろん勝手場も捜索されたが万年筆は見つかっていな
い。６月１８日はさらに２人増やして２時間捜索。屋根
裏まで探したが、万年筆は発見されなかった。

問題の６月２６日の捜索。午後３時過ぎに３人だけで
万年筆や犯行時に使用したと思われるゴム長靴などの発
見を目的に行われ、３時半のちょっと前ころに勝手場の
出入り口の戸の鴨居の上から見つかった、という。公判
で捜索に当った警察官は「３人では探し終えないので家
の人に立ち会ってもらうことにした」と述べた。初めか
ら鴨居の上に万年筆があることを知っていたことを隠す
ため、家族を巻き込んだうえでの捜索だと思われた。も
うひとつの問題は１、２回目の場合、捜索の基本通り手
袋をはめて行われた。ところが３回目は手袋をはめてい
ない。野間は「万年筆に石川被告の指紋がついてないこ

証拠のでっち上げが疑われる時計の品触れ
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とを知っている
からだ」と判断
した。

万年筆につい
てはインクも問
題になった。善
枝さんのインク
瓶に入っている
インクも日記や
手帳に書き込ま
れた文字のイン

クもライトブルーだが、発見された万年筆のインクはブ
ルーブラックだった。こうした点を併せて、野間は「善
枝さんのものでない万年筆が巡査によって石川さん宅の
鴨居の上に持ちこまれたことを示している。インクの色
まで調べぬく細心の注意を怠ったため、醜悪な馬脚をあ
らわした」と皮肉を交えて証拠をでっちあげた捜査の非
道さを突いている。

一方の脅迫状。大学ノートに横書きで「子供の命がほ
知かたら五月２日の夜１２時に金二十万円女の人がモツ
てさのヤの門のところにいろ （一部棒線を引いて書き」
なおしている）と書かれている。公判では埼玉県警鑑識
課員が証言台に立った。鑑識課員は「筆跡鑑定に１０日
間かけた」と証言。さらに科学警察研究所からの「上申
書の筆跡は脅迫状の筆跡と一致する」との中間回答を受
けて、県警は石川さん逮捕に踏み切った。
野間は石川さんのことを知る人から以下の話を聞いて

いる。

「石川さんが逮捕されて４、５日後、石川さん方を訪ね
ると、一片の紙を渡された。何が書いてあるのか、全く
読めなかった。家の人にいわれて、石川さんが洗濯もの
を警察にとりにきてほしいという意味のことだとわかっ
た」
野間さんはこの聞きとりから「石川被告の書く字は字

といえるようなものでなく、家人にだけ判読できる暗号
に近いもの。脅迫状を書くことなど不可能であることを
明らかにしている」と結論づけた。

農道脇の不思議な穴

野間が 狭山裁判 のなかで示した冤罪の根拠を 意『 』 、「
見広告」の記述と重ね合わせると、原二審裁段から何ら
司法はその指摘に真摯に耳を傾けず、４０年以上もの時
間を費やしてなお再審請求にも応えず、たな上げにしよ
うとしていることがわかる。
私は３０年近く前、狭山事件の現場を歩いたことがあ

る。石川さん宅をはじめ、石川さんが善枝さんを強姦し
て殺したとされる林や、死体発見現場などを尋ねまわっ
た。当時、大阪の新聞社にいた私は、東京への出張の合
間を利用したに過ぎないので 十分な時間がとれず こ、 、「
こがまさにその現場である」と断定できるには至らなか

。 、 、った だが 事件現場一帯は茶畑が延々と広がっていて
普段は静かな農村の住民にとって目も耳もふさぎたくな
るような凶悪事件であることを肌で感じ取ることができ
た。
３０年前のイメージを脳裏に浮かばせて６月半ばの梅

遺体が発見された穴を彷彿とさせる農道脇の穴
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雨の晴れ間に
狭山を再訪し
た。

西武鉄道の狭
山市駅で降り
たときから、
景色は以前と
すっかり変わ
っていた。以
前はどのよう
な駅舎であっ
たかはさだか

でないが、駅ビルがある現代風の駅ではなかったように
思う。私は事件発生当時に作られた地図を手にして駅前
のロータリーの脇を歩きだした。
この地図には死体発見場所、かばんなどの発見現場、

犯人が脅迫状のなかで身代金受け渡し場所としていした
佐野屋、善枝さん宅、石川さんが善枝さんと最初に出会
ったとされるガードなどが記載されている。私は石川さ
ん宅や腕時計発見現場も書きいれ、これらの一つひとつ
をチェックしていくつもりだった。

３０年前同様、狭山市駅からそう遠くない石川さん宅
を探すことから始めた。だが、歩きだしてすぐに断念せ
ざるを得なくなった。前に歩いたときは事件当時の家が
残っていて、石川さんの家と確認できなかったにせよ、
石川さん宅を彷彿とさせる古い家は少なくなかった。と
ころが今回、古い家は全く姿を消している。事件当時の
石川さん宅に向かう道を進もうにも、どの道も様変わり

している。というより、どの家も新築の建売住宅がずら
っと軒を接していて、同じような道にしか見えない。そ
れでも探してみる。迷路に入り込んだようだ。元石川さ
ん宅は見当たらない。

私は狭山市駅に戻って策を練り直すことにした。電車
の線路は昔と変わらない。ガードの位置も変わっていな
いだろう。線路沿いにガードを探した。おおむね予想し
たところにガードがあった。が、どうもおかしい。古い
写真をみるとガードの下はせいぜい幅３、４メートルの
道だ。ところがこのガードの下は２車線道路。周辺をた
ずねた。幸い、そう道が広くないガードがあった。かつ
ての写真とは少し違っているが、ガードが修理されたの
かもしれない。

ここから真っすぐ伸びる道を行けばかばんの発見現場
。 。に行けるはずだ だがやはり道は途中で折れ曲っている

真新しい高齢者介護施設がある。この辺りのはずだが、
と首をかしげるしかない。この辺りの住宅街に入りと、
道がくねくねと曲がり、あちこちで行き止まりになる。
磁石を手にしていたが、自分がいまどこにいるのかすら
分からなくなった。

いくつかの住宅街をさ迷っているうち、公園として整
備された林に入り込んだ。整備といっても５、６個のベ
ンチが置かれているだけだが、太い木に見覚えがあるよ
うに思った。起訴状によると、石川さんは善枝さんを雑
木林に連れ込み、立ち木を背負わせてタオルで後ろ手に
縛って腕時計を奪った。この後、タオルをほどいて善枝
さんを仰向けに投げ倒し、のどを押さえつけながら強姦

事件当時は一面に畑地。現在はわずかに残るだけ
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したうえ、窒息死させた、とする。弁護側は「高校生が
抵抗しなかったというのは不自然」などとして「明らか
に虚偽自白」と主張したが、一審判決は検察側の主張通
り認定した。

私は３０年前に来たとき、強姦殺害をするには木々が
まばら過ぎると感じた。事件当時、周りは田畑だった。
農作業する人から林の内部が見えたはずだ。この辺りの
地理をよく知っていた石川さんが犯人なら、わざわざこ
のような危険な場所を選ぶはずはない、と思った。
この公園は住宅街に囲まれていて、年老いた夫婦が横

切っていった。いまは緑の多い憩いの場なのだ。

仮にこの公園が犯行現場ならば死体発見現場はそう遠
。 、 、くないはずだ 公園から新興住宅地を通り抜けると 幅

長さがそれぞれ２００㍍にわたって畑が残っていた。そ
の中央を農道が貫いている。農道の脇の空き地に縦長の
穴があるのに気づいた。長さ約７メートルにわたって斜

、 、めに掘り込まれていて 深いところは深さ約１メートル
長さ２メートル。幅は約７０センチ。まるで死体が埋め
られた跡のようだ。

もちろん実際に発見された現場がそのまま保存されて
いるはずがない。ではだれがなんの目的でこの穴を掘っ

。 、たのだろうか 尋ねてみようとしばらくその場にいたが
だれも通らなかった。

こういった次第で炎暑のなか、４時間余り歩きまわっ
たが、事件の痕跡を見つけ出すことができなかった。新
興住宅街という開発の波にのまれた狭山事件の現場一
帯。それは経済成長という蓋で覆い隠してしまった、と
いうのが、私が受けた印象だ。

帰りの電車のドアの上のモニター画面で袴田事件の再
審開始決定取り消しのニュースが流れていた。画面に袴
田巌さんが映っている。私は映画『獄友』の一場面を思
い出していた。

石川さんは林の立ち木のところで被害者を殺害したとされた
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冤罪４事件の獄友

『獄友』は金聖雄監
督が製作した今年公
開のドキュメンタリ
ー映画 石川さん 獄。 （
中３１年７カ月 、袴）
田さん（同４８年 、）
足利事件の菅家利和
さん（同１７年６カ
月 、布川事件の桜井）
昌司さん、杉山卓男
さん（いずれも同２
９年）の５人の「獄
友」の出獄後を描い

た作品だ。

狭山事件は本稿で述
べてきた通りだ。袴

、田事件は１９６６年
静岡市清水区のみそ
製造会社の専務宅か
ら出火、焼け跡から
専務と妻、次女、長
男の４人が他殺体で
見つかった事件。元
プロボクサーで住み
込み従業員の袴田さ
んが逮捕、起訴され

た。袴田さんは無罪を主張したが８０年に最高裁で死刑
が確定。第一次再審請求については２００８年、最高裁
で再審不開始が確定。第二次再審で１４年、静岡地裁が
再審開始を決定するとともに袴田さんの拘置を取り消し
た。だが東京高裁は６月１１日、地裁決定を取り消して

。 、再審請求を棄却 拘置執行停止は取り消さなかったので
袴田さんは石川さん同様、無罪にはなっていないが行動
の自由は保たれている。

足利事件は１９９０年、栃木県足利市の渡良瀬川の河
川敷で４歳の女児が死体で見つかった事件。１年半以上
がたった９１年１２月、菅家さんが逮捕、起訴され、２
０００年、無期懲役刑が確定。０２年から再審請求審が
始まり、０９年、女児の下着と菅家さんのＤＮＡ不一致
との鑑定結果を受けて、東京高検が「無罪を言い渡すべ
き明らかな証拠が新たに見つかった」と異例の無罪主張
をし、菅家さんを釈放。１０年２月、再審で無罪が確定
した。
布川事件は１９６７年、茨城県利根町で独り暮らしの

大工の男性が殺された事件。桜井さんと杉山さんが強盗
殺人容疑で逮捕され、７８年に無期懲役が確定。９６年
に釈放された後の２００１年に行った再審請求で「うそ
の自白をさせられた」との主張が認められ、０５年、再
審開始が決定。１１年５月、無罪が確定した。

５人はいずれも千葉刑務所に収監された。その時期が
共通しているわけでなく、時期が同じでも棟が違ってい

、 。たりで 収監されている時に顔見知りだったわけでない
しかし、冤罪を闘っていることを知り、仲間意識を共有
していたという。

狭山事件・石川さん

袴田事件の袴田巌さん
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、私は狭山事件のほか
袴田事件、足利事件

。の現場を訪ねている
布川事件の桜井さん
は、同事件を扱った
ドキュメンタリー映
画『ジョージとタカ
オ』が１１年６月に
神戸の映画館で上映
された際、劇場に駆
け付けて講演した。
私はこの講演を聴い
ていて 「裁判官は真、
実の声を聞こうとし
なかった」と早口に
語った桜井さんのざ
っくばらんな人柄を
好ましく感じた。
私は『獄友』を見な
がら、５人の共通項
は単に刑務所が一緒

、だったにとどまらず
共通の冤罪の構図に
あったことに思いを
めぐらしていた。

その第１は証拠のでっち上げだ。

狭山事件では被害者の腕時計とされるものが、過去２
、 、回の家宅捜索で見つからなかったにもかかわらず 突然

石川さん宅の鴨居から現れた。これが捜査当局による虚
偽証拠であることを野間が指摘したことはすでにふれ
た。袴田事件では、袴田さんが「パジャマ姿で犯行に及
んだ」と自白したにもかかわらす、起訴から１年もたっ
てから、みそタンクから血がべっとりついた作業ズボン
など５点の着衣が見つかった。パジャマには血痕がごく
わずかしかついておらず、これでは証拠力が弱いとみて
証拠を偽造した疑いが濃厚だった。足利事件では、幼児
の下着についていた精子と菅家さんのＤＮＡが一致した
ことが動かぬ証拠とされ 「科学捜査の勝利」といわれ、
た。ところが新たな鑑定で一致していないことが判明し
た。なぜ高検が異例の謝罪をしたのだろう。最初の「Ｄ
ＮＡ一致」鑑定が虚偽であることが判明したからではな
いか、と私は疑っている。
布川事件はこうした物的証拠でなく桜井さん、杉山さ

んの虚偽自白が有力証拠になった。悲しいかな、石川さ
ん、袴田さん、菅家さんも身に覚えのない自白をさせら
れている。自白に頼る捜査が冤罪の温床であるのはいう
までもない。

もうひとつ重要なのは、いずれもある差別感に基づく
見込み捜査が行われたことだ。石川さんは被差別部落、
袴田さんは住み込みの元ボクサー、菅家さんはわいせつ
ビデオに夢中になる変質者、桜井さんは高校中退後定職
につかなかった者、杉山さんは高校を退学させられ保護
観察処分を受けた者――として 「あいつなら犯罪をし、
かねない」と捜査員が根拠のない予断と偏見を抱いてい
たのでは、と指摘されている 「狭山差別裁判」と呼ば。

足利事件の菅家利和さん

布川事件の桜井昌司さん
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れたが、袴田、足利、
布川事件も差別裁判と
いえた。
野間は『狭山裁判』の
なかで「狭山事件のな
かでいかに部落差別に
よって捜査が行われ、
検察がすすめられ、人
権が無視され、さらに
また裁判が、大きく歪
められることになった
かを明らかにすること
ができた」という。だ

が、狭山事件はまだ無罪という最終ゴールに到達してい
ない。石川さんは八十路の坂にさしかかる年になった。
司法に正義があるなら、石川さんが元気である間に、晴
れて無罪が言い渡されねばならない。

布川事件の杉山卓男さん
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文、写真 井上脩身

～利根川と江戸川の分岐点～
江戸への物流でにぎわう

宿場町　関宿（せきやど） 井上脩身
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（千葉県立関宿城博物館展示パネルより）江戸川（手前）と利根川（奥）が描かれた絵図

利根川と江戸川の分岐点に関宿
（せきやど）という所がある。民俗

、 「（ ）学者 柳田國男の著書に 川船が
関宿まで上がってから、今度は江戸
川へ入ってそれを下り――」との記
述があり、関宿の地名を知った。調
べてみると、江戸時代、ここに日光
東往還の関宿宿がおかれていたこと
がわかった。関宿藩の領地になって
いて、関宿城があったという。現在
は城跡がなく、天守閣形の博物館が
建っている。日光に参詣に向かう旅
人たちは城を見上げながら、川の渡
し舟に乗り込んだにちがいない。銚
子に向かう利根の流れと江戸に行く
江戸川の流れを目にした旅人たち。
その胸中に去来するものはなんだろ
う 「二つに川が分かれるところを。
見たい 。６月下旬、ほとんど衝動」
的に関宿に向かった。

宿場町　関宿（せきやど） 井上脩身

43



とんがり出る下総

『 』柳田國男の 故郷七十年
（神戸新聞総合出版センタ
ー）によると、柳田が１３
歳の１８８７（明治２０）
年秋、兵庫県の郷里から利
根川畔の布川（茨城県利根
町）の兄の元で３年間過ご
した後、対岸の布佐（千葉
県我孫子市）に移った。毎
日、否応なく目にする利根
川について次のように書い
ている。

私が布川や布佐にいる間
に、利根川の川筋はどんど
ん変わってきた。白帆をか
けた川船が減って、川蒸気
がずんずん通るようになっ
てきた。川船は昔は米運び
をして関宿まで上がったも

。 、のだ ずいぶんえらい話で
銚子からだと二十五里はあ

るだろう。関宿まで上がってから、今度は江戸川へ入っ
、 、てそれを下り 市川の近くまで来てそれで横掘りに入り

隅田川につながるというわけだ。

ところが川蒸気が出来たので、上へ行ってから下へ戻

って来るのが馬鹿げているものだから、利根川と江戸川
との近よった三角の狭い所に切通しを作って、往復でき

、 。るようにしたが 十分に利用できるまでにならなかった
この短い文章のなかに、関宿の地理的歴史的位置が過

不足なく表されている。前半は関宿が繁栄した理由、後
半は衰退に至った理由だ。ということを私が理解するの
は千葉県立関宿城博物館を訪ね、さまざまな展示パネル
に目を通してからのことだ。この博物館が冒頭に述べた
「天守閣形の博物館」であることはいうまでもない。
関宿に向かったのは梅雨の晴れ間の３０度を超える暑

。 、い日だった ＪＲ大宮駅で東武野田線の電車に乗り換え
３０分余りで川間駅に着いた。川間駅は文字通り江戸川
と利根川の間の駅だ。ここからバスで博物館へ。千葉県
野田市内というのに、バスは２時間に１本しかない。
途中 「宝珠花橋」というバス停があった 『故郷七十、 。

年』にでてきた記憶があり、後で同書のページを繰って
みると 「宝珠花ではお八重がかさだ お八重買う奴、
みなかさだ」という言葉を船頭が口にしていたことを紹
介したうえで 「固有名詞が二つもあるので、子供心に、
面白く思ってきいた。下総が利根川流域にとんがり出し
ている辺りである。茶屋女が沢山いた所で、船頭たちが
下流に来てから、そのことを思い出して歌ったものであ
ろう」と、川船のにぎわいぶりを書いている。

バスは国道１６号を北に向かって走っている。この道
はかつて日光東往還だった。
日光東往還は日光東照宮参詣のためにつくられた日光

。 、街道の脇街道 水戸街道の小金宿―我孫子宿間の追分と
日光街道の石橋宿―雀宮宿間の追分を結んでいる。水戸
街道川側の山崎宿から日光街道側の多功宿まで１０の宿

関宿宿の名残をかすかにとどめる

宿場町　関宿（せきやど） 井上脩身

44



場があり、
関宿宿は水
戸街道側か
ら数えて三
つめ。宝珠
花橋は二つ
目の中里宿
と関宿宿の

。中間にある
地図で確か
めると、宝
珠花から関

、宿にかけて
千葉県が茨

城県と埼玉県の境界にとんがり帽子の先端のように突き
出た形だ。柳田がいう「下総が利根川流域にとんがり出
している」とはこのことを指すのだろう。
今は鉄筋コンクリートの堅固な橋ができた宝珠花には

江戸のころは橋がなく、渡し船に頼っていたのだろう。
川畔のお茶屋で働く女性たちは船頭のあこがれの的だっ
たにちがいない。

こんなことに思いをめぐらしていると博物館に着い
た。バス停には「千葉県最北端のバス停」と書かれてい
る。少し高台になっていて、関宿一帯を見わたすことが
できた。一面に田畑が広がっている。残念なことに宿場
の面影は全くなかった。どこまで想像力で補えるのか。
いささか不安な面持ちで博物館に入った。

利根川の東遷

博物館の展示の最初は「利根川東遷」の解説だった。
ひとことで言えば、利根川を約５０年かけて東に移動さ
せ、現在の銚子で太平洋に注ぐ大河にした、ということ
だ。
元々利根川はずっと西を流れ、東京湾に注いでいた。

江戸の町を築くうえで、この川の洪水がネックになって
おり、家康にとってその対策が最大の課題だった。そこ
で利根川の流れを変えるという構想が浮かび上がった。
展示パネルによると、１５９４（文禄３）年、関宿の

上流で古利根川に注ぐ会の川を締め切ることから改修工
事は始まった。元和元（１６１５）年から寛永年間前半
（１６２０～３０年代）にかけて、上流で渡良瀬川に合
流させる新川通を開き、常陸川に流れる赤堀川を開削、
鬼怒川の付け替えを行った。寛永年間の後半（１６４０
年代）には関東郡代、伊奈忠治の家光への進言によって
江戸川をつくることになり、忠治の家臣、小島庄右衛門

。 （ ） 、が指揮してこの大事業を進めた 承応３ １６５４ 年
、 、赤堀川の通水が成功 利根川の流れが常陸川筋に変わり

利根川東遷工事は完成した。
この事業によって利根川の本流は関宿で江戸川と分れ

ることになった。豪雨になるとあふれた水は江戸川に大
量に入り込み、江戸の町が洪水の被害を受けるおそれが
でる。そこで文政年間（１８１８～３０年 、江戸川の）
最先端部に「棒出し」と呼ばれる両岸から突き出す形の
堤防が設けられた。江戸川への水量を制限するためのも
ので、江戸の町の洪水の危険性が減った。

歌川広重「諸国景勝下総利根川之図」

宿場町　関宿（せきやど） 井上脩身
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これらの事
業の結果、
洪水問題が
おおむね解
決しただけ
でなく、川

、船を使って
銚子から利
根川をさか
のぼり、関
宿を経て江
戸川をくだ
って江戸に
至る物資の
輸送ルート
ができあが
った。

この輸送に使われた川船は「高瀬船」と呼ばれるもの
で、博物館には実物大の模型が展示されている。全長約
３０メートル、１３００俵の米俵を積めたという。最初
はむしろを帆にしていたが、江戸後期には白い木綿帆が

。 （ ）普及した 初代歌川広重の天保後期 １８４０年代後半
の作品 「諸国景勝下総利根川之図」には、真っ白な帆、
をかけた数隻の高瀬船が描かれている この図には 江。 、「
戸川を描いたもの」との説があり、柳田の思い出と重ね
合わせると、明治時代初期まで高瀬船が利根川、江戸川
を行き来していたようだ。
こうして関宿は交通の要衝となった。当然のことなが

ら幕府がこの地を重視し、関宿藩に支配させた。初代藩

主は家康の異父弟の松平康元。利根川と江戸川を天然の
堀にして築かれた城は、本丸、二の丸、三の丸、発端曲
輪、天初曲輪を設け、本丸の隅には「御三階櫓」という
天守閣を構えていた。
時代が落ち着くと、この藩の大きな役目は関所の管理

になった。関宿関所は江戸川の畔に置かれ、主に川船の
荷物検査を行った。

野田に生まれた醤油業

船による輸送ができるようになれば交易が盛んにな
り、産業が発展する。利根川筋でまず生まれたのは醤油
業だ。
従来醤油は関西からの下りものとして江戸に運ばれて

いた。しかし、江戸時代後期には、醤油の原料となる大
豆が関東北部の利根川の支流から、小麦が関東南部から
江戸川をさかのぼって野田に運ばれ、野田に醤油業がお
こった。やがて龍野や湯浅などの関西の醤油に対抗して
江戸の問屋との取り引きを有利にするために株仲間が結

、 （ ） 「 」成され １８２４ 文政７ 年には 関東八組醤油仲間
が組織された。
江戸川に面している流山（千葉県流山市）を中心に味

噌醸造が盛んになった。米は周辺から調達でき、肥料の
豆粕が野田付近から入り、干鰯が利根川をさかのぼって
輸送されたのだ。

（ ） 。関宿の北の猿島 茨城県猿島郡 では製茶が行われた
関宿藩の領内特産物になり、倉持家、野村家、中山家な
どの茶の豪商が生まれた。利根川から江戸川を下って江
戸に運ばれ 「猿島茶」と人気を集め、幕末には海外に、

高瀬船の模型
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輸出された。
もうひとつ見落としてはならないのが織り物業。真岡

（栃木県真岡市）の南では木綿が生産され、鬼怒川から
利根川、江戸川を経て江戸に運搬。その肌触りのよさか
ら 「真岡晒」と呼ばれた。、

これらの製品やその原料は利根川と江戸川の分岐点で
ある関宿を通る。モノが動けば人も動く。関宿宿が大い
ににぎわうことになった。
日光東往還は関宿城下の東を通っていた。利根川の渡

しの近くに宿場があったと思われるが、その痕跡は見当
たらない。柳田が『故郷七十年』のなかで「利根川と江
戸川との近よった三角の狭い所に切通しを作って、往復
できるようにした」と記していることはすでにふれた。
その切通しは１８８８（明治２１）年、江戸川の深井新
田（野田市）と利根川の下三ケ尾村（千葉県柏市）の間

約１０キロを結ぶために開削が始められた運河をいう。
２年後に開通 「利根運河」と名づけられた。ちょうど、
柳田が布川や布佐にいたころのことだ。

柳田は先の文章につづいて「利根川も江戸川も、両方
とも外輪船がその運河の近くまで来て停ってしまう。お
客は土手の上を一里あまり歩いて連絡し、向う側に待っ
ている川蒸気にのるというわけであった。そうこうして
いるうちに汽車が出来て問題はなくなったが、この利根
川の川蒸気というのはおかしなものであった」と書いて
いる。

川蒸気がどうおかしなものだったかの記述がないのが
物足りないが、いずれにせよ、この運河の開通が関宿の
経済に大打撃を与えたことは想像に難くない。運河完成
後１３０年近くがたった今、宿場は田園地帯に姿を変え
てしまったのだ。利根川東遷前、言い換えるなら、江戸
時代の前に戻ったといえるだろう。

関宿宿から利根川渡った次の宿場は境宿だ。ここには
河岸があり、関宿宿同様ににぎわっていた。境宿の宿場

（ ） 。構成について１７８５ 天明５ 年の記録が残っている
それによると、河岸問屋３軒、浜方問屋４軒、雑穀問屋
７軒、その他問屋３軒、百姓３８軒、船持ち５９軒、馬
持ち２８軒、船乗り・荷積み業１５６軒、医師・職人な
ど２７軒、商人５５軒、茶屋・旅籠２１軒、渡し船船頭
９軒など合計４０９軒で、１８５１人が住んでいた。
境河岸の問屋、小松原家の屋敷図が博物館に展示され

ている。垣に囲まれた広大な敷地をもち、大きな土蔵を
構えている。境宿が利根川、江戸川の船輸送でいかに活

江戸川への流量を調節する棒出し（関宿城博物館展示パネルより）
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況を呈していたかが、この屋敷図からうかがえる。
境宿をそのまま関宿宿に当てはめるわけにはいかない

が、棒出し辺りには堂々とした町家があったと伝えられ
ており、境宿に近い街並みであったと思われる。

渡しをしのぶ屋形船

冒頭に書いたように、利根川と江戸川の交流地点を直
接目にすることが関宿行の目的でもあった。博物館の４
階、つまり天守閣造りの最上部は展望室になっている。

宿場町　関宿（せきやど） 井上脩身

48



ガラス窓越しに北側に利根川、西側に江戸川が流れてい
るのが見える。この双方が交差する辺りでは、手前の木
々が邪魔して水面が見えない。合流点まで行ってみるこ
とにした。
歩いてみてわかった。交流点一帯は長さ約１キロ、幅

約２００メートルにわたって鬱蒼とアシが生い茂ってい
る。その高さは２・５メートルにも達し、それぞれの茎
と茎の間は２０センチ程度しかない。分け入れる所はな
いかと１時間以上も探し回ったが、合流点にたどり着け
なかった。
１カ所だけ、利根川岸まで行ける遊歩道があった。向

う岸に長さ１０メートルほどの屋形船が係留されてい
る 「さかい丸」とかかれていた。私がいるこちらの岸。
には木製の柵があり、どうやら両岸を行き来する渡し船
と思われた。おそらく境宿と関宿宿をつなぐ日光東往還
の渡しを模したものだろう。柵にはロープがかかってい
るので、通常は使用しておらず、何らかのイベントの際
に運航させるのだと思われた。
川幅は目分量では３００メートルくらいだ。旅人が渡

し船に揺られている前後を、白い帆をかけた高瀬船が次
々に横切って行っただろう。高瀬船の積み荷は米、茶、
織物や干鰯などの肥料類。日光に参詣に向かう江戸っ子
なら、自分が来ている真岡晒や普段喫している猿島茶が
積み荷になってのを真近にし、いささかの感慨を覚えた
かもしれない。
利根川の対岸をトラックが走っている。対岸に出れば

合流点が見えるのかもしれない。歩けば往復３時間以上
かかりそうだ。熱中症になることを恐れて断念した。博
物館の売店で真っ赤なトマトを売っていた。２個を買っ
て、帰りのバスを待つ間、かぶりついた。甘味と酸っぱ
さが混ざった昔ながらのトマトの味がした。旅人たちも
トマトで疲れを癒やしたのかもしれない、と思った。

利関宿城博物館から望む根川、江戸川分岐点
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文・写真 井上脩身

今年３月、東京の中学校で行われた性教育授業に対し、自民党の都議が「不適切」と都議会で発言
したことが 「教育への不当介入」との批判を受けた。この報道に私は「山宣」を思いだした。労農党、
衆議院議員、山本宣治である。治安維持法の改変阻止運動をしていた１９２９（昭和４）年、右翼の
暴漢に暗殺された。その山宣の不屈の生涯を描いた映画『武器なき斗い』を６１年冬、高校１年生だ
った私は大阪の映画館で見た。山宣が農家の主婦たちに避妊方法の説明したところ、主婦たちが恥ず
かしがる場面を鮮明に覚えている。山宣は政治家になる前、生物学者として貧しいひとたちに性につ
いての啓発運動を進めていたのだ。最近になって、この映画の原作が作家、西口克己氏の『山宣』で
あることを知った。２００９年に新日本出版社から復刻出版されており、取り寄せて読んだ。山宣が
非業の死を遂げて今年９０年目になる。自由な言論を封じて反政府運動を弾圧、侵略戦争へと進みつ
つあった昭和初期。読み進めると、その危険な道を今再び歩もうとしているように思え、戦慄をおぼ

。えた。今こそ山宣のような闘い抜く政治家が求められる
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治安維持法の改変に反対

山宣（山本宣治、１
８８９～１９２９）の
３９年の短い生涯をま
ず押さえておきたい。

京都・新京極でワン
プライスショップ（ア
クセサリー店）を営む
クリスチャンの一人息
子として生まれ、神戸
中学に入学したが、体
が弱く中退。両親が宣
治の養育も兼ねて宇治
川畔に建てた別荘で、
花作りをしながら育っ
。 、た ０６年から１年間

大隈重信邸に住み込ん
で園芸修業をした後、

カナダのバンクーバーにわたり、５年間、皿洗い、サケ
獲り漁師など職業を転々。そのかたわら小学校、中学校
に通い、英語力をつけた。

１１年、父が病気のために帰国、１２年に同志社普通
部４年に入学。この間、ダーウィンの『種の起源 『進』
化論』などを読み、キリスト教の教えを単純に受け入れ
ることに疑問をもちだした。結婚して長男が誕生したが
第三高校に進み、さらに東大に進学。理学部動物学科で
「イモリの精子発達」を研究した。大学卒業後、京大の

大学院で染色体の研究を始めるとともに同志社大学の講
師として、人生生物学などを講義した。

２３年、京大理学部の講師になったが、子だくさんの
貧しい人がさらに貧しくなっていく実態を目にして産児
制限の必要性を痛感、農村や労働者の集まりなどで性教
育の講演をして回った。こうした活動によって山宣は貧
困が政治問題であることを認識、左翼系の運動家たちと

、 。知り合い やがて山宣自身がそのリーダーになっていく
２４年、京大を追放され、大山郁夫らがつくった「政治
研究会」の京都支部設立に参画。２６年、同志社大学を
辞めさせられた。

２６年３月、京都地方全国無産党期成同盟に加わった
のにつづいて５月、労働農民党（労農党）京滋支部に参
加。２７年５月、衆議院京都５区（亀岡市など）から労
農党公認で出馬した。この選挙は普通選挙が施行される
以前の投票人が制限された補欠選挙で、結果は落選。同
年１２月、労農党京都府連委員長に就任した。
２８年に実施された第１回普通選挙に京都２区（京都
） 。 。南部 から立候補 １万４４１２票を獲得して当選した

大山郁夫は落選し、労農党からの当選者は水谷長三郎と
２人。山宣は非合法だった共産党の推薦を得ており、水
谷とは立場を異にしていて、事実上１人だけの議会活動
となった。

当時、帝国議会では治安維持法改正案が上程されてい
た。２９年３月５日、山宣は衆議院で反対討論を行おう
としたが、与党政友会の動議によって強行採決され、討
論できないまま可決された。その夜、山宣は神田の旅館

山本宣治
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「 」で右翼団体 七生義団
に属する右翼に短刀で
刺殺された。

宣治の墓碑は宇治の
一角に建てられた。し
かし、墓ではなく記念
碑としてしか認められ
ず、碑文もセメントで
塗りつぶすよう命じら
れた。塗りつぶすたび

、に何者かにはがされる
ということをくり返し、４５年１２月、戦後最初の追悼
前夜祭でセメントが取り外された。

右翼による暗殺

西口氏の『山宣』は小説の形をとった評伝である。単
行本で３８０ページの長編だ。このクライマックスは衆
議院議員の山宣が治安維持法改変に反対し、討論に持ち
込もうと知恵をめぐらし、その夜、右翼に殺される悲惨
な場面である。山本氏の筆致をたどりながら、１９２９
年という時代を考えたい。
その前年の１９２８（昭和３）年の出来事を『昭和史

全記録 （毎日新聞社）でみる。日本共産党「赤旗」創』
刊宣言（２月１日 、初の普通選挙（２月２０日投票 、） ）

（ ）、三・一五事件＝共産党員千余人一斉検挙 ３月１５日
労農党解散命令（４月１０日 、満州某重大事件＝張作）
霖爆死事件（５月１８日 、治安維持法改正案が枢密院）

（ ）、 （ ）、本会議で可決 ６月２９日 特高充実強化 ７月１日

御大典＝昭和天皇即位式（１１月１０日 、新労農党結）
社禁止（１２月２２日）――などがある。
「赤旗」創刊宣言は「全勤労民衆のあらゆる革命的闘争
を指導し組織する任務を最も忠実に最も勇敢に遂行」と
いうものだ。すでに決まっている普通選挙を実施する一
方で、秋に予定される御大典を成功させたい田中義一内
閣は、左翼政党と労働者、農民の反政府運動を徹底的に
弾圧しなければならない、と強硬姿勢をとったことが浮
かび上がる。同時に「満州某重大事件」という謀略事件

、 。をつくり 中国侵略の第一歩を踏み出したのもこの年だ
天皇中心国家―左翼弾圧―中国侵略。この３点がワンセ
ットだったことが読みとれる。こうしたなかで行われた

、 。普通選挙は 民主政治にみせかける飴玉にすぎなかった
とはいえ、山宣はその飴をあえてなめてでも、権力に

対し孤軍奮闘するしかなかった。

権力が反政府運動を封殺するための法的武器は治安維
持法である。１９２５（大正１４）年、同法で「国体ヲ
変革シ又ハ私有財産制度ヲ否認スルコトヲ目的トシテ結
社ヲ組織シ又ハ情ヲ知リテ之ニ加入シタル者ハ十年以下
ノ懲役又ハ禁固ニ処ス」と規定。要するに天皇制と資本
主義体制に反する運動は認めない、というのだ。田中内
閣は「１０年以下」ではまだ甘いとみた 「死刑又ハ無。
期若ハ五年以上」と法定刑を引き上げ、政権に刃向かう
者には死刑にして葬り去ろうという強圧策を打ち出し
た。
『山宣』によると、山宣は「本議会において近く治安維
持法が改正上程される。これこそは日本における労農大
衆の運動を根こそぎ無力にしようとする白色テラーの合

」 、 、法化だ と 議会内での改変阻止に向けての強い決意を

山本宣治の墓
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労働農民新聞を通じて公表した。

西口氏は「宣治の
このアピールは決し
て筆先だけのもので
なかった」という。
２月８日に行った
《拷問・不法監禁に
対する質問 こそ 彼》 「
の代議士としての役
割と、政府の醜態き
わまる偽善ぶりと
を、まさに文学的と
もいえるほどの見事
さで浮彫にした歴史
的質問だった」と西
口氏は記す。

その質問は三・一
五事件で検挙された

共産党員に対する拷問を取り上げたもので、函館警察署
での取り調べについて 「コンクリート建ての洗面所か、
浴室のような所に、冬の寒風に真裸で四つ這いさせられ
て （刑事が）竹刀で殴って這い廻らせ 《もう》と牛の、 、
鳴き声をいわせ、床を舐めさせた」などと、非人道的な
扱いを具体的に示して、政府を追及した。これに対し、
政府委員は「日本の警察行政の範囲内において、断じて
ない」と木で鼻をくくったような答弁を繰り返したした
だけだった。
右翼団体の男に旅館で襲われて山宣が最期を迎えたと

きの西口の筆は真に迫っている。最初は首を切られ、血

まみれのままもつれあう。階段から逃げようとする男の
袂を山宣はつかんでいたが、その縫い目が裂けた瞬間、
男は心臓の真ん中を突き刺した。以下は『山宣』より。
のけぞりざま、宣治は、それでもなお相手の袂を放さ

なかった。不屈だった。人間わざではなかった。縕袍の
血糊を壁になすりつけながら、ダダ、ダ、と男に喰いつ
いたまま一気に階段を下りた宣治は、玄関の漆喰土間の
中央で、最後にすくっと仁王立ちになった。そのとき、
もはや彼の全身の血管には、流すべき一滴の血も残って

。 、 、いなかった 彼は 自分の流した血の海に足をすべらせ
斜めに軀を投出すようにして倒れたのであった。
その前歯は、いかにも無念そうに板の間を噛み、その

右手は、男の残して行った袂を、強く握りしめていたの
だった。……

保守政治家の教育介入

映画『武器なき斗い』を見たのは６１年１月だった。
６０年１０月１２日、東京・日比谷公会堂で開かれた三
党首大演説会で演壇に立った浅沼稲次郎社会党委員長
が、右翼団体「大日本愛国党」の元党員の少年に刺殺さ
れた。映画はその直後に公開され、話題を呼んでいた。
山本薩夫監督作品で、山宣は下元勉、妻千代は渡辺美佐
子が扮した。ほかに宇野重吉、山本学、河原崎長十郎ら
が出演した。

私は高校に入学して２カ月後の６０年６月、大阪・御
堂筋での安保反対デモにともに参加した同級生に誘われ
て映画館にいったのだった。

『山宣』の表紙
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冒頭に述べたように、主婦らに性教育を施す場面以外
にほとんど内容を記憶していない。映画を見たことすら
忘れていた。私の記憶の奥底にかすかに残っていた断片
が、都議の性教育批判の報道からふっと脳裏に浮かんで
きたのだ。

４月５日付東京新聞の電子版によると、東京・足立区
の中学校で「自らの性行動を考える」という人権教育の
一環として授業が行われ、教育関係者や保護者にも公開
された。この授業では、若年層の望まない妊娠が貧困に
つながるなどの社会問題化していることを踏まえて 産、「
み育てられる状況になるまで性交を避けるのがベスト」
と、現在の中学生に必要な知識を教えたという。

この授業に対し、自民党の古賀俊昭都議が３月１６日
の都議会文教委員会で「発達段階を無視した不適切な性
教育ではないか」と追及。都教委は「性交の言葉は保健
体育の学習指導要領に示しておらず、高校で扱う内容」
との認識を示した。これに対し、性教育を実践する教職

「“ ” 」員や大学教授らでつくる 人間と性 教育研究協議会
は「教育への不当介入」と判断。代表幹事の一人は「中
学生に性や避妊の知識を教えるのは国際標準」と話して
いる。

子だくさんな貧乏人が子を産み、さらに貧困になると
いう現実を前にして、山宣が避妊の必要性を感じていた
ことはすでにふれた。山宣と同じことを、足立区の中学
校の先生がやろうとしたのだ。山宣の時代は大人の問題
だった。現在はそれが中学生の問題になってきたのだ。

性の低年齢化はいま驚くべきスピードで進んでいる。深
刻ではあるが、性の低年齢化問題は本稿のテーマではな
い。保守党の政治家の体質が山宣の時代となんら変わっ
ていないことをここでは指摘しておきたい。
教育介入といえば、前川喜平・前文部科学省事務次官

が今年２月、名古屋市の中学校の総合学習の時間に講演
したことに対し、赤沼誠章・自民党参院議員が「国家公
務員違反者が教壇に立てるのか」と同省に問い合わせ、
同省が名古屋市教委に授業内容を報告するよう求めた。
地元紙が報じたことで明らかになり、名古屋市の河村た
かし市長は「思想統制につながる」と不快感を示した。

この二つの学校教育への介入をみれば 「政府のいう、
通りの教育以外は一切まかりならん」との保守政治家の
国家主義的な姿勢が教育界を覆いつつあるのではない
か、と危惧しないわけにはいかない。

これは教育の世界だけの問題だろうか。安倍政権は２
０１４年７月、憲法９条の解釈を、閣議決定で集団的自
衛権行使が出来ると変更し 地球の裏側へも自衛隊が ア、 「
メリカとの集団的自衛の行使」と称して出動できるよう
にした。また１７年には共謀罪の要件を改めてテロ等準
備罪を創設、一般市民でも犯罪者とされる恐れがある時
代となった。

このようにみると、教育統制は人権制限、軍備拡大の
一環であるといえるだろう。今、山宣が生きた恐怖の時
代への入り口に立っているといっても過言でない。山宣
、 「 、は 治安維持法の改変について この法律を通すことは

民衆を弾圧し、民衆を盲目にし、その盲目にされた民衆
を駆り立てて、支配者のための戦争への道をひらくこと
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である。しかもその戦争は、まさにその性質ゆえに、日
本の民衆に測りしれぬ犠牲と惨憺たる不幸をもたらす敗
戦におわるであろう」と予見したという（ 山宣 。『 』）
実際、この通りになった。二度と同じ誤りを繰り返し

てはならない。戦争が終わったとき、ほとんどの日本人
はそう思ったはずだ。

山宣の言葉を現在風に翻訳するなら「集団的自衛権行
使容認や共謀罪改変は民衆を弾圧し、民衆を盲目にし、
戦争への道をひらく」ことである。それは「計り知れな
い犠牲と惨憺たる不幸をもたらす」結果になることは歴
史が教えている。山宣から学ぶべきことは決して少なく
ない。

びえんと　井上脩身

57



びえんと　井上脩身

58



文 井上脩身

原発事故とふるさと喪失

避難解除後も帰れない住みか

ふるさと、とは何だろうか。私（筆者）は昨年９月、千葉地裁で下された原発訴
訟判決で、初めて「ふるさと喪失」による精神的苦痛が認定されて以来、考え続け
ている。最近、河北新報・寺島英弥氏の著書『福島第１原発事故７年 避難指示解

、 』（ ） 。 、除後を生きる――古里なお遠く 心いまだ癒えず 明石書店 を読んだ 同書には
元の住みかに戻っても、そこは懐かしいあのころとは異なるむなしい空間でしかな
い現実が赤裸々につづられている 「ふるさと」とは「心のよりどころ」ではないの。
か、原発事故は心のよりどころをえぐり取ることではないのか。原発事故から７年
半。安倍政権は再稼働を急いでいる。それは人の心のよりどころをどこまでも踏み
にじろうとすることにほかならない。
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失われた地域コミュニティー

千葉地裁での原発訴訟は、福島第一原発事故にともな
って福島県から千葉県へ避難した１８世帯４５人が、国
と東電に対し約２８億円の損害賠償を求めた裁判。弁護
側は慰謝料請求について避難慰謝料のうえにふるさと喪
失・変容慰謝料を加えた。

このふるさと喪失・変容慰謝料が指すふるさとについ
て、弁護側は「包括的な生活利益としての平穏生活権」
としている。その具体的内容について 「住民は、地域、
の自然環境のなかで、それぞれその人らしい生活を営む

ために、これまでの人生と生活を通じて多様な生活上の
基盤を築きあげてきた」としたうえで 「海辺に居住す、
る者は漁業を、陸地に居住する者は農業を、山間に居住
する者は林業を営み、趣味として海や川で魚を釣り、登
山や山菜・きのこ採りをするなど、居住している地域の
自然環境に応じて職業を営み、趣味を楽しんできた。ま
た、近隣や親族、行政区での濃密な人間関係に基づき、
それぞれの家庭菜園で収穫した野菜や果物をあげたりも
らったりし、冠婚葬祭などでは手伝い、手伝われ、協力
して地域の祭りや行事を実施してきた」とした。

以上の認識のうえに立って「ある人にとって、海辺に
暮らし、漁業を営み、地域では行政区の運動会やパーク
ゴルフに参加することがその人らしい生存の基盤であっ
た場合、仕事がなくなって行政区の行事が残されても、
反対に行政区がなくなって仕事が残されても、その人は
もはや従前謳歌していた人らしい生活はできない」と指
摘。この人らしい生活について「居住地域に基礎を置い
て、職業生活、家庭生活、社会生活の多様な生活基盤が
重層的に組み合わされて維持されている生活」と分析し
た。

、「 、こうした判断を踏まえて 生活基盤が失われた場合
その地域住民はおしなべて、その人らしい豊かな生活を
送る人格的な利益が侵害されている、ということができ
る とした このうえで ふるさと喪失 の意味を 単」 。 、「 」 、「

、 、に元住んでいた土地に戻れないというだけなく 農作業
山菜採り、釣りなど生きがいの源となるような、元の土
地に密着した諸活動を奪われ、地域コミュニティーが失
われた状態」とした。
こうした弁護側の主張によって、この裁判ではふるさ

福島県飯館村
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と喪失が憲法１３条の生命・自由・幸福追求権に反する
ものかが争点になった。

心に刻まれた地の破壊

千葉地裁の阪本勝裁判長は昨年９月２２日、東電に３
億７６００万円の損害賠償を命じる判決を言い渡した。
この一方で原告側が強く求めていた国の法的責任は認め
ず、原告には不満の残る判決となった。
とはいえ、この判決でふるさと喪失による慰謝料を認

めた意義は小さくなかった。阪本裁判長は「判決理由要
旨」のなかに「避難生活に伴う精神的苦痛以外の精神的
苦痛に係る慰謝料」の項目を掲げ 「従前暮らしていた、
生活の本拠や、自己の人格を形成、発展させていく地域
コミュニティーなどの生活基盤を喪失したことによる精
神的苦痛、相当期間にわたり長年住み慣れた住居及び地
域における生活の断念を余儀なくされたことによる精神
的苦痛など、原発事故によって生じる様々な精神的苦痛
のうち、避難生活に伴う慰謝料で補てんしきれないもの
については、ふるさと喪失慰謝料と呼称するかどうかは
ともかく、事故と相当因果関係のある精神的損害として
賠償の対象になる」と判断した。

ノンフィクション作家の柳田邦男氏は千葉地裁判決に
ついて、毎日新聞の「柳田邦男の深呼吸」というコラム
欄のなかで 「事故で故郷での生活や人間関係、風習を、
失い、平穏な生活を送る権利を侵害されたという被害者
の主張を認めて、地域のコミュニティーを失ったことに
よる精神的苦痛に対する賠償を『ふるさと喪失慰謝料』

という新たな用語を導入して、これまでの司法界にはな
かった被害の認め方をした。頭が固いと言われる裁判官
、 、 、が 原発事故被害の実態を直視し 被害者救済のために

実態に即した視点と用語を法解釈に導入したのは、画期
的と言えよう （１７年１１月２５日付同紙）と、この」
上ない表現で高く評価した。

このコラムには「心に刻んだ地…破壊許さない」との
見出しが掲げられている。柳田氏にとってふるさととは
「心に刻む地」ということであろうか。柳田氏は上記の
法的評価のあと 「ふるさと」について次のようにつづ、
っている。

人がこの世に生まれ育つ過程の中で、その人の人格が
形成される最も重要な時期は、幼児期から思春期にかけ
てであることは周知の通りだ。その時期に、家庭環境や
地域の風習、風景、風土、人々の人間関係のスタイルな

、 。 、どが心に刻まれ 人格形成の骨格になる 故郷の風景は
単なる景色でない。心の安定感につながる意味を持つも
のなのだ。故郷に久々に帰ったときに感じる空気感も大
事な要素だ。そうした人格形成の根っこになっているさ
まざまなものを包含するのが、故郷というものだ。

、 「 」つまり 故郷は心の中に刻まれた いつか帰るところ
「いつでも帰れるところ 「人生の苦難を一緒に背負っ」
てくれるところ 「心の平安を支えてくれる精神性の大」
地」という多様な意味が詰まっている。人間にとって有
形・無形の重要なものだ。私（柳田）はその精神性の側
面を含めて表すときは、あえて「ふるさと」とひらがな
で表記することにしている。
（略）
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「ふるさと」の再考（同年１０月２４日付コラムでもこ
の判決にふれている）をすると、原発事故があってもな
お原発を推進しようとする国策の選択は、人間の豊かな
人格形成を破壊する犯罪行為だと言わざるを得ない。

コメできる土までなお５年

柳田邦男氏のコラムを読んだ後、私は国が進めている
「 」帰還政策によって元の住みかに戻った人の ふるさと感

を知りたいと思った。

すでに述べたように『福島第１事故７年 避難指示解

除後を生きる』を書店で目に留めたのは今年６月のこと
だ。政府は福島県の飯舘村、浪江町、川俣町山木屋、富
岡町に出していた全住民の避難指示を２０１７年３月３
１日（富岡町は４月１日）に解除した。これによって、
帰還困難区域を除く地域から避難していた３万２０００
人が古里に帰れることになった。同書は避難指示解除前
の２０１６年１０月から、解除後の２０１７年６月まで
の９カ月間にわたって、飯舘村を中心に住民の苦悩に迫
ったルポだ。寺島氏のジャーナリストとしての執念の取
材力と、素直な筆致で書きまとめる表現力。私は感服し
た。

すでにふれたように本稿のテーマはふるさとである。
古里に帰ったひとにとって、そこがふるさとであったの
か、に絞って同書から引用したい。

飯舘村の標高６００メートルの所に水田をもっていた
農業Ｋさん（６５）は原発事故前、風雪のなかで牛の堆
肥を土にすき込み、コメ１１俵（６６０キロ）を収穫し
ていた。原発事故によって二本松市に避難。この間、水
田であった土地は除染のために厚さ５センチにわたって
表面がはがされ、代わって客土がほどこされた。
客土に使った山砂は酸性で農地に向かない。このため

環境省はカリウムなどの肥料や土壌改良剤を入れる地力
回復工事を行うが、農家の人たちから「土にカリウムが
多いと、そこで育った牧草を食べた牛が健康を害する」
「堆肥をすき込んでいい土になるには５年かかる。カリ
ウムを入れれば済むと思うのは農業を知らない人の机上
の論」などと批判されていた。Ｋさんは「飯舘は『農』
の村。農地こそ復興へのかけがえのない資源」と考え、

放置された田んぼ（飯館村）
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開拓者の覚悟で避難所
から通い、コメができ
る土づくりに取り組ん
でいる。しかし、除染
作業の重機が土を踏み
固めていて、土づくり
は容易ではなかった。
表土を剥がされた跡に
は大小の石が露出して
いて、一つひとつ取り
除かねばならない 事。「
故前のはるかマイナス
地点から再出発しなけ
ればならないが、昔は
平気で持ち上げた石が
重たく、体力の衰えを

感じる」というＫさんだ。
Ｋさんは避難指示解除から３カ月がたった１７年７

月、避難先を引き払い、妻と二人で帰還した。だが３人
の子どもは引き続き飯舘から離れて暮らしている。農業
後継者である長男の避難先は北海道だ。地区の８６戸の
うち帰還者は４戸に過ぎない。宅配便は再開されたが、
水道の蛇口の器具をネットで注文したところ 「人がい、
ない地域なので配達できない」といわれたという。

Ｋさんは２０歳のときに妻と出会い 「畜産の村にし、
よう」と村の仲間と議論し、勉強して和牛繁殖に力を注
いできた。Ｋさんが若いころ、知らない大人から「ここ
は一人で生きるとこじゃない。みんなで生きる所だ」と
いわれたという 「誰もそれをいえなくなった今の状況。

が、村の本当の危機なのだ 。Ｋさんの嘆きの声だ。」
、 、浪江町では１万８１７３人中 ２０１７年７月末現在

帰還者は２８６人だけ。ＪＲ浪江駅が再開し、町役場の
隣に仮設商業施設ができたが、９８・５％もの住民が古
里に帰ろうとはしていない。こうしたなか、応急危険度
判定士のＳさんは家々の現状を調べて回っている。
避難指示解除から５カ月近くがたった１７年８月下

旬、浪江町中心部の家を調べると、家財道具が足の踏み
場もなくぶちまけられ、段ボールはどれもこれも動物の
引っかき傷や歯のかみ跡でぼろぼろ。イノシシがアルミ
ドアに穴を開けて侵入、その穴から餌を求めて小動物が
次々に入り込んだと思われた。家主の７０歳の男性は荷
物を何ら持ち出せずに関西に避難。男性は「町が『再建
に補助金を出すから戻って』と呼びかけるので、上限ま
で借りれば何とかなるか、と希望もわいたが、現実にこ
の有様を見ると……」と戸惑い 「この先のことは判断、
がつかなくなった」と漏らした。

Ｓさんによると、原発事故翌年の１２年は住民に置き
去りにされた犬や猫がうろついていたが、やがてその死
骸にカラスが群がり、１３年には『無音』のゴーストタ
ウンになった。その後、イノシシなどの野生動物を見か
けるようになり、サル、ハクビシン、タヌキ、アライグ
マが家に入って室内を荒らし、荒廃がどんどん進んだ。
「震災の影響より動物の被害の方が多いのではないか」
とＳさん。除染すれば帰還可能になるという政府の図式
とは全く異なる現実が広がっているのだ。

河北新報が１８年４月に開校される予定の小中学校に
通わせる意向かどうかを保護者にアンケートしたとこ
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ろ、９５・２％が「意向なし」と回答した 「もう帰り。
たくとも帰れなくなったという事情を異口同音に聞かさ
れる」とＳさん 「どこかに、再びまとまれる場所をつ。
くってほしい 。Ｓさんは町長にこう提案したことがあ」
ったが、その場限りになったという。

帰還でも戻らないふるさと

『福島第１事故７年
避難指示解除後を

生きる』に紹介され
た避難指示解除後の
現実に、千葉地裁で
の原発訴訟の弁護側
主張と柳田邦男氏の
コラムを重ね合わせ
ると、避難指示解除

「 」後も ふるさと喪失
状態が続いているこ
とがわかる。逆にい

「 」えば ふるさと喪失
、状態を放置したまま

政府は帰還を急いだ
のだ。

同書は海が汚染された漁港の悩みも取り上げている。
寺島氏は、安倍首相がオリンピック招致演説で汚染水に
ついて「アンダーコントロール」と国際公約したことに
焦点をあて 「公約の手前、オリンピックの前に福島第、
一原発が抱える問題の目に見える解決や復興ぶりを見せ

たいというのが政府の本音ではないのか」と指摘してい
る。

オリンピックといえば１９６４年に開催された東京オ
リンピックは経済成長の象徴としての意味も大きかっ
た。実際、東海道新幹線が開通し、その前年には名神高
速道路が生まれた。それは同時に首都圏に人々が集中す
ることにつながった。一方経済成長政策は、それにとも
なう電力需要を賄うためとして原発推進に力点がおかれ
た。今思えば、東京オリンピックが華やかに開かれる影
で、ふるさと喪失が進みだしたのだった。

豊かな自然と恵まれたコミュニティーのなかで子ども
が伸び伸びと過ごせるふるさとは今どこかで見いだすこ
とができるだろうか。あるいはわずかに残るふるさとも
２０２１年の東京オリンピックによって、完膚なきまで
に失われてしまうのではないか、と私は恐れる。

民俗学者、柳田國男が８４歳になった１８５８年、柳
田の故郷、兵庫県の地元紙である神戸新聞にエッセーを
連載、後に『故郷七十年』のタイトルで一冊の本（神戸
新聞総合出版センター）になった。柳田國男が自らの人
生を振り返った一種の伝記であって、ふるさとを論じて
いるわけではない。だが、その意識なく書き進めている
だけに、ふるさとの本質が行間にほとばしっている。そ
の一センテンスを紹介したい。
せんじつめると、どこが故郷のいいところか、故郷と

はどこまでいいのか判らないけれども、帰ってみれば村
の人はみな知っていて、お互いの気持ちが口に出さなく
とも通じるとか、中には子供で別れたのがもう大人にな
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り、細君になっているといったセンチメンタリズムもあ
る。

室生犀星は『抒情小曲集』のなかで「ふるさとは遠き
にありて思ふもの」と詩に詠んだ。帰れば「村の人のみ

」 、 。んな知っている ところがふるさと と柳田國男はいう
原発事故避難者が帰ってみても、知っている人がだれも
帰っていない土地は、もはやふるさととはいえない。帰
還事業という国策ではふるさとは戻らない。
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《相変わらずの原発神話なのか》
山梨良平（投稿）

原発の重大事故のリスクから目をそらす政府の姿勢に
疑問と怒りを覚える。あのフクシマの事故はいったい何
だったのか。先に内閣府原子力委員会の専門部会が、原
発事故に伴う賠償の仕組みを定めた原子力損害賠償法に

ついて、事前に備える賠償金（賠償措置額）を現行の最
大１２００億円で据え置く方針を示した。秋の臨時国会
に原賠法改正案を提出する見通しだという。

すでにフクシマの事故の賠償金は８兆円にものぼって
いる。それなのに「最大１２００億円」というのは実に
現実を無視し、実に国民を馬鹿にした金額だ。
なぜこのようなことが行われたのかは明白だ。事故の

責任を負いたくない電力会社が政府に妥協させた結果だ
と考える。そこには国民の生活の安全という視点は全く
ない。ただただ電力会社の経営の安定を第一に考えた結
果である。

、 、例えば北陸電力や北海道電力 また四国電力のように
東京電力に比して経営規模の小さな電力会社では、万一
の場合経営破綻は免れないだろう。そうなれば被災者へ
の補償もままならない。おまけに国の税金で賄う補償は
際限なく膨らむ危険がある。
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このようなリスクを抱えたまま「再稼働に血道をあげ
る現政権」の見識を疑うとともに不安を感じる。

東日本大震災の写真 片山通夫撮影
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岸田吟香編

わが国初の邦文紙「海外新聞」

写真は特に記載なき場合はウイキペディアより

ジョセフ・ヒコの幕末維新③ 井上脩身

71



私（筆者）が勤めていた毎日新聞社の社史『 毎「
日 の３世紀――新聞が見つめた激流１３０年 毎」 』（
日新聞社１３０年史刊行委員会、２００２年２月２
１日刊）は冒頭の「夜明け前――幕末の新聞興亡」
の項で 「１８６２（文久２）年、生麦事件など尊、
王攘夷の嵐が吹きまくっていた時代にわが国最初の
邦文紙、海外新聞は横浜在留の米国領事館附通訳・
ジョセフ・ヒコによって刊行された」と記述、ヒコ
が日本の新聞史上、草分け的な存在であることを明
らかにした。毎日新聞の前身である東京日日新聞誕
生までの年表のなかにもこの海外新聞創刊が書きい
れた。海外新聞の発行に深くかかわったのは岸田吟
香である。彼は東京日日新聞の初代主筆になってお
り、社史は「分かりやすい文章で書かれた一般民衆
のための新聞というヒコの理想は、生来の自由人、
岸田吟香にひきつがれ、のちに大きな実りとなる」
と分析している。近代新聞への道を切り開いたのは
ヒコと吟香の二人三脚だった。

『 毎日」の３世紀』の海外新聞に関する記事「
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新聞から得る綿花情報

前号でジョ
セフ・ヒコが
リンカーン大
統領に会った
ことを紹介し
た。大統領と
別れ、神奈川
に着いた１８
６２年１０月
１３日から今
号を始める。
上陸して横浜

村に入ると不穏な空気に包まれていた。２カ月前、薩摩
藩主の父、島津久光の行列が生麦村に差し掛かった際、
騎乗のイギリス人商人３人と婦人１人に藩の兵士が切り
つけ、商人の１人が死亡、 人が負傷する生麦事件が発2
生、血なまぐさい攘夷の嵐はやむ気配がなかった。

こうしたなか、ヒコは通訳官任命書を携え、神奈川・
本覚寺におかれたアメリカ領事館におもむいた。公使は
ハリスからプリュインにかわり、領事にはフィッシャー
が就任していた。ヒコは本覚寺に一室が与えられた。品
川・御殿山に建設中のイギリス公使館が焼き打ちされる
など、攘夷派による事件が相次ぎ、翌年５月、アメリカ
の蒸気船が関門海峡の入り口で、長州藩の軍艦に砲撃さ
れる事件が起きた。激怒したプリュイン公使は軍艦「ワ
イオミング」を現地に差し向けて長州の軍艦を拿捕する

という。ヒコはワイオミングに乗艦して赤間関に向かっ
た。

このことついては次号で扱うが、ヒコが赤間関から横
浜に戻ってしばらく後、東海道の茶店の厠にワイオミン
グの水先案内として雇われた男の首が投げ込まれている
のが見つかった。壁の張り紙には「ほかに二人の不埒な
者が乗艦しており、追って同様の仕置きを受ける」と書
かれていた。二人のうちの一人がヒコであることは明ら
かだった。ヒコは弾を装填した拳銃を身につけ、領事館
から一歩も外に出なくなった。

数日後、領事館に京都の豪商が何者かに襲われ、その
首が橋のたもとにさらされた、との情報が寄せられた。
首のかたわらには「この不逞なやからは私利を得ようと
して夷荻と商いしたので、天誅を加えるもの」と書かれ
た紙が張られていたという。この情報に、横浜で外国人
と商取引をする商人たちは動揺。攘夷派の天誅の対象に

、 。なるのでは と恐れおののき店を閉める者まで出てきた
ヒコは、このまま領事館にとどまっているといつかは

殺され、首をさらされると恐怖をいだいた。辞表をフィ
、「 」 、ッシャー領事に渡すと 本国に送る といっただけで

遺留の言葉はなかった。

攘夷劇の主舞台となった京都では残忍な事件が次々に
起きた。豪商、八幡屋卯兵衛が暗殺され、その首が三条
大橋のたもとの棒杭に突き刺された 「外国人と商取引。
をして巨利を得ているのは断じて許し難い」との書きつ
けがあったことが横浜の商人に一層の恐怖心を与えた。
ヒコのところに奉行所の役人がやってきて「長州藩士ら

アメリカ領事館が置かれた本覚寺の入口
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しき者がうろつい
ている。決して東
海道筋にでないよ
う」と警告した。
ヒコの命がねらわ
れている、という
のだ。
１８６３年８月、
アメリカ船から国

務省の辞表受理の書類が届いた。その日のうちにヒコは
領事館を離れ、横浜の日本人街の親しい商人の離室に住
みついた。

１０月になると外国の新聞で、生麦事件の処理につい
て薩摩藩とイギリスの代理公使ニールとの間で講和条約
が進められていることをヒコは新聞で知った。

ここで生麦事件について概要を記しておこう。
１８６２（文久２）年、島津久光は家臣４００人をし

たがえ江戸から帰京の旅路についた。生麦村にさしかか
ったところ、上海から横浜に来ていたイギリス人商人リ
チャードソン、香港から来ていたボロデール夫人、横浜
在住のクラークとマーシャルの４人が乗馬でやってき
た。薩摩藩士に脇に寄るよう注意され、道路わきを進ん
だところ久光の駕籠が見えた。今度は引き返すよう命じ
られ、馬の首をめぐらそうとしたとき、数人の者が太刀
をふるって斬りつけた。リチャードソンは瀕死の重傷を
負って落馬、藩士にとどめを刺された。他の二人も重傷
を負い、ボロデール夫人だけが無事横浜に戻り、居留地
の人々に事件を知らせた。

事件についての外交交渉がニールと幕府首脳の間で行
われ、ニールは賠償額１０万ポンドを要求。薩摩藩には
犯人の逮捕・処刑と２万５０００ポンドの償金を求め
た。イギリス艦隊７隻が鹿児島湾に進入したが、薩摩藩
との談判はととのわず、外交交渉は決裂、英艦隊は薩摩
藩の汽船３隻を捕獲したのを機に戦闘が始まった。交戦
開始４５分後 旗艦ユーリアス号のジョスリング艦長 大、 （
佐）とウィルモット中佐が戦死するなど、イギリス艦隊

、 。のほとんどの艦が被弾し 死傷者は６０人余りに及んだ
薩摩側では鹿児島城下の１割が焼けた。イギリス艦隊は
翌日桜島砲台を攻撃したあと、湾口に退却、応急修理を
施し、横浜に帰った（小西四郎『開国と攘夷』日本の歴
史１９、中央公論 。）

『アメリカ彦蔵自伝 （中川努、山口修訳、東洋文庫）』
には「土地の新聞は次の記事をのせている」として、以
下のニュースを掲載している。

薩摩の役人が多数、イギリス公使のもとに伺候して、
藩公の代理として会見を願い出た。神奈川県庁付きの大
君（タイクン）の役人が公使館に案内した。ニール大佐
は「イギリスの要求事項はすでに薩摩公に伝えてあり、
要求は修正できない」としたうえで、言いたいことがあ
れば何でも承ると表明。そこで（薩摩藩の）一同は「薩
摩公は戦争を望んでいないし、初めから反対だった。主
君は何ら非難されるべきことはない」と述べた。
これに対しニール大佐は「イギリス艦隊が薩摩と一戦

を交えようと鹿児島まで出かけたのではない」と述べ、
①艦船は三日間鹿児島の砲台の真下に停泊したが、その

生麦事件の現場（横浜市鶴見区生麦）
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間、どの船も大砲一発も
撃たなかった②薩摩公に
宛てた通牒への回答は非
常に不満足なもので、こ
ちらの要求は拒絶された
ものと解釈せざるを得な
かった③この不満足な回
答のため艦隊は薩摩の船
舶を拿捕したが、これも
要求した罰金の支払いの

保証としておさえた④これはどこでも普通に行われる予
防措置――を挙げ「薩摩が責めを負わなければならない
のは（生麦で被害に遭った）リチャードソン氏殺害の件
だけではなく、一片の警告もなしに艦隊を砲撃すること
によって戦闘行為を開始したこと」と指摘した。

薩摩の使節団は「イギリス艦隊が船舶の拿捕によって
戦闘行為が開始されたと信じている」と述べたが、ニー
ル大佐は薩摩側の手前かってな考え方だと論破した。
使節団は公道における交通妨害の件にほこさきを変え

た 「藩公の行列の通行を妨害する権利は認めがたい」。
としたうえで「イギリスの法律は、行列の通行を邪魔し
た一行があっても処罰しないのか」と尋ねた。ニール大
佐は「イギリスでは乞食でさえ国王と同じく公道を通行
する権利を持っており、諸般の状況により右側通行、左
側通行という規則さえ守っていればよい」と返答。薩摩
側も「行列の途をあけようとしない人物には、せいぜい
むちで軽くたたいて道から引きずりだすくらいのこと
、 」 、で 殺したりひどい傷を負わせるものではない と述べ

故意の殺人は日本でも死罪に処せられることを認めた。

こうした交渉の結果、薩摩藩は 万５０００ポンドの2
賠償金を支払うことになったが、交渉の様子をヒコが新
聞から手にとるように知ったことに注目したい 「土地。
の新聞」とあるが、イギリス側にたった記事であること
からみて、横浜で発行された外国の新聞であろう。

『 』（ ）山室清 横浜から新聞創った人びと 神奈川新聞社
によると、１８６１年１１月２３日（文久元年１０月２
０日 、イギリス人Ａ・Ｗハンサードによって横浜最初）
の欧字新聞『ジャパン・ヘラルド （週刊）が発行され』
た。

ハンサードはイギリスの植民地であるニュージーラン
ドで新聞を発行した経験があった。スタンホープ式手動
印刷機を携えて来日し、同年６月２２日、長崎で我が国
初の欧字新聞『ナガサキ・シッピングリスト・アンド・
アドバータイザー』を週２回発行。２８号まで出したと
ころで横浜にやってきたのだ。

『ジャパン・ヘラルド』は４ページ新聞。イギリス人の
ブラックを主筆に迎え、海外、国内のニュースや在日公
、 、 、 。館 領事館の広報 為替相場 商業広告などを掲載した

生麦事件では危機感を募らす外国人には頼みになる情報
源だったという。

１８６３年から週刊の本紙とは別に広告中心の『デー
リー・ジャパン・ヘラルド』を出した。我が国最初の日
刊新聞とされている。
ヒコが読んだ「土地の新聞」がヘラルド紙であること

は間違いないだろう。４ページの週刊紙としては、交渉
のやりとりが実に真に迫っていることに驚かされる。ヒ

スタンホープ式手動印刷機
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コがアメリカで
新聞に目を通し
ていたことは前
号でふれたが、
攘夷風が渦巻く
なか、日本で目
にした新聞に強
烈な印象をもっ
たに相違ない。
後述するヒコ発

行の新聞はヘラルド紙から強く影響を受けた結果であっ
たといえるだろう。
ちなみにヘラルド紙は経営者が変わりながら１９１４

（大正３）年までつづいた。

文久から元治に元号が改められた翌年４月、イギリス
の軍艦「コンクェラー号」が横浜に入って来た。将校２
２人と５３０人の海兵隊員が乗っていた。横浜、神奈川
在住の外国人保護を目的としたもので、幕府も了解して
いた。海兵隊員は山手に天幕を張り、外国の居留民は駐
留を喜んだ。ヒコは身の危険が薄らいだことを感じてい
た。

こうして横浜での商取引は少しずつ落ち着きを取り戻
してきた。とはいえ取引のうえで言葉の問題が立ちはだ
かる。英語がわかるのは奉行所に配属されている通詞だ
け。彼等は幕府と外国の外交官との交渉の通訳が本務。
商人たちの通訳は禁じられていた。

領事館の通訳官を辞したヒコにその制約はすでにな

い。英語が堪能であるだけにとどまらず、サンフランシ
、 、スコの商社に勤務した経験から 商行為にも通じており

ヒコほどうってつけの商業通訳はほかにいない。ヒコは
しばしば商取引の場に立ちあわされ、その通訳だけでな
く、契約書の翻訳や作成などを行った。

このころ、アメリカでは南北戦争がつづいていた。ア
メリカは綿花の主要生産国だったが、綿花畑が戦場にな
ったことなどから生産高が激減、綿花が高騰していた。
日本の商人たちは各地から綿花を買いつけて外国の貿易
商に売りさばき、大きな利益を得ていた。ヒコ自身も綿
花取引に手を出していた。

山本通氏『幕末と明治初期の外国商社と横浜商人――
コーンズ商会研究のためのノート』によると、１８６３
年と６４年、原綿は輸出全体の２０％を占めた。イギリ
スの商人が世界中から買いあさったためという。ところ
が６５年にはゼロだった。南北戦争に伴う一時現象だっ
たのだ。

しかしわすかの期間とはいえ、綿花輸出の増加が横浜
港を活況にし、寂しい漁村だったのがうそのように洋館
が建ち並んだ。世界最大の経済大国、イギリスから定期
船が入るようになり、新聞が届けられた。居留地の外国
人は新聞からイギリスをはじめヨーロッパの情報を入
手。ヒコももちろん新聞によって綿花の相場を知る。や
がてヒコ自ら新聞をつくろうと思いたつのだった。

ゲティスバーグの戦い
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目の治療するヘボン医師

ヒコがつくった新聞の
話の前に、アメリカで
ヒコが出合った新聞に
ついてふれておきた
い。
この調査をしたのはヒ
コ研究の第一人者で元
読売新聞記者の近盛晴
嘉氏である。近盛氏の
ジョセフ・ヒコ 吉『 』（

川弘文館）によると、
近盛氏はヒコ在米時代
のヒコを報道した新聞
を探した結果、１９６
２年、ワシントンで発
行された１８５７年１
１月３日付『イブニン

グ＝スター』紙のコピーを入手。新聞には「ワシントン
＝ニュース＝アンド＝ゴシップ」欄に「興味ある人物」
としてヒコが登場する１８０行の記事が掲載されてい
る。

この記事のなかでサンダースがグイン上院議員に宛て
た、ヒコが日本人であり、漂流してアメリカの船に救わ
れてアメリカに着き、ボルティモアで学校教育を受けた
ことやキリスト教を信奉していることなどをしたためた
書簡を紹介。サンダース氏はヒコについて「彼は私が知

る限りで、比類なく誠実で真心ある少年。非行というも
のは全くなく忠実、率直な気だて」と述べている。
この記事によって、当時２０歳だったヒコはワシント

ンの社交界の人気者になった、と近盛はいう。ヒコは新
聞というものの威力を肌で感じとったにちがいない。
翌年、帰国の途についた際に立ち寄ったハワイでベイ

ツ検事総長、地元新聞のデンマン編集長の訪問を受けた
とヒコは『自伝』に記している。横浜で商取引にかかわ
ったときには、ヒコは新聞というものがすでに身近なも
のになっていたことはまぎれもない。

すでに述べたように横浜では『ジャパン・ヘラルド』
が発行されていた。１８６２年にはアメリカ人の利益を
守る立場から『ジャパン・エキスプレス』がショイヤー
によって創刊された。

横道にそれるが、ショイヤーの夫人は画家だ。我が国
の草分け的写真家の一人、下岡連杖は油絵を夫人から、
写真技術をショイヤーから学んだ。ついでながらショイ
ヤーは横浜の写真を初めて撮ったことから、写真術の恩
人ともいわれている。

。 、 、本筋に戻る 翌６３年 マカオ生まれのポルトガル人
ローザが『ジャパン・コンマーシャル・ニュース』を発
刊している。

一方、幕府は６２年、邦文の『官板バタヒヤ新聞』を
発行。日本語で「新聞」と名がつけられた初めてのもの
だが、日本でつくった新聞とはいいがたい。バタビアで
発行されたオランダ政庁の機関紙を日本語に抄訳して出

金婚式のヘボン夫婦
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。したにすぎないからだ
ほかに、英米の牧師が
中国で布教のために発
行した漢文の雑誌から
キリスト教関係の記事
を省いて洋書調所の教
授が出した『官板中外

』 、「 」新報 など 文久新聞
と総称されるものもあ
るが 『官板バタヒヤ新、

聞』と同様、日本の新聞といえる類いのものではない。

こうしたなか、イギリスでの綿花相場を新聞から得て
いたヒコが、日本人のためになる日本語の新聞を作りた
いと思うようになっていた。だが子どものときに寺子屋
に通ったものの、１３歳で漂流しアメリカの学校で英語
を学んだヒコは、英語を日本語に訳しても、それを文章
にすることができない。ヒコには日本人の文筆家が必要
だった。

ヒコは横浜外国人居留地の１４１番に居を構えてい
。 、 。 、た 居留地の３９番 谷戸橋畔にヘボン邸があった 後

ヘボン式ローマ字で知られるヘボンである。

望月洋子著『ヘボンの生涯と日本語 （新潮選書）に』
よると、１８１５年、アメリカ・ペンシルバニア州で生
まれたヘボンはペンシルベニア大学で医学を学び、１８
４１年、お腹に子どもを宿していた妻を連れて東洋に向
かう船に乗り、中国・アモイでキリスト教の伝道医師に
なった。いったんアメリカに戻ったが、５９年、横浜が

開港したことから、横浜で伝道医師になることを決意、
１０月、神奈川に着いた。

ヘボンは正しくはヘプバーン。上陸して名をなのった
とことろ日本人がうまく真似られず「ヘボン」となまっ
て呼んだことから 自ら ヘボン と名乗り 漢字で 平、 「 」 、 「
文」と署名したという。

ヘボンは神奈川宿の成仏寺に住み、近くの宗興寺で無
料診察を始めた。ヘボンの専門は内科だが、日本人には

、 、眼病が多いことから ペンシルベニア大学で学んだ通り
硫酸銀や硫酸亜鉛を使った最新の目薬を使って治療し
た。名医のうわさが広まり、江戸をはじめ遠方から患者
がやってきた。最初のころは１日に５０人、２カ月後に
は１００人にもなり、東海道を行く大名行列が神奈川宿
に泊まり、往診を求めるケースもでてきたという。やが
て、日本人医師の手に負えない重病人も送りこまれた。
ヘボンの記録のなかには白内障や痔の手術のほか、鉄砲
弾の摘出や片腕の切断などの大手術も。要するにお金を
取らない何でもやの医師だった。ヘボンの処方箋には３
５００人の患者が記録されていた。

本稿でもふれた生麦事件の被害者のマーシャルらが領
事館がある本覚寺に運びこまれたとき、ヘボンは成仏寺
で親友のブルン牧師と談笑中だった。領事から呼び出さ
れて本覚寺に駆け付けると、２人の男が血みどろになっ
て寝かされていた。１人は肩が骨に達するまで斬られ、
他の一人は背中と脇を数カ所斬られていた。ヘボンが止
血かんしで出血を止めて傷口を縫合しているときに、イ
ギリス代理公使ニールが到着。イギリス艦セント号から

ヒコがいたころの横浜居留地風景
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武装した水兵もランチ
で繰り出したという。

生麦事件が起きたこ
ろと相前後してヘボン
は居留地に移り、横浜
で商館を開いていたヒ
コとはすっかり懇意に
なった。翌６４年、江
戸・深川からヘボンの
診療を求めて津山藩
士、岸田吟香がやって
きた。吟香は眼病に苦
しんでいたのだ。

『 』吟香は 精錡水功驗書
のなかで「元治元（１

８６４）年４月、眼病をわずらい、江戸でいろいろ治療
したが効果はなかった。横浜にいるヘボン先生が日本に
眼病が多いことをみて、なんとかこれを救おうと毎日朝

（ ） 、８時から 午前 １０時まで眼病の治療を施したところ
一人として全快しなかった者はないと聞いた。そこで駕
籠に乗って横浜に行き、翌朝先生の診察を受け、精錡水
を一、二滴眼中にさされた。旅館に帰って寝ていたとこ
ろかゆみを覚え、翌朝、多くの目やにが生じた。冷水で
洗い落とすとさわやかな心地がした。この朝も先生の治
療を受け、さらにわずか七日ほどで全く平癒した （筆」
者注・文章を一部平易にした）

『 』吟香の生涯を調べて 岸田吟香――資料から見た一生

（汲古選書）を著した杉浦正氏は、吟香は元治元の前年
である文久３年に横浜に来て、ヒコの『漂流記』の序文
を書いていることなどから、ヘボンとの出会いを文久３
年とみる。吟香がヘボンに治療を受けに横浜に来なけれ
ばヒコと会ったはずはない。元治元年にヘボンと出会っ
たといいうのは吟香の勘ちがいだろう。

それはともかく、吟香はヘボンに会った印象を「徳高
く行い正しく君子の風があると感じた。高説を承ろうと
いうと、先生も喜んで書斎で談笑した」と『精錡水功驗
書』のなかで述べている。一方ヘボンは吟香について、
後に大阪毎日新聞の記者に「書が立派で漢学ができた」
と語っている。すっかり意気投合した二人の会話は日本
の言語文学にまで及んだという。

『岸田吟香――資料から見た一生』によると、吟香は津
山時代から学んだ和学に通じ、林図書頭の代講を務めた
ほどの漢学の素養もあった。そのうえ百姓、武士、町人
と三つの階級の暮らしも経験している。ヘボンは和英英
和辞書を作ろうとしていた。そのヘボンの辞書編集にと
って吟香は二人とない存在だった。

こうして吟香はヘボン邸で暮らすことになった。
、 『 』吟香は横浜滞在中にヒコと知り合い ヒコの 漂流記

出版に協力し、新聞発行の約束をしたものと思われる、
と杉浦氏は推定している。二人が出会ったのはヘボン邸
だったことはまぎれもない。ヘボンはヒコが新聞をつく
りたいと思っていたことを知っていたのだろう。

『 』（ ） 、杉浦氏は著書 新聞事始め 毎日新聞社 のなかで

岸田吟香
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ヒコ、吟香、本間潜蔵
との会話を次のように
書いている。
「どうでしょう、三人
で新聞を発行してみま
せんか」とある日、ヒ
コが提案した。
「これからは貿易が盛
んになることですし、
物価や政治情勢を知ら
なければ商売できなく
なるでしょう。きっと
世のためにもなると思
います」

吟香はもちろん希望
していたところだった
し、若い潜蔵に否やは

なかった。
ここに登場する本間潜蔵は掛川出身 『ジョセフ・ヒ。

コ』によると１４歳のとき駿府で学んだ後、英語を学び
たくて横浜に出てきた。ヒコが新聞をつくるさい筆記方
を探し求め、出入りの洗濯屋にも頼んでいた。本間は洗
濯屋とも顔見知りだった。本間自身、外国にいける便宜
を探していたこともあって、洗濯屋の勧めで筆記方とし
てヒコに雇われたという。
こうして３人で新聞づくりにかかることになった。

謎多き新聞創刊

ヒコは自身がつくった新聞について『自伝』の元治元
（１８６４）年６月２８日の項で「今月中に、私は『海
外新聞』を創刊した。木版刷りの日本語新聞で、外国の
ニュースを要約してのせている。これは日本語で印刷さ
れた最初の新聞であった。この新聞は私が長崎へ去るま
で――約二年間つづいて刊行された」と記しているにす
ぎない。このあっさりとした文書から「日本で最初の新
聞」の発行者としての高揚感はうかがえない。ここに書
かれているように、新聞が２年しかつづかなかったこと
への申し訳ない気持ちがあるからなのかもしれない。だ
が、ヒコがつくった新聞はまぎれもなく、我が国ジャー
ナリズム史上エポックをなすものと高い評価を受けてい
る。
ヒコが多くを語らない以上、吟香に説明してもらうし

かない 『岸田吟香――資料から見た一生』のなかで、。
吟香が１８９３年 「朝野新聞」の中村鶴城記者に語っ、
た言葉が紹介されている。原文のまま掲載する。

予も曾（かつ）て新聞紙の有益なることを信じ居たる
が、其刊行の方法を知らざりしに、彦蔵の勧めに依りて
愈々（いよいよ）之を刊行せんことを思い立ち、即ち彦
蔵は西洋の新聞紙中より珍しき出来事を翻訳し、予と本
間氏とは之を平假名交りの日本文に綴りたり、されど其
の頃は今日の如く活字等は一切なければ、予等自ら板下
を書きて之を木版に刻し、半紙五、六枚にて單に「新聞
紙」と表題を附し、月に三、四回づゝ刊行して自ら之を
横濱市内に配達したり、是れ元治元年甲子の歳にして実
に日本帝國に於ける新聞雑誌の元祖というべし。

本間潜蔵
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ヒコは『自伝』のなかで発行した新聞を「海外新聞」
、 「 」 。といい 吟香は中村鶴城記者に 新聞紙 と述べている

いずれも発刊は元治元年だという。
いったい元治元年に我が国で初めてつくられた日本語

新聞は「海外新聞」なのか「新聞紙」なのか、それとも
後述する「新聞誌」なのか。この問題にメスを入れたの
が近盛氏だ。吟香が後にバン・リードと『横浜新報もし
ほ草』を発行したさい、その創刊号に「曩（さき）にヒ
コサワの新聞誌ありしか」と書いていることなどを根拠
に 『海外新聞』が最初は「新聞誌」と題されていたこ、
とは幕末・明治のころから明らかにされていたとする。
それではなぜヒコが「新聞誌」といわなかったのか、ま

「 」 「 」た吟香はなぜ中村鶴城記者に 新聞誌 でなく 新聞紙
といったのか、という疑問が残る。
後者については、吟香がもしほ草創刊号の冒頭の言葉

のなかで「蓋（けだ）し新聞紙の世に益ある事をしるも
」 、 「 」のすくなき と述べていることから 近盛氏は 新聞誌

は固有名詞 「新聞紙」は普通名詞として使い分けてい、
るとみる。しかし吟香は中村鶴城記者には 「 新聞紙』、『
と表題を附し と語っている この表現からみれば 新」 。 、「

」 。聞紙 を固有名詞として使っているとしか考えられない
吟香の言葉だけでは疑問は解消されない 近盛氏が ジ。 『

』 。ョセフ・ヒコ の中でこの疑問に次のように応えている
『海外新聞』の前身が「新聞誌」と題したものであった
ことは、政府の公式記録にも載せられている。明治１９
年９月に内務省総務局図書課が出した「図書課目録 新

」 『 』 「 」聞雑誌之部 の 海外新聞 のところで 旧名・新聞誌
とハッキリ明示されているのがそれである。
近盛氏の主張を認めるしかないだろう 高橋康雄著 メ。 『

ディアの曙――明治開国期の新聞・出版物語 （日本経』

海外新聞第１号の最初のページ
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済新聞社）でも「元治
元年６月、本邦初の手
書き新聞『新聞誌』が
刊行された」とあり、

『 』当然のごとく 新聞誌
としている。だが現物
を見ないことには納得
できない。後で述べる
が『海外新聞』は２６
号まで刊行され、その
全てが『ジョセフ彦
海外新聞 （早稲田大』
学図書館資料叢刊２、
早稲田大学出版部）に
収録されている。その
なかに『新聞誌』と書
かれた表紙の写真が掲
載され、キャプション
には「西垣文庫本によ

」 。 、った とある そして
「 新聞誌』の本版の表紙として現存する唯一の文献資『
料。本間清雄の筆で 『海外新聞』の表紙と全く同じ筆、

」 。跡であることに注目したい との説明がつけられている
本間清雄は本間潜蔵と同一人物。ページを繰ると『海

外新聞紙』の表紙の写真を扱っていて 「文字は本間清、
雄の筆」とある。
「西垣文庫」というのは日本新聞資料協会会長だった西
垣武一氏の所蔵であることを指す。１９４０年、朝日新

「 」 、 、聞社が開いた 日本文化史展 に出品されたもので 後
神田の古本屋から売りに出されて西垣氏が買い取った。

近盛氏は「木版・海外新聞・第４号」と全く同一の「木
版・新聞誌・第４号」であるという。
さらに『ジョセフ彦 海外新聞』のページを繰ってみ

る。松平春嶽文庫本（福井県立図書館保管）には第１号
から第４号までは『新聞誌 、この後、号数のない『海』
外新聞』になる。一方、松井文庫本（熊本大学図書館所
蔵）では第１～第３号は『新聞誌 、第４号は『海外新』
聞 。』

これらを総合すると第１～第３号までは『新聞誌 、』
４号は『新聞誌』と『海外新聞』があり、５号から『海
外新聞』にまとまった、と読める。だが『ジョセフ彦
海外新聞』に収録されている『海外新聞』の第１号の表
紙は富士山と横浜港があしらわれ、題字も横書きで「海
外」その下に縦書きで「新聞」とあり、松平春嶽文庫本
や松井文庫本の第１号の題字だけで絵がないシンプルな
スタイルとは全く異なる。本文だけ木版で刷り、表紙は
題字だけで絵がない『新聞誌』や『海外新聞 、絵があ』
る『海外新聞』が混在していたということだろうか。
もしそうならヒコが『自伝』のなかで『海外新聞』し

か挙げなかった理由がはっきりする。ヒコは『新聞誌』
の意識は余りなかったのだ。

もう一点の問題は『海外新聞』の第１号の冒頭「元治
二丑年 三月十三日イギリス飛脚船此港ニ入りしヲ以て
左の新聞ヲ得たり」と、発行年月を元治２年としている
ことだ。元治２年６月は慶応元年にあたり 「慶応元年、
創刊説」の根拠になっている。しかしヒコ、吟香のほか
本間も元治元年に故郷の掛川で『新聞誌』発刊に関する
漢詩を作っているうえ、明治９年修史局が出版した『明

絵のない「海外新聞紙」の表紙
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治史要』に「新聞紙
元治元年 横浜」とあ
ることなどから、杉浦
氏は元治元年創刊は明
らかとする。

ここでまた一つの疑
問にぶつかる 『海外。
新聞』の第１号が元治
２年の発行であること
は明らかだから、元治
元年に発行された『新
聞誌 （あるいは絵の』
ない表紙の『海外新
聞 ）は全く別物であ』
る。それはどのような
新聞だったのだろう。
『岸田吟香――資料か

ら見た一生』は、八戸市立図書館所蔵の「八戸藩南部家
資料」に収録された 「新聞紙」と表題がついた和とじ、
の冊子を取り上げている。それによると、表紙には中央

「 」、 「 」に大きく 新聞紙 その右肩に小さく 元治元年八月
とあり、すべて筆写されたものだ。
本文は①アメリカ軍艦ターキア号に乗り組んだヴァン

・リードの「長州・外国戦日記」②「長州・外国戦争日
記」③「増補新聞抜書」など７項目からなっている。こ
のなかに「悪逆なその御家老を捨置きて さて水戸もな
く御処置成りけり」などの長州や水戸を風刺した落首も
あり、その内容は興味ぶかいものだが、ここでは深入り
は避けよう。当初の『新聞誌』がこのような内容のもの

でつくられたならば 「外国のニュースを要約してのせ、
る」というヒコの編集方針とは全く反している。これは
第２号であって、第１号は海外ものだったとでもいうの
だろうか。考えれば考えるほど、私の思考は泥沼のなか
に落ちこむ。

、 、つまるところ ジャーナリズムとしての混迷期のなか
我が国最初の新聞が産声をあげた、とみるしかない。
いささかベールに包まれているが、我が国初の新聞は

。 、 、元治元年６月に発行された 表紙は木版 記事は手書き
、 （ ） 。半紙５ ６枚分の和綴の和本スタイル 冊子体 だった

ヒコが口述し、吟香がそれを文章として体裁を整え、本
間潜蔵が和紙に筆者したのだ（ メディアの曙 。『 』）

子どもにも読める新聞

吟香は『新聞実歴談』のなかで「彦蔵ハ西洋ノ新聞紙
中ヨリ珍ラシキ出来事ヲ翻訳シ予モ本間氏トハ之を平假
名交リノ日本文ニ綴リタリ」と、平仮名で表したことを
強調 『海外新聞』第２号では「童子之輩にも読なんこ。
とを欲す」と子どもにも読める平易な文章の新聞を目指
したことを示している。

では、実際の新聞はどうだったのだろう。
『 』以下に引用する文章はすべて ジョセフ彦 海外新聞

に収録されている『海外新聞』によっている。
各号とも、すでにふれた第１号の冒頭の「元治二丑年
三月十三日イギリス飛脚船此港ニ入りしヲ以て左の新

聞ヲ得たり」のように、郵便船が入港した年月日を記載
し、フランスの部、イギリスの部など国別に記事が掲載

西垣文庫本による「新聞紙」の表紙
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されている。最後に
「各国の新聞誌を日
本のこと葉になほし
出す趣意ハ各国の珍
敷噺をも知り且物の
価の相場高下をも弁
へ知れハ貿易の為に
弁利多きを思い」と
新聞発行の目的を記
載 第５号からは 若。 「
し見むと要する諸君
子ハ横浜第百四十一
番を問い給へ。遠く
に帰りし諸君子ハ書
中に御姓名と御住所
をしるしておくりた
まへ。早速郵便にて
呈すへし」と、問い
合わせ先や郵送する

旨を書き、最後に「壱部買ハ五百文、前銭にて壱年仕切
ハ金壱両弐分也」と値段を示した。１部５００文、年間
購読は前払いで１両２分。後述するが、この購読目論み
は全くの絵に描いた餅に終わる。

すでに述べたように『海外新聞』は「慶応二丙寅年九
月二十八日」に入った新聞によって作られた２６号まで

、 、 、発行されたが 全体を通して海外ニュースは戦争 外交
政治、事件などの社会事象、相場に分けられる。ここで
は戦争、政治、社会事象にかかわる記事を概観し、相場
については次項で検討したい。

（原文で漢数字のものも洋数字にする）

【戦争】
第６号（慶応元年５月２６日着船便）
アメリカの部
４月６日南北戦争ありて南部大いに敗北し将軍イユウ

ヲェルを始５人の将軍ならびに兵卒５００００人程生捕
れ大砲１４挺奪ひ取られるとぞ○同７日北部将軍グラン
トーより南部将軍リイーに書面をつかハしていひける
は、汝たとへ死力を尽して戦争せんと欲するも必ず力及
ぶまし。それより早く降参なすかた宜しかるべしとぞ申
送りける。
第８号（慶応元年閏５月２６日着船便）
アメリカの部
南部将軍ジョンストンを始として一坐に連なる大将ブ

レケレンジー。ボレカール。ハーリー及ひ小役士卒等都
合２万７０００人何れも猛威に恐れ言を揃て降参したり
ける○南部役人テーラーは北部役人ケンベー 降り、大江

将コーベースメットはアカガワに於て降り、軍艦掛り老
中はヘニンセコークにて北将軍ゲブシンに降服す。南キ
ャライナの奉行は捕となりワシントンへ被送る。
第９号（慶応元年６月１５日着船便）
アメリカの部
英の５月３５日 附のニューヨルクの新聞紙に南（ママ）

部大頭領はフヲツレスマンローという台場の牢屋 容れ江

られ多数の番を相添 厳重に守り居候由。又アルフトロ江

スの新聞紙にてハ彼の大頭領ハ重罪により足かせの難に
被苦置其家内一族の者等ハ南部 送らるるといふ。江

第１７号（慶応元年１２月１２日着船便）
英国之部

富士山などが描かれた「海外新聞」表紙
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１８６５年１１月２７日の新聞ニ記載しにハ、イスハ
ニア国南アメリカ之内チリヤ国との戦ニ及と云事に付此
国ニおゐて許多の大商人集会忝談して言く。我国の内の
商人多分チリヤ国へ貿易之ため在留の者あり。今両国戦
争ニ及れてハ我国貨（貿）易之障りニもなるべし故政府
難渋之趣き願出し両国和睦ニ相成べき様取扱被成下と江

申出たり。時努宰相より請取てイスハニア国ノマトラア
スと云う城下 即刻ニ送りたる由なり。江

【外交】
第３号（元治２年４月１２日着船便）
フランス国之部
３月９日プロヰスの或新聞に、此国之国王自筆の書面

をコンシェルに命してサヤマ国（印度の内之一ケ国也）
の国王に贈りし始末を左記如くに記せり。扨右之書面を
金の花入れの中に入れ、サヤムより来たる結構を尽して
飾り立たる迎舟に載せ、其外４０艘の警備舟従て彼之国
に趣きたり。
スペイン国の部

江３月２日、マーシロナーバーズ（人名）より評定所
ビルー（南アメリカ国の内）と討論之事を始めて条約を
結ひし書面を差出したり。
第９号
イギリス国の部
６月１０日合衆国より遣置しミニュストル、アタムス

より英の政府 次官を以て応接あり。其故ハ先年英国と江

合衆国和親をなし追々約に背き互に謀計無之様堅く誓を
なし夫レのみならす譬ひ両国に 他の国と戦ありとも他而

の国 加勢等をなす事なからんことを約せり。江

第２４号（慶応２年８月２５日着船便）
イギリスの部

此国７８年前よりアメリカ国まで海底に３千里ほどの
所テレガラフを仕掛て音信を通ハすことを作り初しが此
頃漸やく海底に相成しによって女王よりアメリカ国の大
頭領まで賀詞を申おくるハ、此テレガラフの線縄首尾よ
く成就して貴国まで達貫せしによりてハ此繋縄をもって
是迄よりも猶一段懇篤に交親らんことを翼望せんと。大
頭領より答ひにハ、忝く承知セリ。
【政治】
第１号
プロヰセン国の部
プロヰセン国の人民租税の重きを苦しむと云説あるに

つき、其国の評定所にて其掛りの役人取調のことを始め
たり。然して其調への上にて如何様なる法に改革なさん
と云ことを衆議なし居れり。
第３号
オランダ国之部
３月８日、太后年７０才にて逝去せられたり。是によ

って国中之者慎ミ居れり。
第５号（慶応元年５月１１日着船便）
イギリス国の部
３月２７日大評定所（諸大名集会の場所）に於或一人

の大名此国総ての属国取締り手立の法につき自ら存寄を
申出せしには、属国の国々ハ其自国にて海軍を調へ自ら
守備をなし且入用も其国にてとり扱ふやうに成さば弁利
ならんと。
第１５号（慶応元年１１月６日着船便）
イギリス国の部
英の１０月２６日新聞ニ云く。今月１８日大老職パア

ムストンと云人、風気より重りて卒去ありしとかや。宰
相ニなりてより権畏を用ずして国政日ニ盛んにして人民
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多くなつき上下和睦する事殊に大なり。電信機を以テ卒
せられたるを国中に触れ知らせしに士農工商四民ともニ
愁傷して其業を休め戸を閉ちて静なる事鳴物停止の如
し。
第１６号（慶応元年１１月２１日着船便）
イギリス国の部
英の１１月１０日の新聞紙ニ記載せしニハ此国の大老

ハアムストン卒せしに依て是迄時務宰相分勤められたる
ロストー大老職に成られたり。キラントンと云う人時務
宰相に上られたり。
米利堅之部
大頭領の意ざしハ是迄官吏重役の入札ハ黒人ニ此入札

到させざるを改 始るにハ一度入札致させてハ宜しから而

さる間、本を定めて追々入札致さすへきとなり。
第１９号（慶応２年５月５日着船便）
アメリカ国の部
評定所にてある評定あり。其事既に定りて大頭領へ持

出せしに大頭領ハ之を承知せず返されたり。依て再び評
議之上入札なりしところ３３と１５、１２２と４１と札
入れたり。たとい大頭領ハ国躰に違といふて承知なさら
ずとも右之入札にて大頭領の印ハなくとも直ニ国法とな
れり。衆説二、若し大頭領之ニ印を押すことを敢せざれ
ハ不得止大頭領の位を去らしむと。
【事件、社会事象】
（リンカーン大統領暗殺事件は前号で取り上げたので本
稿では省く）
第３号
イタリア国の部
ネーフルスと云城下の新聞に記せしイタナー山未タに

硫黄を吹き居れり。夫れを見たる人語りしに、思ひしよ

りも畏敷有様にて、其辺に近づく時は其響きは恰も雷の
轟く如くにて、吹きだす硫黄の熱湯は一里も二里も流れ
渡れり。是迄平地なるものも俄に山と成り、林或は田畑
なぞは黒き荒地と成れり。憶ふに、今より１００年も歴
されバ穀物等の植えつけの成るよふには成る間敷成ら
ん。
第１８号（慶応元年４月１７日着船便）
４月１０日にアメリカ国の商人ピーボルトといふ人ロ

ンドン市中の貧しき人民に洋銀５０万元をほとこした
り。其しさいを尋るに此人永くこの地にありて広く商賣
をなし、かく富しことをかたじけなくおもひ其徳にむく
はんとの心より出しことなりとかや。此事たちまち女王
の耳に達し深く其志を感じ時務宰相を以て厚く礼を述へ
親らの肖像をゑがきてこれを謝礼のしるしとなさむとい
いおくりし。
第２６号（慶応２年９月２８日着船便）
イギリス国
チュタムと云地に船の鑁場あり。其船中熱気の釜破裂

して二人即死、怪我人３０人計りしとぞ（これそのかか
りの者の油断にて釜中の沸騰焦涸せし也と云 。）

以上は『海外新聞』の１～２６号から抜き出したもの
だが、全体からみれば一部にすぎない。しかし、ヒコが
どのようなことに関心を示していたかは十分推察でき
る。項目ごとに分析してみよう。
戦争については、南北戦争の最中にヒコ自身がアメリ

カにいたのだから、その動向に注意を払っていたのは当
然だ。本稿には出さなかったが 『海外新聞』ではかな、

。 、り細かく戦争報道を伝えている 前号を執筆したさいに
同戦争に関する書物にも目を通していた私でさえ知らな

ジョセフ・ヒコの幕末維新③ 井上脩身

86



い地名や氏名が
登場する。吟香
や本間は筆記に
際してとまどっ
たに相違ない。
スペインとチリ
の間の一触即発
状況にもヒコの
目は向いていた
ようだ。

、外交について
二つの国の条約
締結にヒコの関
心がいくのは、
アメリカ領事館
の通訳官をした
ヒコとしては当

。然のことだろう
だがむしろ国王
の動きにも興味
をもっていたこ
とに注目すべき

だろう 「尊王攘夷」が叫ばれるなか、ミカドの存在に。
も注視していたことが『伝記』からうかがえる。このこ
とは次号でふれたい。
政治に関して、国会を評定所、首相を大老、国務大臣

を時務宰相、知事ら地方政治のトップを大名と言い換え
るなど、日本人にも理解できるように工夫したことがう
かがえる。あるいは吟香の知恵だったのかもしれない。
電信を実際に使う場面に出合った最初の日本人がヒコ

ではないか、と前々号でふれたが、その電信が海底ケー
ブルを通じてアメリカとイギリスの間で結ばれたとの報
にヒコは感慨を新たにしたのではないか。欧米文明が驚
くほど進んでいることをヒコは訴えたかったにちがいな
い。
注目したいのはアメリカの大統領が黒人の参政権につ

いて意見を述べている点だ。リンカーン大統領に会った
ただ一人の日本人であるヒコだが 『自伝』には奴隷解、
放については何の記述もない。だがヒコはこのことに全
く関心がなかったのではないようだ。
事件・社会事象としてイタリアの火山噴火に目を奪わ

れたことは意味深い。ヴェスヴィオ山の噴火で古代ロー
マの都市ポンペイが地中に埋まったことを、キリスト教
の学習の際に知った可能性があると思われるからだ。洗
礼を受けたキリスト教徒ヒコの一面がイタリア火山噴火
の紹介記事のなかに現れているといえなくもない。
本稿の本筋とはいささか外れるが、吟香が子どもにも

読めるように留意したという『海外新聞 。その文章は』
現在の大人でも読み切るのは容易ではない。もしこれを
幕末の子どもらがスラスラと読めたとしたら、その読解
力に驚く。寺子屋で「論語」などを暗唱させていたこと
によるのかもしれない。

時代画す生糸相場情報

ヒコは『自伝』のなかで 『海外新聞』の性格につい、
て、日本人のために「輸入品 「輸出品」の現地におけ」、
る「今日の値段」を知らせる新聞、と述べている。前項
でみたように、戦争、外交から事件・社会事象などさま

『 』幕末明治の国際市場と日本―生糸貿易と横浜
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ざまな分野の海外ニュ
ースを提供してはいる
が、ヒコにとって一番
の眼目は相場を伝える
ことだった。それはす
でにふれたように綿花
相場に着目したからだ
が、綿花取引が終息し

、 。た後 彼の目はおもに生糸相場に移ったように思われる
元治元年９月２０日の『自伝』の以下の記事がその根拠
だ。

幕府が「生糸を生産地から直接横浜に送らず江戸の問
屋に送り、問屋がその等級に従って価格を決める」と通

、 。達したことを 横浜の日本人絹商人が外国商人に伝えた
、 、外国商人たちは自国の代表に不満を申し入れ イギリス

フランス、オランダ、アメリカの連合艦隊は江戸まで出
かけて圧力をかけ、各国公使団は「条約に反する」と貿
易干渉に抗議した。幕閣がこの法令を取り消したので、
生糸は今まで通り横浜に出ることになったが、開港場ゆ
きの絹はことごとく神奈川で荷揚げされ、そこから馬で
運ぶことになった。
上記の江戸送り通達というのは１８６０（万延元）年

に発せられた「五品江戸廻し令」を指す。生糸、油、雑
穀、蝋、呉服の５品について 「江戸への入荷が減少す、
ると品が欠乏して人々が困る」との名目で、江戸の問屋
の独占権を擁護しようとしたものだ。
『横浜市史』によると万延元年の上半期に日本から輸出
された産物は、生糸２，５０７ピクルス（７６２，５２
９ドル 、油６５，２０５樽（２２６，４２７ドル 、銅） ）

７，９３５ピクルス（１５３，７８２ドル 、茶９，３）
２４ピクルス（９４，３８９ドル 、種子６６，４０４）
ピクルス（７０，４４３ドル 、干魚１１，３２６ピク）

（ ， ）、 ， （ ，ルス ４３ １５１ドル 薬品１１ １７８箱 ４１
８１２ドル 、絹織物２５１反（３０，２２０ドル）＝）
１ピクルは約６０キログラム＝などとなっており、生糸
が圧倒的な稼ぎ頭だった。

「五品江戸廻し令」には内外から強く反発されて無力化
し、元治元年９月、貿易統制の中止を公布、横浜での貿
易が発展することになった。なかでも大きく伸びたのが
生糸貿易。西川武臣『幕末明治の国際市場と日本 ―生-
糸貿易と横浜 （雄山閣）によると、横浜開港翌年に２』
５９万ドルだった生糸輸出額は１８６５（慶応元）年に
１４００万ドルにも達し、日本の代表的な輸出品となっ
た。

生糸輸出量の急増理由としてヨーロッパの主要産地で
あるフランスで１８５０年代から６０年代に蚕の病気が
流行したためといわれている。加えて、フランスの模様
織に代表される高級絹織物からより安価な絹織物が求め
られるようになり、アジア産生糸の需要が高まった。な
かでも品質がよい日本産生糸が求められたといわれてい
る。
では『海外新聞』が生糸相場をどのように伝えたかを

みておこう （いずれもイギリスでの相場状況。支那は。
すべて中国に変更）

第１号
織工にて価を高くなすとの故中国サタリー糸の上物に

生糸
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て、壱斤につき価六枚七分五厘位、日本の前橋のものに
ては英国の壱斤につき七枚七厘位。
第３号
中国のサタリーと云宜敷品は変りしことなけれども下

物は向き悪しき故。此頃着きたる糸は下物多し。日本前
橋之糸は少しく売買ありしか価を引下げ壱斤につき元と
直よりもドロ二分五厘程下げし。此節は宜敷入荷なし。
故に尽くつきし○後月一月に入荷ありし糸ハ中国二千三
百十二箇、日本八百八十九箇也。此頃飛脚船より申来り
しに中国との荷を合して中国より積出せしもの三万三百
箇なりとそ。
第４号

。 、上の品甚少し 是に依て競気は少しく宜き方なれとも
直段ハ巳前に変りしことなし。
第５号
中国の上品直段ハ極く高きところ迄上りたり。並に日

本のものも然り。中国上品一斤につき凡七枚一分位、日
本前橋極上凡七枚五厘位なり。
第６号
前橋の極上は競気少しく宜し。其故ハ上物の品ハ甚少

けれバなり。朔日より廿四日迄に売買ありしハ中国之品
千八百四十五箇、日本の品二千六百六十九箇なり。人々
云合るにハ日本の糸ハ当節製法麁末になりて品甚だ下り
たりと。
第７号
上品甚少し。夫レニ付競気少しくよろし。

第８号
日本と中国の糸極上は甚少し。併相場の義は前之新聞

より少く景気よろし。
第１０号

当年（１８６５年）は欧羅巴中甚不出来ニ付、且は入
荷も少ニ付日々直段よろし。
第１１号
弥よ払底にして価極而高し。凡そ三拾年この方この直

段なり。尤も日本前橋中国サタツリー等の品何れへも向
よろし。
第１２号
如前

第１４号
直段甚タ尊し。

第１５号
中国日本共上品は価高して入用も亦多し。

第１６号
前橋最上品入用なり。中国も上品は高値なり。

第１７号
南京の品能く売れ直段益々高し。日本も直段吉 入用而

なり。併陸揚したる日本生糸直段高直故今ニ不売。
第１８号
前の新聞とかわりなし。

第１９号
買人多くあり。然し価は前の通り也。此故ハヨーロッ

パの蚕虫少しきやうす悪しく見ゆるなれバ也。然しいま
た時早き故其たしかなることハ分りがたし。中国之品ハ
多く売買あり。日本品ハ沢山あれとも多くハ品あしき故
うれ悪し。然し前橋の極上ハ売買あり。
第２０号
ヤウロッパにて専ら宜敷見込なり。直段ハ前の新聞と

替る事なし。
第２１号
入用減し売買も又少く、前橋糸凡三十より三十三シリ
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ングなり。
第２２号
売買なし。
第２３号
中国の品廿
八より廿九

、シルリング
前橋之品廿
九より三十
シルリング
迄。
第２５号

。値段よろし
日本糸別してよろし。
第２６号
競気よろし。価七日の間に百斤に付三十枚増加ならび

に中国当年の産不宣旨なり。日本前橋三十二より三十五
シリング。

ヒコが「今日の値段を知らせる新聞」と大見えを切っ
た割には物足りない。ヨーロッパではイギリスのロンド
、 、ン フランスのリヨンを中心に生糸相場が形成されたが

ヒコがその現場にいたわけでなく、イギリス発行の新聞
に頼るしかなかったのだからやむを得ないだろう。十分
ではないとはいえ、いくつかの示唆に富むデータがうか
がえて興味深い。一つは中国物は品質が悪く、日本物の
需要が高まった、との見方は必ずしも当っていないので
はないかと思われる点だ。アヘン戦争や太平天国の乱な
どで、品質が落ちたのは事実だが 「中国の上品直段ハ、
極く高きところ迄上りたり （第５号）とあるように、」

中国産も上物はやはり品質は良好だった。

もう一点は前橋物の相場をヒコが強く意識していたこ
とだ。前掲の『幕末明治の国際市場と日本』によると、
万延元（１８６０）年以降、仙台、守山、沼田、勝山、
前橋などの各藩が海外貿易に進出。なかでも、開港以前
から生糸生産が盛んだった前橋藩は、文久元年に藩専売
を実施し、貿易に積極的に乗り出した。前橋町は日本有
数の生糸の集散地になり、各地から生糸が入荷した。こ
の結果、藩が出荷する生糸が多くなり 「前橋糸」と呼、
ばれる生糸が貿易全体に対し大きなシェアを占めるよう
になった。

幕末から明治初年に前橋藩が出荷した生糸の量は年間
５３５０箇に達したとの記録もある。この糸を扱う売込
商は文久２年、遠州屋、野沢屋、吉村屋、大橋屋、永喜
屋の５軒に限られることになった、このうち吉村屋は１

（ ） 、 、８６８ 慶応４ 年 扱い生糸総額が１００万両を超え
横浜でも一、二を争う巨大売込商に成長。時代が少し後
になるが、明治９（１８７６）年に吉村屋が輸出した生
糸の量は、総輸出生糸の１７％以上に達した。筆者の西
川氏は「吉村屋が作り上げた生糸の集荷体制と輸出機構
が、その後の日本の生糸貿易を支えていったかの感があ
るといっても過言でない」と述べる。

その吉村屋が横浜に吉村屋幸兵衛店を開いたのは文久
二年。慶応４年、吉村屋の番頭は本店への書簡のなかで
「当地糸相場極上物ますます気配よろしく、相応の高直
売込相成り」などと売れ行きが好調であることをしたた
めている。

幕末の横浜港
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、『 』一方 海外新聞
で前橋糸が登場
するのは第６号
（前橋の極上は

。競気少しく宜し
其故ハ上物の品
ハ甚少けれバな
り 第１１号 日）、 （
本前橋中国サタ
ツリー等の品何
れ へ も 向 よ ろ
し 第１９号 前）、 （
橋の極上ハ売買
あり 、第２１号）
（前橋糸凡三十
より三十三シリ
ングなり 、第２）
３号（前橋之品
廿九より三十シ
ルリング迄 、第）

２６号（日本前橋三十二より三十五シリング）と６号分
にわたる。この相場情報を吉村屋の番頭は知っていたと
みるべきだろう。ヒコは『自伝』のなかで「数多くの日
本人が私の職場をおとずれた。みな熱心に外国のニュー
スを知りたがっている」と語っている。ヒコのところに
顔を出した一人が吉村屋の番頭だった可能性は高い。
明治に入ってからの生糸の輸出量は明治４年１３２万

３０００斤、明治１０年１７２万３０００斤、明治１５
、 、年２８８万４０００斤 明治２０年３１０万３０００斤

明治２５年５４０万６０００斤と伸びている。このうち

横浜港が占める割合は明治４年９４・６％、以降は１０
０％（ 横浜市史 。幕末から明治にかけての輸出生糸『 』）
のほとんどは横浜港で船積みされたのだ。言い換えるな
ら、近代シルクロードの起点はヨコハマだった。
明治５年に官営の模範製糸場として富岡製糸場がつく

られるなど、生糸が明治経済の一翼を担った歴史を思う
と、生糸相場を書きいれたことこそ『海外新聞』の真骨
頂といえるだろう。

もしほ草と横浜毎日新聞

岸田吟香は『海外新聞』の後述筆記の一方で、ヘボン
が進めていた英和和英辞書の編集協力をしたことはすで
にふれた。いよいよ印刷段階に入り、ヘボンは横浜居留
地で印刷できないかと、文久２（１８６２）年から漫画
誌を発行している英国人らに相談したが、日本式の木版

、 。刷りではとてもムリとわかり 上海で印刷しようと決断
慶応２（１８６６）年９月、妻クララと吟香を伴って上
海におもむいた。

『ヘボンの生涯と日本語』によると、ヘボンは漢籍キ
リスト教本などを出版している「美華書院」で、吟香が
書いた５ミリ角の日本文字を基に鉛活字を鋳造させた。
１カ月後、特別注文の新活字がほぼそろい、ローマ字、
漢字、カナ、英語の順に並べていく作業に入る。１日に
４ページほどしか進まない難業だったが、翌年４月、つ
いに完成。辞書名を『和英語林集成』とした。厚さ５セ
ンチ、７００ページの大著だった。

、 。吟香はヘボンとともに５月１７日 上海をあとにした

「よこはま新報もしほ草」第一編
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『和英語林集成』は我が国の英語
教育や普及のうえでエポックをな
す辞書となったが、同辞書の紹介
は本稿の目的ではない。ヒコの片
腕であった吟香が横浜を留守にし
たことは、否応なく『海外新聞』
づくりに影響した。

それでなくとも経営は火の車だ
ったと思われる。ヒコは『自伝』
のなかで 「奇妙なことには、日、
本の民衆は、その新聞を読みたが
ってはいるが、どうも当時の政府

と法律のせいで、予約購読したり買ったりするのを恐れ
ていたらしい。そこでやむを得ず、大部分をただでやる
始末だった」と愚痴をこぼしている。そして「定期購読

（ ） 、者はわずかに肥後のサムエライ ショームラ が一人と
もう一人は九州の柳川の役人（ナカムラ）ばかりであっ
た」と告白する。これでは採算が合うはずはなかった。
「 」 、慶応２年９月２８日着船便 による第２６号を最後に
ヒコは『海外新聞』を廃刊にした。
この年１１月、横浜が猛火に包まれた。おりからの南

西の強風にあおられ、日本人町の半分と居留地の４分の
１が丸焼けになった（ 自伝 。ヒコの住居は焼けなか『 』）
ったが、この火災が横浜を引き払う決意をさせた。１２
月、長崎に向かう。長崎時代のヒコについては次号で取
り上げたい。

さて吟香である 『海外新聞』は廃刊になり 『和英語。 、
林集成』も完成したが、おとなしくしている吟香ではな
かった。ヘボンと帰国した３月後の慶応３年８月、精錡

水の販売を始めたのだ。
吟香がヘボンから目の治療を受け、精錡水を差しても

らうと完治したことはすでに述べたが、この販売を思い
立った動機の一つが『海外新聞』に掲載した広告にあっ
たと思われる。
『海外新聞』の第２号に「横浜在留之異人より出す引札
等をも訳して添可申候」と、外国人が出す宣伝広告も掲
載することを発表。第１８号になってようやく引札之部
として宣伝広告が載るようになった。以下の三つの広告
だ。

「薬種類を求むと要する諸君子ハ、運上所の脇なる第二
十五番を問い給へ（以下略 」）
「病の治療を受むと望む人々ハ、爾後九ツ半より七時迄
に第百八番をとい給へ」
「長崎に於ハ、ワーラス組、横浜にてハ、ワーラスホー
ル組。我等ハ、アメリカ国の商人にて日本開港以来店を
開きて日本の品も買入れ又舶来の品も売る。若し帆船蒸
気船其他蒸気の器械及び軍用の諸器と日用の器物など誂
たき諸君子ハ来り給へ。無相違本国又ハ外国よりも取よ

。 、せ可差上候 我等の右二軒ハ日本政府及び大明へも聞へ
江戸大坂の町人へも聞へ居り。住宅は海岸二番なり」
第１９号からは「入歯を成さんと欲する御方ハ御尋被

下（以下略 」との入れ歯広告が入り、第２０号からは）
「アメリカの商人オールマンブラウ組ハ当地開港已来店
出し居り候。蒸気船帆前船海陸之大小砲玉薬類等御望ニ
候ハ、御尋下度候。ブレイキレーもと込め所持いたし居
候（以下略 」と、砲弾や元込め銃の広告が登場。第２）
５号までこれら５点の広告が冊子の最後を飾ることにな
る。

和英語林集成 部分
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吟香が薬種類広告と
治療広告からヒントを
得たと考えるのが自然

。 、だろう ついでながら
ヒコが長崎行きを決し
た背景にはワーラス組
の宣伝広告があったの
かもしれない。ワーラ
ス組やオールマンブラ
ウ組の広告はなんとも
きな臭いものだが、ア
メリカで南北戦争を目
にしたヒコは日本も内
戦必死とみていたに違
いない。

精錡水に目を向けた銀香は慶応４年に上海に取り次ぎ
所を設けてみたが、思うようにいかず結局、慶応４年閏
４月（１８６８年、９月明治へ改元 、ヴァン・リード）
と組んで『横浜新報もしほ草』を創刊した。発行所は居

。 。留地９３番のリード宅 和紙二つ折り数枚綴じの冊子型
横浜３番目の日本語新聞だった。

「もしほ草」の創刊号で銀香は「襄にヒコザワの新聞誌
ありしが、かの人此地を去りしのちは、久しく其事絶え
たり」としたうえで「日本にていまだこの（新聞をつく
る）事さかんに行はれざるゆゑんは、蓋し新聞紙の世に
益ある事をしるすものすくなきことと、これを篇集する
人のみづから學者ぶりてむづかしき支那文字まじりのわ

からぬ文を用ゐる事」と指摘 「新聞のさかんに流行す。
、 、ることは 千里の外に奇談珍奇説坐ながらにして見聞し

門を不出して諸方の物價をしり、人の知識をまし、心志
をたのしましめ又は商價の便利を得るなど其益ある事甚
おほきがためなり、余是故に、日本にても新聞紙の盛に
流行せん事を願ふ也」と高らかに創刊の辞を述べた。
基本的には『海外新聞』の精神を踏襲したものだ。読

まれる新聞を意図したのか、たとえばヘボンが名優とし
て売れている三代め澤村田之助を手術し、義足をつけた

「 （ ） （ ） 、話では 平文 ヘボン の國許へ 義足を 注文せしが
、 、 。二 三日前にあつらへのあし一本 あめりかより來れり

近きうちに、あしつぎに田之助よこはまにきたるべし」
とやさしい文章にした（ メディアの曙 。『 』）
「もしほ草」に強い意欲をうかがわせた吟香だが、同

、 、紙が軌道に乗り出した慶応４年８月 編集から手を引き
政府が没収した「稲川丸」の差配になり横浜―東京間の
定期航路の運行を開始。明治３（１８７０）年、１万両
で買い取ったこの航路事業が「文明開花」の空気のなか

、「 」で順調に進んでいた同５年２月２１日 東京日日新聞
、 、 、 。が 条野伝平 西田伝助 落合芳幾によって創刊された

「 、 。吟香は 條野傳平氏は山々亭有人と號し 戯作を業とす
落合幾次郎氏は浮世繪師にして芳幾と號す。西田傳助氏

」 「 」は俳諧を好み妙傳司と號す と後に 東京日日新聞縁起
で書いているように、３人とは顔見しりだった 「東京。
に至る毎に彼（西田）の社を訪ふて、新説を報知し、或
は原稿を投寄する等の事 （前掲の縁起）をしているう」
ち、明治６年９月中旬 「東京日日」に主筆として入社、
することになる。

『岸田吟香』によると 「編集人・岸田吟香」の名が同、

ジョセフ・ヒコの幕末維新③ 井上脩身
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紙上で掲載されるのは同年１０月２９日。一つの投書を
きっかけに自由論のキャンペーンが展開された。この投
書には「自由の理質問」の見出しがつけられた 「自由。
の理」は前年、中村敬宇がジョン・スチュアート・ミル
の著書を翻訳して出版した『自由之理』を指す。
投書は「だれにも自由の権利はあるが、それぞれが個

々の利益のことだけを主張すれば一致することはない。
まず政府が全体の利益になることを民に示し、不服の者
を教諭すればよい （大意、原文は漢字カナ交じり文）」
という内容。吟香はこの投書に「この質問に答える投書
（ ） 」 。があれば 読者に示したい という内容の付記をした

このキャンペーンに中村敬宇が最初に応じた。イギリ
スには下院と上院議員がある、としたうえで「一巳ノ利
益ノ聚合スルモノハ總體ノ利益ナリ」と説いた。
翌明治７（１８７４）年１月１７日、板垣退助らによ

って「民選議員設立建白書」が左院に提出された。この
自由之理キャンペーンは時機を得たものだったといえる
だろう。
ヒコはアメリカでリンカーン大統領に会ったことは何

度もふれた。次号で述べるが、議会の存在も知るにいた
る。そのヒコの知識が吟香を通して「自由之理」キャン
ペーンにつながったといえるかもしれない。
冒頭に述べたように東京日日新聞は現在の毎日新聞の

前身である。現在発行されている日刊紙のなかでは最も
古い歴史をもっている。では最も古い日刊紙となると、
『横浜毎日新聞』を挙げねばならない。
同紙の創刊は明治３（１８７０）年１２月８日。第三

代神奈川県知事、井関盛良が「新しい国の方針や行政、
貿易、外交などを人々に知らせるには新聞を毎日発行す
ることが有効」と考え、長崎在住の我が国の鉛活字の開

発者、本木昌造に協力を求めた（ 横浜から新聞を創っ『
た人々 。井関は宇和島藩の奨学生として長崎に留学し』）
た経験があり、新政府の外国事務局に入って外務大丞も
務めている。
創刊号は縦３２センチ、横２８センチ、タブロイド版

ペラ両面刷り。定期購読者には毎朝配達し、遠方の読者
には最寄りの取次所で渡す、と記載されている。現在の
日刊新聞の配達の原型がすでにできていることが読みと
れるが、これも、日刊ではなかったとはいえヒコが目指
したものだった。

従軍記者第一号

『海外新聞』は購読費を支払う読者がわずかしかなかっ
た おおそらく瓦版が無料でバラまかれていたため 新。 、「
聞」と名がついていても市民には瓦版と同じ目でしか見
なかったのだろう 「ただが当たり前」という読者に金。
を払ってもらわねば経営は成りたたない 「横浜毎日」。

「 」 、の明治４年４月２０日付には 売弘所ひろまる として
、 、 、新たに横浜の４店のほか東京１店 大坂２店 神戸１店

長崎５店の販売店ができたと伝えている。これで１４店
になり、新聞がまだ珍しかった時代に営業としてはかな
りの健闘ぶりだった。

注目したいのは同年８月２６日付の「伝信機、東京―
長崎間の工事進む」という記事だ 「今月十八日頃駿州。
沼津原辺駅にては頻りに伝信機の柱を取立居たり」とあ
るだけだが、新政府が長崎まで電信線を引こうと躍起に
なっていたことがうかがえる。ヒコがアメリカで見た電

ジョセフ・ヒコの幕末維新③ 井上脩身
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信が着実に日本で根を張りだしたことを示すニュースで
ある。
「東京日日」に話を戻そう。明治７（１８７４）年１月

、 、１９日 民選議員設立の建白書の全文を掲載したところ
投書欄で大論争が展開された 『 毎日」の３世紀――新。「
聞が見つめた激動１３０年』によると、政府側の意見を
代表して加藤弘之（宮内省四等出仕）が「文明開花は十
分でなく、十のうち八、九は政府の何ものかも理解して
いない。そういう人たちに憲法をつくらせようというの
は、木によって魚を求めようとするくらい難しい」と反
対論を述べた。

これに対し大井憲太郎は馬城台二郎の名で２月５日に
投書 「近時の新聞を閲するに副島氏初外七氏の民撰議。
院せつりつの建議を載するあり、余輩の曽て渇望する所
にして此建議の実行あらんには即ち我国今一層進歩の序
を得て万機に依り大に更張るする所あらん」と、強い賛
辞の言葉を表した。
その大井は自由民権運動に携わり、明治１５（１８８

２）年、自由党に参加、同１７年、秩父困民党を指導し
た。秩父困民党による「秩父事件」については、ラピス
２０１８年春号で取り上げたので詳細は省くが、生糸価
格が暴落したことから生活が成りたたなくなった秩父の
生糸農家たちが蜂起した事件だ。フランスのリヨン生糸
取引所で大暴落したことによる波及が、零細生糸農家を
直撃したのだ。

もし生糸農家が欧州相場を知っていたら事前に手を打

てた、というような単純なことではないが、開港して海
外との交易を盛んにするうえで、世界の相場を把握して
おくことが極めて重要であることを示す社会事象でもあ
った。この意味では、新聞は江戸時代の瓦版とは比較し
ようもないほど大きな役割を担うようになったのだ。こ
の点でもヒコが『海外新聞』で生糸相場欄をつくった意
義は決して小さいものではなかった。

『 』 。 （ ）ところで 東京日日新聞 の吟香 明治７ １８７４
年、政府が台湾出兵を閣議決定し、西郷従道が３６５８
人の兵を引き連れて出兵。吟香は従軍記者の派遣を社内
に説いて回った。あるいは吟香はヒコから南北戦争見聞
記を聞いていたのかもしれない。ところが志願する者が
一人もなく、吟香自ら現地におもむくことを決意。我が
国従軍記者の第一号になった。戦況や戦地の様子、出征
兵士の心理にまで立ち入って書いた「台湾信報」は人気
記事になった（ 毎日」の３世紀 。『「 』）
最後に吟香とともに『海外新聞』の仕事をした本間潜

蔵のその後にふれておきたい 『海外新聞』廃刊後の慶。
応３年、徳川民部介のフランスでの万国博覧会渡航に渋
沢栄一らとともにつきしたがった後、フランスやドイツ
で学び、明治２年、オーストリア勤務の外務少録になっ
た。さらにプロシアに勤務し明治８年、代理公使として
ウィーンに駐在、明治１８年に帰国後、弁理公使などを
務めた（ ジョセフ＝ヒコ 。海外に飛躍したいとの希『 』）
望をもって『海外新聞』の協力をした本間は、見事にそ
の夢を実らせたのだ。

ジョセフ・ヒコの幕末維新③ 井上脩身
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breath of CITY
写真 北博文

めぐりめく変化する都市光景を一期一会として感じるままに

ファンインダーのフルフレームで切り撮っています。

人間が利便性を探求して作り上げた都市が今や独自に生きる術を

得たかのように朝・昼・晩と表情を変えながら人の心を揺さぶり

その反応を眺めているかの様な虚実的な都市の空気感を撮らえて

行きたいと思っています。

北 博文

。 。神戸生まれ 神戸市外国語大学卒業
建 築 士 、 フ ォ ト グ ラ フ ァ ー 。
http://tefteff.com/index.html

breath of CITY 北博文

96



breath of CITY 北博文

97



breath of CITY 北博文

98



breath of CITY 北博文

99



breath of CITY 北博文

100



breath of CITY 北博文

101



小田真のドローンの世界
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天橋立

小田真のドローンの世界
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三方五胡

小田真のドローンの世界
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近江舞子

小田真のドローンの世界
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ＪＲ湖西線近江舞子付近

小田真のドローンの世界
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西琵琶湖棚田

小田真のドローンの世界
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タンゴ鉄道由良付近

小田真のドローンの世界
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ロシア・サハリン州ユジノサハリンスクに住む一人の画
家と写真記者、それに日本人の写真家が競作する。
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中川眞須良

ミナミ気圧

撮影 大阪 道頓堀・アメリカ村 にて

中川眞須良のミナミ気圧
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中川眞須良のミナミ気圧
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中川眞須良のミナミ気圧
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撮影 年 月、 月2017 3 4

中川眞須良のミナミ気圧
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神宿る。　片山通夫
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天引は「あまびき」と読む。古く
は宿場町として栄えたと言われてい
る。京都亀岡から篠山へ向かう国道

号線沿いにこの神社はある。祭372
神は八幡神（やはたのかみ、はちま
んしん）で、清和源氏、桓武平氏な
ど全国の武家から武運の神 武神 弓（ ）「

」 。 、矢八幡 として崇敬を集めた 別名
誉田別命（ほんだわけのみこと）と
も呼ばれ、応神天皇とも言われてい
る。また応神天皇は父は仲哀天皇、
母は神功皇后の子として生まれたと
いわれているが、実在したかは微妙
なところである。

、 、余談はさておき 天引八幡神社は
南北朝時代の文和３年（１３５４）
に建立された天引の鎮守社である。
その境内に立つ大木は、それまでは
欅（ケヤキ）とされていたが、今世
紀に入ってから新しく椋（ムク）と
判明したというエピソードを持って
いる珍しい木でもある。

樹高約３０メートル 幹周り９メー
トル 樹齢不明

神宿る。　片山通夫
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神宿る。　片山通夫
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大阪ぐりぐりマルシェ
（御堂筋西沿い難波神社境内）

写真・文 中川眞須良

毎月第二土曜日、ここに人と人とのつながりを重視した、自然に寄り添い、大地
に負担をかけず、収穫物の旬を大切にし、さらに本来の味を追い求めながらの農産
物及びそれらの加工品全般の即売会の「市」が立っている。

取り扱われている品物は現物（コメ・麦・大豆・野菜全般 、加工品（豆腐・こん）
にゃく・茶・ジャム・油など 、食品以外の関連品（染物・生地・小物・アクセサリ）
ーなど 、その場で味を楽しめるジューズ、コーヒー、カレー、餃子の店など、多様）
にわたり店舗総数は約 に及ぶ。この「市」の一番の特徴は何といっても、あたた30
かい人の繋がりと底抜けの明るさである。一店舗 ・ 人（夫婦・親子・兄弟・グル2 3
ープ・友人）とお客様との会話には、笑顔が絶えない。

今回より 回にわたりこの「市」に出店して、常に自己を表に出し、奮闘してい4
る皆さんの表情を紹介します。

人物時計　第二土曜日の再会 中川眞須良
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御堂筋沿いの案内板と難波神社の地図

人物時計　第二土曜日の再会 中川眞須良
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佐藤祐輔（さとうゆうすけ）

学生のみで構成されているグループ
（アグリスタ）代表Agrista

大学生が考える学生×農業×ビジネ
ス
をベースに社会に出てからでは学べな
い生産・企画・販売のプロセスを体感
しながら在学中にビジネスを学ぶ。
グループ総勢 人で経営・生産・販売12
を学ぶ。
無添加、無農薬での手作り蜂蜜を多く

の人に届けたい。

甲南大学 回生 明石市在住3

人物時計　第二土曜日の再会 中川眞須良
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上野清春（うえのきよはる）

境内中央のブースで、主にジャム、
ジュースを中心に販売。
奈良市内に店舗工場を構える。

「自然のままのジュースですから、
あまり甘くないですよ」

１９４９年生まれ
奈良県桜井ｈ市在住

人物時計　第二土曜日の再会 中川眞須良
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今家恭子（いまいえきょうこ）

京都・木津川市内 丸本ぶどう園勤務

店舗にはブドウのほかに秋の野菜がい
っぱい。
「家族そろってぶどう狩りにどうぞ！」

季節限定のため、一年に一度一日のみ
の出店です。

写真は友人の販売応援に来てくれた橘伸
利子さん（左）と。

人物時計　第二土曜日の再会 中川眞須良
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近江鉄道・五箇荘駅
（滋賀県東近江市）

商人屋敷を模した五箇荘駅
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近
江
商
人
と
は
、
近
江
国
（
現
在
の
滋
賀
県
）
に
本
宅(

本
店
、
本
家)

を
置
き
、
他
国

へ
行
商
し
て
歩
い
た
商
人
の
総
称
で
、
大
坂
商
人
、
伊
勢
商
人
と
並
ぶ
日
本
三
大
商
人
の

ひ
と
つ

「
近
江
の
千
両
天
秤
」
と
も
い
う
よ
う
に
、
天
秤
棒

本
か
ら
財
を
築
き
、
三

。
1

都
（
江
戸
、
大
坂
、
京
都
）
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
各
地
に
進
出
し
、
豪
商
と
呼
ば
れ
る

ま
で
に
な
っ
た
。
近
江
商
人
の
経
営
哲
学
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
三
方
よ
し
」
が
広
く
知
ら

れ
て
い
る

「
商
売
に
お
い
て
売
り
手
と
買
い
手
が
満
足
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
、
社
会

。

に
貢
献
で
き
て
こ
そ
よ
い
商
売
と
い
え
る
」
と
い
う
考
え
方
だ

近
江
鉄
道
は
琵
琶
湖
の
東
を
米
原
か
ら
彦
根
を
通
り
、
多
賀
大
社
に
寄
っ
て
八
日
市
、

そ
し
て
近
江
八
幡
に
向
か
う
路
線
と
日
野
を
経
由
し
て
水
口
、
貴
生
川
へ
と
通
じ
る
私
鉄

で
あ
る
。
創
業
は
明
治
二
十
九
年
と
い
う
か
ら
古
い
。
し
か
し
創
業
当
初
か
ら
資
金
難
に

悩
ま
さ
れ
て

「
上
り
列
車
は
『
借
金
々
々
』
と
は
し
り
、
下
り
列
車
は
『
足
ら
ん
足
ら

、

ん
』
と
走
る
」
と
冷
や
か
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
さ
て
そ
の
近
江
鉄
道
の

駅
の
一
つ
に
五
個
荘
駅
が
あ
る
。
無
論
無
人
の
小
さ
な
駅
で
は
あ
る
が
、
こ
の
駅
の
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
が
す
ご
い
。
こ
こ
五
箇
荘
は
近
江
商
人
発
祥
の
地
な
の
だ
。

近江鉄道ＨＰより
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左上： 近江八幡駅に入るワンマン電車
上 ：近江八幡駅を出る
左 ：近江鉄道電車内
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近江商人たちの屋敷が並ぶ金堂の街並み
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北前船　山中節考
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北陸は石川県加賀市に山中温泉という温泉場がある。どこの温泉でもそうだが、この温泉にも山中
節（上の譜）という民謡が芸者衆を中心に謳われている。その山中節には面白いエピソードがあるの
で、まず紹介したい。

山中節には 山が赤なる木の葉が落ちる やがて船頭衆がござるやら という一説がある。山中温泉
は海から結構離れている。地図上での目測でも２５キロ近く離れていると思われる。それだけ離れて
いても、船頭衆が秋も深まった頃になるとやってくるという意味だろう。

北前船　山中節考
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さて、その船頭衆と
は、蝦夷地（今の北海
道）から大阪へ、また
大阪から蝦夷地へ物資
を商いながら航海した
北前船の船頭を指すと
いう。

山中節は、彼ら船頭
衆が蝦夷地で覚えた追
分を、山中温泉の湯船
につかっていた折に口
ずさんでいた唄が原型
だとか・・・・。

北海道の昆布によっ
て、西日本で現在の和
食の基礎ができた。

九州が発祥の「ハイ
ヤ節 は 新潟県の 佐」 、 「
渡おけさ」となり、さ
らに青森県の「津軽ア
イヤ節」に姿を変えて
ゆく。島根県の「出雲
節」が 「秋田船方節」、
になったのも、北前船

、の船乗りが覚え伝えて
それぞれの地域に定着
した結果だといわれて
いる。

、 。加賀 越前には北前船の船主が多く住んでいた

福井県河野にある北前船の模型

北前船　山中節考
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山中節がここ、
福井県河野の北前船
主の町の船頭が伝え
たという確証はな
い。ただ河野には北
前船の船主が多く、
なかでも写真の右近
家は江戸前期の菩提
寺である金相寺から
土地、屋敷、そして
小さな船を 艘等を1
譲り受け独立し右近
権左衛門家となり、
北前船での商いを始
め、 代目の時代に9
は、大きな北前船を

艘所有し利益は11
両の利益を上1200

げたといわれてい
る。その後、 代10
目権左衛門の時代に
は、 艘の北前船17

18,000で積石数は
石を超え、大船団
を日有して隆盛を極
めた。

北前船はおよそ次
のように航海した。

下り（対馬海流に
対して順流）
月下旬頃、大坂を3

出帆。
月、航路上の4 - 5

瀬戸内海・日本海沿
岸で、商売をしなが
ら北上。
月下旬頃、蝦夷が5
（ ） 。島 北海道 に到着

上り（対馬海流に対
して逆流）
月下旬頃、蝦夷が7

島を出帆。
月、航路上の8 - 10

寄港地で商売をしな
がら南下。

月上旬頃、大坂11
に到着。

越前・河野の右近家

北前船　山中節考
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山中節考
山中温泉の歴史は古

い。今から 千 ・ 百1 2 3
年の昔行基という僧に
よって、発券されたと
いう温泉である。実際
にはその後 百年もあ5
とのこと、猟師がシラ
サギが傷ついた足を温
泉で癒しているのをみ
て、湯治場として開か
れてきたという。
山中節はこの付近の漁

師たちが北海道方面へ
出稼ぎの行って習い覚
えた「松前追分節」を
温泉につかって歌って
いたのをまねて謳われ
たのが始まりと言われ
ている。

ここには北前船の言い
伝えも説明もない。し
かし「猟師」が北前船
の乗組員となり 「松前。
追分節」を蝦夷地で習

、い覚えたという話には
それなりの信ぴょう性
があり、筆者はその話
を信じたい。

山が赤なる木の葉が落
ちる
やがて船頭衆がござる
やら

この歌詞には「猟師」
ではなく「船頭衆」と
なっている。
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正に酷暑という言葉がぴった
りの暑い夏でした。いや 月に入っても暑い日が続9
いています。最近は気象庁も「命に係わる」なんて
物騒な表現で注意を喚起しています。ご自愛くださ
い。
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